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㸯．関連すࡿ計⏬や他部局の施策等に関すࡿ整理 
包括的ࢫ࣐࡞タ࣮プࣛン࡚ࡋ立地適正化計⏬ࢆ作成ࠊࡵࡓࡿࡍබ共交通施策ࠊ商業施策ࠊ

ఫ宅施策ࠊ་療࣭福祉施策ࠊ農業施策࡞多様࡞ศ㔝ࡢ連携ࡀ必要ࠊࡽࡇࡿ࡞本業務

 ࠋࡓࡋ集࣭整理ࠊい࡚ࡘ施策等ࡢ㸧や部局ࡴ含ࢆ構想ࡧ計⏬及ࠊ計⏬㸦実施中ࡿࡍ関連

 

㸯-㸯 制度の理念及びୖ位計⏬の整理 

踏ࡲえ࡚ࡁࡃ࠾制度ࡢ理念ୖࡧࡼ࠾計⏬ࢆ整理ࡿࡍ次࡛ࡾ࠾ࡢあࠋࡿ 

 

㸦1㸧立地適正化計⏬制度ࡢ理念 

㸦「㸧第 「 次ඵ幡浜市総合計⏬㸦ᖹ成 「8 ᖺ 」 ᭶ ඵ幡浜市㸧 

㸦」㸧ඵ幡浜市ࡈࡋ࣭ࡦ࣭ࡕࡲ創生総合戦略㸦ᖹ成 「】 ᖺ 10 ᭶ ඵ幡浜市㸧 

㸦4㸧ඵ幡浜都市計⏬༊域ࢫ࣐タ࣮プࣛン㸦ᖹ成 「8 ᖺ 」 ᭶ 愛媛県㸧 

㸦5㸧ඵ幡浜市࣭保ෆ⏫新市建設計⏬㸦ᖹ成 「】 ᖺ 」 ᭶変更 ඵ幡浜市㸧 

㸦6㸧ඵ幡浜市都市計⏬ࢫ࣐タ࣮プࣛン㸦ᖹ成 「5 ᖺ 1「 ᭶ ඵ幡浜市㸧 

㸦】㸧ඵ幡浜市景観計⏬㸦ᖹ成 「「 ᖺ 」 ᭶ ඵ幡浜市㸧 

㸦8㸧ඵ幡浜港㸦港湾࣭漁港㸧振興ビࢪョン医ᖹ成 14 ᖺ 」 ᭶ ඵ幡浜市)  

㸦9㸧ඵ幡浜市健康࡙ࡾࡃ計⏬㸦ᖹ成 「8 ᖺ 」 ᭶ ඵ幡浜市㸧 

㸦10㸧ඵ幡浜市総合交通体系調査㸦ᖹ成 「1 ᖺ 」 ᭶ ඵ幡浜市㸧 
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Ტ1Უ立地適ദ化計ဒ制度の理念 

ᡃࡀ国ࡢ都市ࡿࡅ࠾後ࠊࡣࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ人口ࡢ急激࡞減少高齢化ࢆ背景ࠊ࡚ࡋ高齢

者や子育࡚世代ࠊ࡚ࡗ安心࡛ࡿࡁ健康࡛快適࡞生活環境ࢆ実現ࠊࡇࡿࡍ㈈政面及ࡧ経済

面࠾い࡚持⥆可能࡞都市経営ࢆ可能ࡀࡇࡿࡍ大࡞ࡁ課題࡛あࡇࠋࡿうࡓࡋ中ࠊ་療࣭福

祉施設ࠊ商業施設やఫ居等࡚ࡗࡲࡲࡀ立地ࠊࡋ高齢者ࡿࡍࡵࡌࡣࢆఫ民ࡀබ共交通ࡾࡼ

見ࢆ構造ࡢ都市全体࡚ࡵ含ࡶ࡞福祉や交通ࠊ࡞ࡿࡁ࡛ࢫセࢡ生活利便施設等ࡢࡽࢀࡇ

直ࠊࠗࡋ  ࠋࡿ㔜要࡛あࡀࡇࡃい࡚ࡵ考え࡛進ࡢ࠘ࢡットワ࣮ࢿ࣭ࢫプ࣭ࣛテࢩトࢡンパࢥ

 

◎都市再生特別措置法等の改正㸦概要㸧 

 

 

 

 

 

 

◎コンパクトシテ＋ネットワ࣮ク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省ｈｐより䛂立地適正化計画の説明会資料䛃䠄ᖹ成 㻞㻣 ᖺ 㻢 月 㻝 日時点版䠅 

 

◎策定プࣟセス 

→立地適正化計⏬ࡢ作成࣭実施当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ多様࡞関ಀ者ࡿࡼ活発࡞議論ࢆ交わࡶࡍ

 ࠋࡿ㔜要࡛あࡀࡇࡴ組ࡾ取主体的ࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡋ連携相互ࠊ

ࠊ࡚ࡋ場ࡢ連絡調整等ࡿಀ実施ࡢ⏬協議や計ࡢ࡚ࡗࡓ当策定࣭実施ࡢ⏬計ࠊࡵࡓࡢࡇ→

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ設置ࢆ市⏫村都市再生協議会ࠖࠕ

࣭都市全体ࡢ観点ࠊࡽ居ఫ機能や福祉࣭་療࣭商業等ࡢ都市機能ࡢ立地ࠊබ共交通

 作成ࢆタ࣮プࣛンࢫ࣐࡞包括的ࡿࡍ関充実ࡢ

࣭民間ࡢ都市機能ࡢ投資や居ఫࢆ効果的誘ᑟࡢࡵࡓࡿࡍ土俵࡙ࡾࡃ㸦多極ࢿット

ワ࣮ࢡ型ࢥンパࢡトࢩテ㸧 
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Ტ2Უ第 2 次八幡浜市総合計ဒᲢ成 28 ࠰ 3 月 八幡浜市Უ 

 

目標ᖺ次 ᖹ成۔ 「8 ᖺ度～ᖹ成 」】 ᖺ度 

 

 将来像ࡢࡕࡲࡁࡍࡊࡵ۔

 

 施策体系۔
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Ტ3Უ八幡浜市Ǉち・ひと・しƝと創生総合戦略Ტ成 27 ࠰ 10 月 八幡浜市Უ 

㸯戦略ࡢ基本的࡞方向性 

たし࡞活力 たし࡞未来のために 

 ࠋを進めますࡾしたまち࡙くを生ࠖࡳ強ࠕさとのࡿࡩ

市民ととࡶに考え、市民ととࡶに取ࡾ組࡛ࢇいࡁますࠋ 

㸰戦略ࡢ対象期間 

ᖹ成 「】 ᖺ度～ᖹ成 」1 ᖺ度 

㸱基本目標ࡧࡼ࠾具体的࡞施策㸦抜粋㸧 

 ձ地方にしごとをࡘくࡾ、安心し࡚働けࡼࡿうにすࡿ 

 賑わい創出ࡢ交流ᣐ点ࡓࡋ中心ࢆ海産物直売所ە  

࠙具体的࡞取組ࠚ水産振興賑わい創出支援業／ඵ幡浜市水産振興賑わい創出支援補助金 

 ࡾࡃ࡙ࡳ組ࡿࡃ࡚ࡗやࡀ人ࡕࡲە  

࠙具体的࡞取組ࠚඵ幡浜中心地༊ࡾࡃ࡙ࡕࡲ計⏬基࡙ࡃඵ幡浜駅前広場整備業／ඵ幡

浜市温浴施設整備業／市民会館跡地活用 等 

 進ಁࡢ企業誘致ە  

࠙具体的࡞取組ࠚ企業等立地ಁ進奨励金／㞠用ಁ進奨励金／固定資産税ࡢ課税免除 等 

 

 ղ新しい人の流ࢀをࡘくࡿ 

 観ග推進ࡓࡋᣐ点ࢆࠖࡗ࡞ࡳඵ幡浜ࠕࢫࢩ࢜࡞ࡳ駅࣭ࡢ道ە  

࠙具体的࡞取組ࠚඵ幡浜ࡗ࡞ࡳ機能向ୖ業 等 

 整備ࡢ温浴施設ە  

࠙具体的࡞取組ࠚඵ幡浜市温浴施設整備業 

 整備ࡢ地域交流ᣐ点施設ࡿࡅ࠾保ෆ地༊ە  

 検討ࡓࡅ向実現ࡢン構想࢘タニࢩඵ幡浜ە  

 

 ճ結婚࣭出産࣭子育࡚の希望を࡞えࡿ 

 充実ࡢࢫビ࣮ࢧ保育ە  

 整備ࡢ施設࡞総合的࡞ࡓ新ࡓࡋ統廃合ࢆ施設ࡓࡋ老朽化ە  

 

 մ時代に合った地域をࡘくࡾ、安心࡞くࡽしをᏲࡿととࡶに、地域と地域を連携すࡿ 

 策定ࡢ⏬立地適正化計ە  

 (医再掲ࡾࡃ࡙ࡳ組ࡿࡃ࡚ࡗやࡀ人ࡕࡲە  

࠙具体的࡞取組ࠚඵ幡浜中心地༊ࡾࡃ࡙ࡕࡲ計⏬基࡙ࡃඵ幡浜駅前広場整備業／ඵ幡

浜市温浴施設整備業／市民会館跡地活用 等 

 交通弱者対策確保ࡢ地域බ共交通ە  

࠙具体的࡞取組ࠚ地域බ共交通業ࠊබ共交通空白地᭷償㐠送ࡢ㐠行⥅⥆対ࡿࡍ支援ࠊ

高齢者外出支援業 等 

࡞活動的ە   85 ṓࢆ目指ࡍ取組 

࠙具体的࡞取組ࠚ各種護予防業／࣮࢛࢘キンࢫ࣮ࢥࢢ整備業 等 
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潮騒ࡀࢇࡳ薫ࡾ 文化ࡀ羽ࡁࡓࡤ人々ࡀ行ࡁう ࡕࡲ࡞ࡳ ඵ幡浜 

Ტ4Უ八幡浜都市計ဒ区域マǹタヸプランᲢ成 28 ࠰ 3 月 愛媛県Უ 

◎目標年次 

ࡡࡴ࠾࠾ 「0 ᖺ後 

◎まち࡙くࡾの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎まち࡙くࡾの方針 

ձ中心市街地ࢆ᰾ࡓࡋ集約型都市構造ࢆ実現ࡵࡓࡿࡍ秩序あࡿ土地利用形成 

ղ交流࣭連携ಁࡢ進ࠊ安心࡛快適࡞都市活動ࢆ支えࡿ都市施設整備 

ճ中心市街地ࡢ機能更新ࡢࡵࡓࡢ再開発業等ࡢᑟ入並ࡧ商業地ࠊఫ宅地及ࡧ工業地࠾

 整備ࡢ基盤ࡿࡅ

մ美ࡋい景観ࡢ海岸豊࡞森林ࡢ自然的環境ࡢ保全ࢆ前提ࡓࡋ調和ࡓࢀࡢ都市整備 

յ災害強いࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲ推進 

 

◎区域マスタ࣮プラン図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

八幡浜࣭大洲圏域の中࡛地方拠点都市の一翼を担い、四国と九ᕞをࡄ࡞ࡘ海ୖ交通の

要衝࡛あࡿ地域交流のまちとし࡚、Ᏹ和海等の恵まࢀた自然的環境を活した美しい都

市空間と、安心し࡚暮ࡽせࡿ快適࡞定住環境のࡶと࡛、ࢇࡳと魚を中心とした産業と

歴史࣭文化の活力あࡿまち࡙くࡾを目指すࠋ 
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Ტ5Უ八幡浜市・保内町新市建設計ဒᲢ成Წ７࠰Ჭ月変更 八幡浜市Უ 

◎計⏬の期間 

 ᖹ成 16 ᖺ度～ᖹ成 」1 ᖺ度 

◎新市の基本理念 

 (自主的参加ࡢう医市民ࡼࡋࢆࡾࡃ࡙ࡕࡲ࡛࡞ࢇࡳە

 うࡑ出ࡁ引ࢆ活力ࡢ地域ࠊࡅ向ࢆ目ࡉࡋࡽ地域࣭ࡉ良ࡢ地域ە

 うࡼࡋうࡼࡿࡁ実感࡛ࢆ効果ࡢ合併やࡳࡍࠊࡾࡼ協力相互信頼ە

 うࡼࡅ向ࢆ目ඵ西地域全体ە

◎将来像 

 

 

 

 

 

 

◎新市建設の基本方針 㸫６ࡘの基本方針   ◎土地利用基本構想 

 

◆四国と九ᕞを結ࡪまち࡙く

 ࡾ

→ 西四国の拠点都市とし

࡚多くの人ࡀ訪ࡿࢀ魅力

あࡿまちを創造しࡼう 

◆自然をに生活すࡿ快適࡞

まち࡙くࡾ 

→ 自然と暮ࡽしࡀ調和し

た新しい暮ࡽし方を創造

しࡼう 

◆安心࣭ 希望に満ちた温࡞ま

ち࡙くࡾ 

いࡁ健康࡛いࡀ࡞ࢇࡳ →

まࡿࢀ送ࡀとした生活ࡁ

ちにしࡼう 

◆新鮮࣭ 安心࡞自然の恵ࡳを伝

えࡿ食彩博物館のまち࡙く

 ࡾ

→ 産業の営ࡳの誇ࡾと活

力を取ࡾ戻そう 

◆とࡶに育࣭ࡘ 育࡚ࡿ教育のま

ち࡙くࡾ 

→ 地域の文化や行事を大ษにし、のびのびとしたまちを創造しࡼう 

◆とࡶに支え合う共生のまち࡙くࡾ 

→ 地域とのࢀࡩあいにࡾࡼ、安心し࡚暮ࡽせࡿまち࡛あࡾ続けࡼう 

いࡲ 共育ࡴ 進取ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ 

風ࡽえ 風ࡍࡇ࠾ 
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Ტ6Უ八幡浜市都市計ဒマǹタヸプランᲢ成 25 ࠰ 12 月 八幡浜市Უ 

 

計⏬人口 ᖹ成ࡧ計⏬目標ᖺ次及۔ 」】 ᖺ㸦「0「5 ᖺ㸧 

    人口：「9,」00 人～「9,400 人 

◎都市の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎拠点配置 

 ○都市中心㸦旧ඵ幡浜中心部㸧 

 ○副中心㸦旧保ෆ中心部㸧 

 ○生活中心㸦磯崎ࠊ日土ࠊ舌田ࠊ川ୖࠊ真穴ࠊ岩等ࡢ各ᣐ点集落㸧 

◎整備方針 

㸯㸧都市中心ࡢ整備 

 ࠔ展開ࡢ一体的整備ࡓࡋ連携ࡀ既存商業地༊～ඵ幡浜駅～ࡗ࡞ࡳඵ幡浜ＩＣ࣭ඵ幡浜ࠓ

ձ半島ᣐ点地༊ࡢ࡚ࡋワンࢫトップ性ࠊ利便性ࢆ確保࣭強化ࠊࡋ中心性ࢆ高ࠋࡍࡲࡵ 

ղ都市機能ࣜࡢフࣞッࢩュࢆ支えࡿ基盤࣭背景࣭ࡕࡲࠊ࡚ࡋ建物ࡀ整備࣭更新ࠊࢀࡉ新ࡋ

い魅力的空間ࢆ生ࡳ出ࠋࡍࡲࡋ 

㸰㸧副中心ࡢ整備 

 ࠔ展開ࡢ一体的整備ࡓࡋ連携ࡀ保ෆＩＣ࣭保ෆ庁舎周辺～宮ෆ川周辺ࠓ

ձ広域道路環境ࡢ変化ࢩ࣮࣋ࣀࣜࡿࡼョン効果ࢆ活ࠊࡋ副中心ࡢ᰾ࢩࡿ࡞ンࣝ࣎性ࡢ

あࡿ都市的生活࣮ࢧビࡢࢫᣐ点ࢆ形成ࠋࡍࡲࡋ 

ղ拡大市街地形成ࡓࢀࡉ行政࣭文化ᣐ点ࠊṔ史࣭文化性ࡢ高い旧街道市街地ࡀ連携ࠊࡋ

魅力あࢿࡿットワ࣮ࢡ空間ࢆ形成ࠋࡍࡲࡋ 

ճ保ෆＩＣ࣭関連道路整備あわせ࡚ࠊ保ෆ庁舎周辺等地場産業機能等ࡢ立地誘ᑟࢆᅗࡾ

 ࠋࡍࡲ

㸱㸧生活中心ࡢ整備：各ᣐ点集落 

ձࠕ共助࣭බ助ࠖࡾࡼ皆࡛支えあうࡢࡵࡓᣐ点ࢆ形成ࠋࡍࡲࡋ 

ղ生活࣮ࢧビࠊࢫ地域生活交通ࡢ結節点ࢆ形成ࠋࡍࡲࡋ 
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Ტ7Უ八幡浜市景観計ဒᲢ成 22 ࠰ 3 月 八幡浜市Უ 

 

ձ景観計⏬区域の設定及び区域区分 

 

◎୕地域の概要 

地域名  置 概 要 

市街地景観形

成地域 

国道ࠊ千丈川ࠊඵ幡浜港ࡡࡴ࠾࠾

19】 号࡛ᅖࡓࢀࡲ地域࡛ࠊ愛宕山බ

園県道ඵ幡浜保ෆ線沿道ࡢ近隣

商業地域ࢆ含ࡴ地域ࠋ 

ඵ幡浜市ࡢ中心部࡛ࠊ行政管理施設

商業業ࠊࡾあࡀ漁港࣭港湾ࡶ

務施設ࡶ多ࠊࡃ高密度࡞市街地ࡀ形

成࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

海࣭山景観保全

地域 

国道 19】 号ࡢ南西側広ࡿࡀ権現

山ࢆ中心ࡿࡍ山地࣭山麓ࡢ部ศ

ࡢ向灘ࡿ࡞連旧ඵ幡浜市街地ࠊ࡛

第一種ఫ居地域ࢆ含ࡴ地域ࠋ 

旧ඵ幡浜市街地旧保ෆ⏫川之石

地༊ࡢ両側眺望ࡀ開ࡓࡅ権現山

斜面ࠊ畑ࢇࡳࡣ南斜面ࠊࡾあࡀ

い࡚ࡗ࡞畑࣭次林等ࢇࡳࡀ

 ࠋࡿ

筋等景観ࡕࡲ

形成地域 

川之石࣭宮ෆ࣭喜須木地༊ࡢ概ࡡ国

道 19】 号ࡾࡼ南ࡢ近隣商業地域ࠊ第

一種ఫ居地域ࠊ準工業地域及ࡧ川之

石ᑠ学校ࡽ西伸ࡿࡧ海岸集落

 ࠋ地域ࡢ

19世紀後半ࡽ 「0世紀初頭製蝋

加工ࠊ⣳績ࠊ海㐠等࡛発展ࠊࡋ旧街

道沿いṔ史的建造物ࡀ点在ࡿࡍ

地域ࠊ国道 19】 号以南ࡢ新興市街

地࡛あࠋࡿ 

 

◎景観区域と地域区分 
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ղ景観形成の将来像 

基本的͆࡞ඵ幡浜ࡣ͇ࡉࡋࡽ海࣭ࢇࡳ山࣭市街地࣭集落࣭青石ࡢ一体性やࡲࡣ࣭⏫࡞ࡳ

 ࠋ設定うࡼࡢ以ୗࢆ将来像ࡢ景観形成ࠊ考えࡿࡲ高ࡽࡉࡾࡼ強化ࡢ雰ᅖ気ࡢ⏫ࡢ

 

潮騒
しƓƞい

に蜜柑
みƔǜ

の香Ǔ
ƔƓǓ

・・・青い
あƓ

石
いし

 

 

͆ඵ幡浜ࡋࡽい景観͇ࡕࡲࠊࡣ暮ࢆࡋࡽ包ࠊࡴ青石ࡢࡑ石積ࡳ㸦斜面㸧ࠊ海㸦浜ࠊ港ࠊ波ࠊ

魚࡞㸧ࢇࡳࠊ㸦花ࠊ果実ࠊ段畑࡞㸧いࠊࡓࡗ人ࡀࡧ五感࡛感࡚ࡌいࡿ暮ࡢࡋࡽ景観ࢆ

⥅承࣭発展࡚ࡋいࡃ中ࠊࡽ次ࡼࡢうࢫ࡞テップࡾࡼ形࡙࡚ࡗࡃいࠋࡿࡍࡇࡃ 

 

 

 

 

 

 

 

◎景観整備の将来像の考え方 
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◎基本理念 

ձఫࠊࡳ暮ࠊࡋࡽ活動ࡿࡍ人ࠊࡀࡧ愛着誇ࢆࡾ持࡚ࡗ楽ࡿࡁ࡛ࡢࡇࡴࡋ景観࡙ࢆࡾࡃ

進ࠋࡍࡲࡵ 

ղ長期的࡞展望ࠊࡽ地域ࡢ個性特徴᰿ࡓࡋࡊ景観ࡢ基調ࢆ育ࠊࡳ成長࣭進化ࡿࡍ景観

 ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆࡾࡃ࡙

ճ身近࡞暮ࡋࡽや身ࡢ回ࡽࡾ始ࡵ拡ࡢ࡞ࢇࡳࠊࡿࡀ共創࣭協働ࡿࡼ景観࡙ࢆࡾࡃ進ࡲࡵ

 ࠋࡍ

 

◎景観形成の基本的࡞作法 

区分 作法 

保全すỦ 
ձふࡢࡉࡿ生活࣭文化や産物ࠊ地形࣭植生ࡽࢀࡇࠊ᰿ࡓࡋࡊ基本的࡞

景観構造ࢆ保全࣭⥅承ࠋࡍࡲࡋ 

合わせỦ 
ղ建築物や工作物等ࡀ集団࡚ࡋ美ࡼࡿ࡞ࡃࡋうࠊ隣近所ࡢ景観協調࣭

連⥆ࠊࡋ周辺景観調和ࡉせࠋࡍࡲ 

整えỦ 
ճ市民࣭業者ࡢ各々ࡀ質ࡢ高い建造物や空間࡙ࠊ࡚ࡋࡊࡵࢆࡾࡃ外観や

敷地周ࢆࡾ整えࠋࡍࡲ 

控えỦ 
մ見苦ࡋいࠊࡢࡶ建物やࡲわࡄࡑࡾわ࡞いࠊ࡞ࡢࡶ景観ࢆ阻害ࡿࡍ要

⣲ࢆ取ࡾ除ࠊࡁ見えࠋࡍࡲࡋࡃ࡞ 

創ụ出す 
յ生活࣭文化ࡢ鏡ࡢ࡚ࡋ生ࡁ生ࡓࡋࡁ景観ࡼࡿ࡞うࠊ新ࡋい࣏ン

トや魅力ࢆ加えࠊ創ࡾ出ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆࡇࡍ 

演出すỦ 
ն地域ࢆࡉࡋࡽ映ࡓࡋ建築物や工作物ࡀ特᭷ࡢ効果ࢆ発揮ࡼࡿࡍうࠊ外

観や敷地周ࢆࡾ演出ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 



 11

Ტ8Უ八幡浜港港湾計ဒ(成 27 ࠰ 3 月改訂 八幡浜港港湾管理者八幡浜市) 

 

◎港湾計⏬の方針㸦目標年次 ᖹ成 30 年代後半㸧 

㸦㸯㸧 人物ࡢ交流ࡾࡼࢆ一層ಁ進ࠊࡋ市街地ࡢ活性化ࢆᅗࠊࡵࡓࡿෆ貿物流機能ࡢ強化ࢆ

ᅗࠋࡿ 

㸦㸰㸧 陸ୖ交通体系連携ࡓࡋ海ୖ輸送機能ࡢ強化対応ࡶࡿࡍ環境㈇荷ࡢప減資

 ࠋࡿᅗࢆ強化ࡢᇧ頭機能࣮࢙ࣜフࠊࡵࡓࡿࡍ

㸦㸱㸧 港湾背後地域ࡢ連絡強化ࢆᅗࠊࡵࡓࡿ臨港交通体系ࡢ充実ࢆᅗࠋࡿ 

㸦㸲㸧 大規模地震災害時ࡢ救援活動や復旧活動࠾い࡚ࠊ海ୖ輸送ࡿࡼ機能ࢆ十ศ発揮

 ࠋࡿᅗࢆ強化ࡢ大規模地震対策施設ࠊࡵࡓࡿࡍ

㸦㸳㸧 安全࣭安心港空間ࢆ利用ࠊࡵࡓࡿࡍ老朽化ࡓࡋ施設ࡢ安全性ࡢ向ୖࢆᅗࠋࡿ 

㸦㸴㸧 多様࡞機能ࡀ調和ࠊࡋ連携ࡿࡍ質ࡢ高い空間ࢆ形成ࠊࡵࡓࡿࡍ港湾空間ࢆ以ୗࡼࡢう

 ࠋࡿࡍ利用

 

 ࢢニン࣮ࢰ◎
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◎港湾の将来像 

整備目標－㸯 

ž災害に強いみƳとをめƟしǇすſ 

大規模災害発生時ࡢ救援活動や復旧活動࠾い࡚海ୖ輸送ࡿࡼ機能ࢆ十ศ発揮ࡿࡍ

 ࠋࡍࡲࡾᅗࢆ強化ࡢ大規模地震対策ࡵࡓ

整備目標－㸰 

ž安心・安全ƳみƳとをめƟしǇすſ 

安全࣭安心࡞ࡳ空間ࢆ利用࡚ࡋいࠊࡵࡓࡃࡔࡓ老朽化ࡓࡋ施設ࡢ安全性ࡢ向ୖࢆ

ᅗࠋࡍࡲࡾ 

整備目標－㸱 

ž地域の活性化の核とƳるみƳとをめƟしǇす。ſ 

人物ࡢ交流ࡾࡼࢆ一層ಁ進ࡋ市街地ࡢ活性ࢆᅗࠊࡵࡓࡿ沖新田地༊ࡢ港湾機能ࡢ強化

 ࠋࡍࡲࡾᅗࢆ

 

◎港湾計⏬図 
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Ტ9Უ八幡浜市健康づくǓ計ဒᲢ成 28 ࠰ 3 月 八幡浜市Უ 

 

◎基本方針 

㸦㸯㸧市民主体の健康࡙くࡾ 

市民ࡀ主役ࡢ計⏬࡛ࠋࡍ市民一人ࡀࡾࡦ健康ࡢ大ษࡉや㔜要性ࢆ理解ࠊࡋ自発

的取ࡾ組ࡴ健康࡙ࢆࡾࡃ進ࠋࡍࡲࡵ 

㸦２㸧健康࡙くࡾ支援のための環境࡙くࡾ 

市民一人ࡢࡾࡦ健康࡙ࢆࡾࡃ支援࡚ࡋいࠊࡵࡓࡃ行政機関ࠊ་療機関ࠊ地域ࠊ

学校ࠊ民間業者ࣛ࣎ࠊンテ団体ࡢ࡞様々࡞関ಀ者ࡀ連携࣭協力ࠊࡋ健康࡙

 ࠋࡍࡲࡵ進総合的ࢆࡾࡃ環境࡙ࡿࡁ実践࡛気軽ࡀࡾࡃ

㸦㸱㸧地域性を活した健康࡙くࡾ 

地域合ࡓࡗ既存ࡢ社会資源やࢿットワ࣮ࢆࢡ利用ࠊ࡞ࡿࡍ地域性ࢆ活ࡓࡋ

健康࡙ࢆࡾࡃ進ࠋࡍࡲࡵ 

㸦㸲㸧ࠕ元気ࠖを増やす健康࡙くࡾ 

健康࡙ࡣࡾࡃ疾病対策ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ心や体ࡢ元気࡙ࠊࡾࡃ生ࡀࡁい࡙ࡾࡃやఫࡳ

ࡃ健康࡙ࡍ増やࢆ元気ࡽࡾࡃ健康࡙ࡍࡽ減ࢆ病気ࠕࠋࡍ㔜要࡛ࡀࡾࡃい地域࡙ࡼ

 ࠋࡍࡲࡵ進ࢆࡾࡃ健康࡙ࡢࡾࡦ市民一人ࠊࡶࡢいう考え方ࠖࡾ
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◎計⏬の期間 

ᖹ成 「】 ᖺ度～」1 ᖺ度㸦「015～「019 ᖺ㸧ࡢ࡛ࡲ 5 ᖺ間ࠊࡋ必要応࡚ࡌ見直ࢆࡋ行うࠋ 

 

◎市民ࡀ目指す暮ࡽしと取ࡾ組ࡳ目標 
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Ტ1画Უ八幡浜市総合交通体系調査Ტ成 21 ࠰ 3 月 八幡浜市Უ 

 

◎道路網整備の基本方針 

道路網整備ࡢ基本方針ࠊࡣ道路ࡢ機能ࠊ道路幅員ࡽ以ୗࡼࡢう整理࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭道路機能ࢆ明確ࠊࡋ自動車交通ࡢ整序化ࢆᅗࠋࡿ 

࣭市街地地域高規格道路ࢡࡢセࢆࢫ確保ࠋࡿࡍ 

࣭市ෆ各地域ࡢ連絡性ࡢ強化ࠊࡶࡍࡊࡵࢆ将来土地利用適ࡓࡋ市ෆ幹線道路網ࡢ

形成ࢆᅗࠋࡿ 

࣭中心市街地ࡢ外周相当ࡿࡍ環状道路網ࢆ形成ࠊࡋ通過交通域ෆ交通ࡢศ離等ࡿࡼ

滑࡞自動車交通流ࡢ確保ࢆᅗࠋࡿ 

࣭都市࣮࢜ࡢプンࡢ࡚ࡋࢫ࣮࣌ࢫ役割ࢆ担う幹線道路ࡢ修景ࠊ緑化ࢆ進ࠊࡵ道路景観及ࡧ

都市メニテࡢ向ୖࢆᅗࠊࡶࡿ歩行者ࡢ安全性ࠊ快適性ࡢ確保ࢆᅗࠋࡿ 

࣭中心市街地ෆࡢ幹線道路ࢆ補助ࡿࡍ道路࠾い࡚ࠊࡣ歩車共存ࠊ歩行者優ඛࡢ考え方ࢆ基

本ࠋࡿࡍ 

 

以ୖࡢ基本方針基࡙い࡚ࠊ市域ࡢ骨格ࢆ構成ࡿࡍ道路࡚ࡋ次ࡢ路線ࢆ設定ࠋࡿࡍ 

◆ 自動車専用道路 ･･･地域高規格道路ࠕ大洲࣭ඵ幡浜自動車道ࠖ 

◆ 幹線道路    ･･･国道 19】 号ࠊ国道 」】8 号ࠊ医主)ඵ幡浜宇和線ࠊ医主)ඵ幡浜港線ࠊ白浜大ᖹ線 

◆ 補助幹線道路  ･･･医一)ඵ幡浜保ෆ線ࠊ産業通白浜線 

 道路  ･･･広瀬沖新田線ࡢࡢࡑ ◆

㸦༊⏬道路等㸧 

 

࠙道路網配置計⏬ࠚ 
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㸯-２ 都市再生整備計⏬に位置付け࡚ࢀࡽいࡿ各種事業 

ᖹ成 「6 ᖺ度作成ࡓࢀࡉඵ幡浜市ࡢ都市再生整備計⏬挙࡚ࢀࡽࡆいࡿ業ࢆ以ୗ示ࠋࡍ 

 

Ტ1Უ八幡浜中心地区 

 

࠙八幡浜中心地区 事業位置ࠚ 

面積：105ha 

区域：浜一目、字沖新田の全部と八幡浜、大ᖹ、向灘、ᯇ柏、江戸岡の一部 

 

 

図 㸯-1 八幡浜中心地区 事業位置図 
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ձ教育文化施設࠙中心拠点誘導施設ࠚ 

࠙種別ࠚ中心拠点誘導施設 

࠙施設名ࠚ教育文化施設 ࠙位置ࠚ八幡浜㸦62 番地 1㸧 

࠙整備方針ࠚ 

 既存商業地区に位置すࡿ老朽化した市民会館敷地を活用し、市街地再生整備拠点とࡿ࡞新た

マࢻ高い旧図書館を移築࣭保存し中心部のランࡀ建造物とし࡚の価値ࠋࡿ交流拠点を配置す࡞

࣮クとすࡿととࡶに、新設郷土博物館と一体整備を図ࡾ、教育文化施設拠点とすࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ地区面積 34《4 ㎡、床面積 8《《 ㎡㸦博物館相当施設の新築㸧 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

 

現況概略図 配置計⏬概略図医イメ࣮ࢪ) 

※ᯇ村正恒氏の設計࡛ࠕ国指定重要文化財 日土小学校ࠖ
に連ࡿ࡞貴重࡞建造物 

※博物館相当施設の一ࡘの展示物とし࡚旧図書館を活用 

博物館相当施設展示物㸦イメ࣮ࢪ㸧

博物館相当施設外観㸦イメ࣮ࢪ㸧 

教育文化施設 
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ղ広場㸦八幡浜駅前広場㸧整備࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ広場㸦八幡浜駅前広場㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜㸦江戸岡一目㸧 

࠙整備方針ࠚ地区面積 34《《 ㎡ 

 本市の玄関口࡛あࡿＪＲ八幡浜駅の利便性、快適性の向ୖを図ࡾ、来訪者へのࠕお࡞࡚ࡶしࠖ

を演出し、都市の魅力を高めࠋࡿ 

࠙位置図ࠚA=34《《 ㎡ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

八幡浜駅前広場 
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ճ中心市街地活性化事業㸦展覧会開催㸧࠙効果促進事業ࠚ 

࠙種別 <地域創造支援事業 ࠙⇔基幹事業：教育文化施設建設事業 <中心拠点誘導施設ࠚ  ࠚ

࠙施設名 八幡浜㸦62ࠚ中心市街地活性化事業㸦展覧会開催㸧 ࠙位置ࠚ 番地 1㸧 

࠙整備方針ࠚ 

 教育文化施設࡛の展覧会等イベントにࡾࡼ、交流人口ᣑ大を図ࠋࡿ本市にࡣ博物館相当施設

ඛ人の偉業を、ࡾ既存施設の集約化を図ࡿ展示物を保管し࡚いࡿ常時展示す、ࡀい࡞存在しࡣ

常時展示すࡿこと࡛、交流人口の増加、相乗効果にࡾࡼ隣接すࡿ図書館の利用者の増加ࡀ期待

 ࠋࡿࢀࡽ図ࡀっと࣭浜温浴施設との連携࣭ネットワ࣮ク化࡞ࡳ既存商業地区࣭八幡浜、ࡁ࡛

࠙位置図ࠚ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 国指定重要文化財梅之堂୕尊仏の常時展示及び八幡浜のඛ人㸦宮忠八翁、ᯇ村正恒、横⥘

前田山、大関朝汐等㸧の偉業を常時展示すࡿことにࡾࡼ、市内外ࡽ多くの見学者を期待し࡚

いࠋࡿ重文日土小学校の見学会を年 3 回開催し࡚いࡀࡿ、年間約 1《《《 名の見学者ࡀあࡾ、内半

数ࡀ県外ࡽの見学者࡛あࠋࡿ重文梅之堂୕尊仏ࡣ年間 1《 回のබ開日を設定し、1《《 名程度の

見学者ࡀあࠋࡿ 

教育文化施設 

博物館相当施設展示物医イメ࣮ࢪ) 
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մ教育文化施設㸦旧図書館㸧現況調査࠙効果促進事業ࠚ 

࠙種別ࠚまち࡙くࡾ活動推進事業࠙⇔基幹事業：教育文化施設建設事業 <中心拠点誘導

施設>ࠚ 

࠙施設名ࠚ教育文化施設㸦旧図書館㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜㸦62 番地 1㸧 

࠙整備方針ࠚ 建造物とし࡚の価値ࡀ高い旧図書館を移築࣭保存し中心部のランࢻマ࣮クとす

い࡚調査をࡘために、現施設及び周辺の現況にࡿに、新設郷土博物館と一体整備を図ࡶととࡿ

行うࡶの࡛あࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙事業予定地周辺ࠚ 

 

教育文化施設 

ᯇ村正恒氏の設計 国指定重ࠕ࡛

要文化財ࠕ日土小学校ࠖに連࡞

 建造物࡞貴重ࡿ

博物館相当施設の

一ࡘの展示物とし

࡚旧図書館を活用 

旧図書館 

 と交流館࡞ࡳ
 っとࠖ࡞ࡳࠕ

八幡浜駅 

市民㺛ﾎﾟｰﾂ㺜ﾝﾀｰ 

温浴施設予定地 

教育文化施設 
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յカラ࣮舗装࣭照明施設等࠙高質空間形成施設ࠚ 

࠙種別ࠚ高質空間形成施設 

࠙施設名ࠚカラ࣮舗装࣭照明施設等 

㸦ウォ࣮キンࢢコ࣮ス整備事業㸧 

࠙位置ࠚ市道矢㔝町沖新田線࣭市道千築港㸯

号線࣭市道八幡浜千線 

࠙整備方針ࠚ 

 中心拠点区域にウォ࣮キンࢢコ࣮スを設定し、コ࣮ス整備等を行い、健康࡙くࡾ支援のため

の環境࡙くࡾを進めࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

●市道矢㔝町沖新田線 

࣭整備延長約 7《《m 

࣭歩道カラ࣮舗装 

࣭照明施設設置 1《 基 

●市道千築港㸯号線 

࣭ウォ࣮キンࢢコ࣮ス延長約 55《m 

࣭歩道カラ࣮舗装 

࣭照明施設設置 11 基 

●市道八幡浜千線 

延長約ࢫ࣮ࢥࢢキン࣮࢛࣭࢘ 650m 

࣭歩道࣮ࣛ࢝舗装 

࣭照明施設設置 1」 基 

照明施設の少࡞い区間 

街路灯医イメ࣮ࢪ) 

カラ࣮舗装医イメ࣮ࢪ) 

市道千築港㸯号線 市道八幡浜千線 

市道矢㔝町沖新田線 
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ն情報板設置࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ情報板㸦自転車施策整備事業㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜市中心部周辺 

࠙整備方針ࠚ 

 県ࡀ推進すࠕࡿ愛媛マルࢦト自転車道ࠖに協調した自転車道整備、情報案内板に加え࡚、ウ

ォ࣮キンࢢコ࣮スや駅前広場におけࡿ情報案内板等の整備にࡾࡼ、市内回遊環境の強化を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

ウォ䞊キング䝁䞊ス

折り返し地点

ウォ䞊キング䝁䞊ス

スタ䞊ト䞉䝂䞊ル地点

情報案内板等設置予定箇所
●自転車施策整備事業情報案内板：㸱基 

 

｢愛媛ࢦ࣐ࣝト自転車 
道ࠖ協調ࠊࡋ 
回㐟性ࡍಁࢆ案ෆ表示 

情報案内板医イメ࣮ࢪ) 

●ウォ࣮キンࢢコ࣮ス整備事業 情報案内板：㸲基 

目的地ࡢ࡛ࡲ距離表示ࠊ消費࣮ࣜࣟ࢝等ࡢ案ෆ表示 
 

 

情報案内板࣭案内表示医イメ࣮ࢪ) 

●八幡浜駅前広場整備事業 

情報案内板：㸯基 

 来訪者ࡢ利便性ࠊ回㐟性ࡍಁࢆ 
 案ෆ表示 

情報案内板医イメ࣮ࢪ) 

市道千築港㸯号線 
市道八幡浜千線 

市道矢㔝町沖新田線 

八幡浜駅 
駅前広場 
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շ商業施設㸦浜温浴施設㸧࠙中心拠点誘導施設ࠚ 

࠙種別ࠚ中心拠点誘導施設 

    ࠙⇔基幹事業：緑化施設等㸦ウォ࣮キンࢢコ࣮ス整備事業㸧<高質空間形成施設>  ࠚ

࠙施設名ࠚ商業施設㸦浜温浴施設㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜㸦浜㸯目㸧 

࠙整備方針ࠚ 

 市民の健康増進、市内外ࡽの交流人口増加に向け࡚、民間活力を利用した浜温浴施設を

整備すࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙事業予定地周辺ࠚ 

 

浜温浴施設 

 と交流館࡞ࡳ
 っとࠖ࡞ࡳࠕ

八幡浜駅 

市民㺛ﾎﾟｰﾂ㺜ﾝﾀｰ 

教育文化施設位置 

㸦温泉掘削を検討し࡚いࡿ候補地㸧 

八幡浜 I（ 

浜温浴施設 

※年間入込計数：12 万人 

ձ八幡浜市㸦半ᚄ 5㎞圏内： 7 万 2千人／年 

ղ保内町࣭伊方࣭大洲㸦半ᚄ 1《 ㎞圏内㸧： 

4 万 8千人／年 

㸦温浴施設࣭事業投資シ࣑ュ࣮ࣞションࡾࡼ㸧 
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ո市民スポ࣮ࢶセンタ࣮機能向ୖ事業࠙効果促進事業ࠚ 

࠙種別ࠚ地域創造支援事業 

    ࠙⇔基幹事業：緑化施設等㸦ウォ࣮キンࢢコ࣮ス整備事業㸧<高質空間形成施設>  ࠚ

࠙施設名ࠚ市民スポ࣮ࢶセンタ࣮ ࠙位置ࠚ八幡浜㸦浜㸯目㸧 

࠙整備方針ࠚ 

 市民スポ࣮ࢶセンタ࣮の機能向ୖにࡾࡼ、温浴施設と一体と࡞った交流人口ᣑ大を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙事業予定地周辺ࠚ 

 

市民スポ࣮ࢶセンタ࣮ 

 と交流館࡞ࡳ
 っとࠖ࡞ࡳࠕ

八幡浜駅 

教育文化施設位置 

八幡浜 I（ 

温浴施設予定地 

市民スポ࣮ࢶセンタ࣮ 

市民ࣞベル࡛利用࡛ࡔࡿࡁけ࡛

ࢶく、全日本級ࣞベルのスポ࣮࡞

観賞ࡿࡁ࡛ࡶ本格的࡞設備を持

った施設 
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չ健康都市関連事業㸦マップ作成、講演会開催㸧࠙効果促進事業ࠚ 

࠙種別ࠚまち࡙くࡾ活動推進事業 

࠙⇔基幹事業：広場医八幡浜駅前広場)整備࣭情報板医自転車施策事業) <地域生活基盤施設>  ࠚ

࠙施設名ࠚ健康都市関連事業 

    㸦マップ作成、講演会開催㸧 

࠙位置ࠚ 

࠙整備方針ࠚ 

 中心拠点区域におけࡿウォ࣮キンࢢコ࣮スの設定、コ࣮ス整備等に併せ࡚、コ࣮スマップの

作成、講演会活動࡞を展開し、健康࡙くࡾ支援のための環境࡙くࡾを進めࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

ウォ࣮キンࢢマップ医イメ࣮ࢪ) 

 (医住26࣒っとࠖ開催フォ࣮ラ࡞ࡳࠕ

 (うす医住25ࡼ教室のࢢ歩こう！ウォ࣮キン࡛࡞ࢇࡳ

市道千築港㸯号線 
市道八幡浜千線 

市道矢㔝町沖新田線 



 26

պ八幡浜防災倉庫整備࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ八幡浜防災倉庫整備 ࠙位置ࠚ八幡浜市ᯇ柏 

࠙整備方針ࠚ 

 防災拠点࡛あࡿ八幡浜消防本部に隣接すࡿ建設会館を活用し、防災倉庫を整備すࡿことにࡼ

 ࠋࡿ防災機能を高め、ࡾ

࠙位置図ࠚ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

 

八幡浜防災倉庫 
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Ტ2Უ保内地区 

 

 

 

図 㸯-2 保内地区 事業位置図 
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ձセンタ࣮施設࠙高次都市施設ࠚ 

࠙種別ࠚ高次都市施設 

࠙施設名ࠚセンタ࣮施設㸦保内交流拠点施設㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜市保内町川之石 

࠙整備方針ࠚ 

 観光࣭文化拠点に、まちの賑わい࣭地域の活性化の中心とࡿ࡞交流拠点施設を整備すࡿこと

にࡾࡼ、市内外ࡽの来訪者数の増大を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ木造２階建࡚㸦A=674 ㎡㸧、木造㸯階建࡚㸦A=81 ㎡㸧 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

 

 

保内交流拠点施設 

交流拠点施設 Ძ階面図Ტ予定Უ 

交流拠点施設 Წ階面図Ტ予定Უ 喫茶・トイレ棟 面図Ტ予定Უ 
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ղ駐車場整備࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ駐車場 ࠙位置ࠚ八幡浜市保内町宮内 

࠙整備方針ࠚ 

 中心拠点誘導施設࡛あࡿ複合福祉施設、交流拠点࡛あࡿ文化会館の隣接地に駐車場を整備す

 ࠋࡿ観光࣭文化拠点への回遊を促し、まちの賑わい࣭地域の活性化を図、ࡾࡼことにࡿ

࠙位置図ࠚA=2,17《 ㎡ ３=71 台 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

駐車場整備事業 

Ǣǹフǡルト舗装 

横断防ഥフェンǹ 
ᲢイメヸǸᲣ 

目隠し遮音フェンǹ 
ᲢイメヸǸᲣ 
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ճ広場࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ広場 ࠙位置ࠚ八幡浜市保内町川之石 

࠙整備方針ࠚ 

 観光文化拠点の中心とࡿ࡞交流拠点施設の隣接地に広場を整備すࡿことにࡾࡼ、回遊環境の

強化、お࡞࡚ࡶしの演出を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚA=58《 ㎡ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

広場整備事業 

 

 広場整備イメヸǸ 
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մ情報板設置࠙地域生活基盤施設ࠚ 

࠙種別ࠚ地域生活基盤施設 

࠙施設名ࠚ情報板 ࠙位置ࠚ八幡浜市保内町宮内及び川之石 

࠙整備方針ࠚ 

 地区内に新た࡞情報案内板を設置すࡿことにࡾࡼ、行政࣭文化࣭観光拠点間の回遊を促し、

まちの賑わい࣭地域の活性化を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ合計８基設置㸦行政࣭文化拠点：㸱基、観光࣭文化拠点：㸳基㸧 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

情報板設置事業 

情報案内板設置イメヸǸ 
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յ児童福祉施設㸦児童センタ࣮㸧࠙中心拠点誘導施設ࠚ 

࠙種別ࠚ中心拠点誘導施設 

࠙施設名ࠚ児童福祉施設㸦児童センタ࣮㸧 ࠙位置ࠚ八幡浜市保内町宮内 

࠙整備方針ࠚ 

 行政࣭文化拠点に、統合した複合福祉施設を整備すࡿことにࡾࡼ、子育࡚機能の強化ととࡶ

にコンパクトシテの推進を図ࠋࡿ 

࠙位置図ࠚ地区面積 3,225 ㎡ 床面積 45《 ㎡ 

 

࠙整備イメ࣮ࠚࢪ 

 

 

児童センタ࣮ 

児童センタヸᲢ複合福祉施設Უ配置図Ტ予定Უ 
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２．現状及び将来見通しにおけࡿ都市構造ୖの課題の分析 
 

２-㸯 各種基礎的デ࣮タの収集と都市の現状把握 

 

Ტ1Უ人口・世帯数 

 

ձ㹂㹇㹂人口࣭区域の推移 

1960 ᖺࡢＤＩＤ㸦人口集中地༊㸧最新ࡢ 「010 ᖺࡢＤＩＤࢆ比較ࠊࡿࡍ人口ࡣ約 6 割減

約ࡣ面積ࠊࡀࡓࡗ 1.」 倍拡大࡚ࡋいࠋࡿ総人口ࡶ同時期約 6 割減࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-1 人口集中地区の区域図㸦196《 年、2《1《 年㸧 

 

1960 ᖺ ）I） 

「010 ᖺ ）I） 

用途地域 

都市計⏬༊域 

 

資料：国土数値情報 
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人口集中地༊ࡿࡅ࠾人口密度ࠊࡣ地༊指定ࡢ目安ࡿ࡞ 40 人／しa  ࠋࡿ近࡙い࡚い

 

 

 

図 ２-2 総人口おࡼび人口集中地区の人口࣭人口密度の推移 

 

 

 

 

ղ世帯数の推移 

 世帯数ࡣ近ᖺ微減傾向ࠊࢁࡇࡢ༢独世帯ࡣ微増࡛あࠋࡿᖺ齢別ࠊࡿࡳ高齢༢身世帯や

高齢夫婦世帯ࡢ割合ࡀ増加࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 
 

図 ２-3 世帯の家族類型別一般世帯数の推移 

推計値 

 人口ࡀ減少し࡚いࡿにࡶわࡎࡽ、人口集中地区ࡣᣑ大し࡚いࠋࡿᣑ大した市街地࡛後さ

 ࠋࡿあࡀࢀと、一層ప密度化を招く恐ࡿ減少すࡀに人口ࡽ

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 

㸦世帯数㸧 
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図 ２-4 世帯の家族類型別構成の推移 
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図 ２-5 高齢者㸦65 歳以ୖ㸧の࡛ࡳ構成さࡿࢀ単独世帯及び夫婦のࡳ世帯の割合 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 

 高齢者のࡳの単独世帯おࡼび夫婦のࡳの世帯の割合ࡀ増加し࡚いࠋࡿ高齢者の孤立化や、老老

介護のためケアࡀ不十分࡞世帯ࡀ増加すࡿ事態ࡀ懸念さࠋࡿࢀ 
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ճ地区別人口࣭高齢化の動向 

「000 ᖺࡽ 「010 ᖺࠊ࡚ࡅ中心市街地࠾い࡚人口減少高齢化ࡀ顕著࡛あࡿ一方ࠊ市街

地外縁部࡛人口ࡀ微増ࡍࡲࡍࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋప密度化ࡿࡍ傾向あࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-6 メッシュ人口増減の推計㸦2《《《 年～2《1《 年㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-7 メッシュ高齢者人口増減の推計㸦2《《《 年～2《1《 年㸧 

 

  人口集中地区 

㸦2010 年㸧 

 
 

300 人以ୖ減少 

200 人以ୖ減少 

100 人以ୖ減少 

100 人未満減少 

50 人未満増加 

50 人以ୖ増加 

100 人以ୖ増加 

200 人以ୖ増加 

資料：国勢調査及

び国土数値情報 

 中心市街地の人口減少にࡾࡼ、་療࣭商業等の生活サ࣮ビスの市場性ࡀప下したと思わࠋࡿࢀ

高齢者の郊外居住にࡾࡼ、将来自動車を運転࡛࡞ࡁく࡞ったとࡁの生活の困難ࡀ予想さࠋࡿࢀ 
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մ産業別人口の推移 

 

産業別就業人口ࡣᖺ々減少࡚ࡋいࠋࡿ昭和 60 ᖺࡽᖹ成 「「 ᖺࡢ࡛ࡲ 「5 ᖺ間ࠊ全体࡛ࡣ約

「9％減少ࠊࡾ࠾࡚ࡋ特第次産業ࡢ減少割合ࡣ約 業所ࡶ業所統計࡛ࠋいࡁ大ࡶ最％」4

数࣭従業者数ࡶᖺ々減少࡚ࡋいࠋࡿ 
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図 ２-8 産業大分類別就業者数の推移 
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図 ２-9 事業所数࣭従業者数の推移 

 

人口㸦人㸧 

資料：国勢調査 


業
所
数 

従
業
者
数 

資料：事業所࣭企業統計調査、経済センサス 

 製造業を中心とした事業所の減少に伴い、就業人口ࡀ減少したことにࡾࡼ、消費活動のప下を

招ࡁ、地域経済や地域活力ࡀ衰退すࡿことࡀ懸念さࠋࡿࢀ 
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男女別産業人口ࡢ特化傾向ࠊࡿࡳࢆ全国ᕷ⏫村比べ࡚ࠊඵ幡浜ᕷࡣ農業࣭林業ࠊ漁業ࠊ

電気ガࢫ熱供給水道業ࠊ複合サ࣮ࢫࣅ業㸦郵便局࣭農協等㸧特化࡚ࡋいࡿいえࠋࡿ 
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図 ２-1《 男女別産業人口の傾向㸦ᖹ成 22 年㸧 
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資料：国勢調査 

特化係数ࡀ㸯以ୖࡢ産業ࡣ 

全国比べ࡚特化傾向あࡿ 

特化係数 

＝あࡿ産業対ࡿࡍ本ᕷ㸭全国ࡢ就業者ࡢ比率 

 全国市町村と比べ࡚電気ガス熱供給水道業、複合サ࣮ビス事業といった人口集積に密接に関係

すࡿと思わࡿࢀ産業に特化し࡚いࡿ傾向ࡀ伺わࢀ、人口減少に伴う地域経済への影響ࡀ大ࡁく࡞

 ࠋࡿࢀ懸念さࡀことࡿ
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Ტ2Უ土地利用 

ձ土地利用の現況 

都ᕷ計⏬༊域ෆࡢ土地利用ࡣ大半ࡀ山林ࢇࡳࡣࡓࡲ畑࡛あࠊࡾᾏ山挟ࡓࢀࡲᖹ地都

ᕷ的土地利用ࡀ集中࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-11 土地利用の現況 

 

 

資料：都市計⏬基礎調査 

 海と山に挟まࢀたᖹ地࡛、港を基盤とした商業都市とし࡚コンパクトシテを実現し࡚ࡁた

 ࠋたࡁっ࡚࡞制約と࡞ࡁ大ࡀ厳しい地形、ࢁのとこࡎࡣࡿ発展すࡀに都市ࡶ自動車の普及とと、ࡀ
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ղ土地利用の動向 

昭和 51 ᖺࡽᖹ成 「1 ᖺࠊ࡚ࡅ建物用地ࡀ拡大࡚ࡋいࢇࡳࠋࡿ畑ࡢࡑ他ࡢ農用地࠾ࡣ

ࡢࡇࠊࡀࡔ健在ࡡࡴ࠾ 」0 ᖺ余࡛ࡾ水田࡛代表さࡿࢀ土地利用࣓ࡢッࢇࡣࣗࢩ失わࠋࡓࢀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-12 土地利用の動向 

 

 

  人口集中地区 

㸦2010 年㸧 

 

1976㸦S51㸧年の土地利用 

2《《9㸦住21㸧年の土地利用 

資料：国土数値情報 
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都ᕷ計⏬༊域ࡢ約 約ࡣ都ᕷ的土地利用ࠊࡾ畑࡛あࡣࡓࡲ山林ࡀ86％ 用途地ࠋい࡞ࡂ過11％

域ෆ࡛ࡣ都ᕷ的土地利用ࡣ約 約ࠊ85％࡛  ࠋࡿఫ宅用地࡛あࡀ8％「

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 ２-13 ᖹ成 26 年度の土地利用の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計⏬基礎調査 

࣭自然的土地利用 

࣭都ᕷ的土地利用 

 海と山に挟まࢀたᖹ地の都市化ࡀ限界ま࡛進ࡳ、農業政策の影響ࡶ受け࡚水田ࡀほとࢇ失わ

ࡀ高齢化に伴い斜面地農業の困難性、ࡀࡿ卓越し࡚いࡀ畑ࢇࡳ斜面地を中心に、名産のࠋたࢀ

危惧さ࡚ࢀいࠋࡿ 
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ճ開発許可の状況 

開発許ྍࢆ受ࡓࡅ開発行Ⅽࠊࡣᖹ成㸲ᖺ～㸰㸲ᖺࡢ㸰㸮ᖺ間ఫ宅用地㸴件ࠊ商業用地㸲件

࡛あࠊࢀࡒࢀࡑࠋࡿ約半数ࡀ用途地域ෆࠊ残ࡿ半数ࡀ用途地域外ࡢ開発࡛あࠋࡿ 

 

表 ２-1 開発許可にࡿࡼ開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹟：調査実施時Ⅼ࡛完了࡚ࡋいࡢࡶࡿ 

㹠：現在施行中ࠊࡢࡶࡢ又ࡣ開発審査会ࡿࡼ開発許ྍࢆ受ࡢࡶࡓࡅ 

資料：都市計⏬基礎調査 

 

 

 
図 ２-14 開発許可の状況 

資料：都市計⏬基礎調査 

 

 

 

 近年の人口減少傾向にࡶわ࡞、ࡎࡽお一定の郊外開発圧力ࡀ見受けࠋࡿࢀࡽ 

 都市的土地利用のᣑ大ࡣ、供給処理施設࡞新た࡞බ共投資ࡀ必要とࡿ࡞うえ、維持管理コス

トの増大ࡀ懸念さࠋࡿࢀ 

■開発許ྍ䛻よ䜛開発

位置 業面積䠄㎡䠅 業期間 主䛺用途 進捗状況※䠐 備考※䠑

用途地域ෆ外䚸都市計⏬༊域外
㻝 㻠㻘㻟㻤㻜㻚㻞㻡 ᖹ成㻞㻠ᖺ㻥月㻝㻜日 ～ ᖹ成㻞㻠ᖺ㻝㻝月㻞㻣日 商業用地 a 用途地域ෆ

参考 㻟㻘㻣㻝㻥㻚㻣㻟 ᖹ成㻝㻡ᖺ㻣月㻥日 ～ ᖹ成㻝㻢ᖺ㻣月㻥日 住宅用地 a 用途地域外
〃 㻤㻘㻢㻥㻝㻚㻥㻟 ᖹ成㻝㻠ᖺ㻟月㻝㻥日 ～ ᖹ成㻝㻢ᖺ㻠月㻞㻝日 住宅用地 a 用途地域ෆ
〃 㻠㻘㻞㻤㻢㻚㻟㻢 ᖹ成㻝㻞ᖺ㻥月㻞㻢日 ～ ᖹ成㻝㻞ᖺ㻝㻝月㻣日 住宅用地 a 用途地域ෆ
〃 㻡㻘㻠㻣㻜㻚㻜㻣 ᖹ成㻝㻞ᖺ㻥月㻞㻜日 ～ ᖹ成㻝㻞ᖺ㻝㻜月㻝㻝日 住宅用地 a 用途地域外
〃 㻞㻝㻘㻣㻤㻡㻚㻤㻜 ᖹ成㻝㻝ᖺ㻣月㻝㻟日 ～ ᖹ成㻝㻡ᖺ㻝㻜月㻞㻝日 住宅用地 a 用途地域ෆ
〃 㻝㻜㻘㻜㻢㻥㻚㻝㻡 ᖹ成㻤ᖺ㻤月㻝㻥日 ～ ᖹ成㻝㻜ᖺ㻞月㻞㻟日 住宅用地 a 用途地域外
〃 㻡㻘㻝㻞㻡㻚㻜㻜 ᖹ成㻣ᖺ㻥月㻣日 ～ ᖹ成㻤ᖺ㻠月㻝㻢日 商業用地 a 用途地域ෆ
〃 㻡㻘㻣㻞㻠㻚㻞㻞 ᖹ成㻠ᖺ㻝㻞月㻠日 ～ ᖹ成㻡ᖺ㻟月㻤日 商業用地 a 用途地域ෆ
〃 㻤㻘㻥㻝㻣㻚㻥㻥 ᖹ成㻠ᖺ㻢月㻞㻞日 ～ ᖹ成㻢ᖺ㻝㻞月㻝㻥日 商業用地 a 用途地域外

開発許ྍࡿࡼ開発㸦ᖹ成 24 ᖺ度ࠊ商業用地㸧 
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մ未利用地の状況 

都ᕷෆࡿࡅ࠾未利用地ࡢ状況ࠊࡣ࡚ࡋ用途地域ෆあࢇࡳࠊࡶ࡚ࡗ畑や山林ࡀ一定程

度分ᕸ࡚ࡋいࡀࡇࡿ挙ࠋࡿࢀࡽࡆ 

 

0
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200,000

300,000

400,000
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資料：都市計⏬基礎調査 

図 ２-15 農地࣭ప未利用地別面積 

 

資料：都市計⏬基礎調査 

図 ２-16 用途地域内の未利用地の現況 

 

㸦㎡㸧 

 用途地域内࡛ࢇࡳࡶ畑ࡀ広く分ᕸし࡚いࠋࡿ地域経済を支え࡚ࡁたࡘࡁࢇ農業の停滞ࡀ指

摘さ࡚ࢀいࡀࡿ、TPP 合意を踏まえࡿと後の新た࡞展開ࡶ期待࡛ࡿࡁ環境ࡀ生ま࡚ࢀいࠋࡿ 
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յ空ࡁ家の状況 

ඵ幡浜ᕷࡿࡅ࠾世帯数ࡢ増減ࢆ見ࠊࡿ中心ᕷ街地࠾い࡚世帯ࡢ減少ࡀ目立࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-17 世帯数増減状況㸦2《《《 年～2《1《 年㸧 

 

 

 

  人口集中地区 

㸦2010 年㸧 

 
 

50 世帯以ୖ減少 

10 世帯以ୖ減少 

5 世帯以ୖ減少 

5 世帯未満減少 

5 世帯未満増加 

5 世帯以ୖ増加 

10 世帯以ୖ増加 

50 世帯以ୖ増加 

資料：国勢調査及

び国土数値情報 

 空ࡁ家の増加ࡣ、人口減少に伴う地域コ࣑ュニテの衰退とࡶ相まっ࡚、防災ୖ、防犯ୖの危

険性ࡀ高まࡿことࡀ懸念さࠋࡿࢀ 
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Ტ3Უ都市交通 

ձබ共交通の動向 

ඵ幡浜ᕷࡢ主࡞බ共交通ࠊࡣ鉄道路線バࡀࢫあࠋࡿ鉄道ࡣ㹈Ｒ四国ࡢ予讃本線ࡀ通࠾࡚ࡗ

ࡢ次ࡣ運行本数ࡾࡓ㸯日あࡢ㹈Ｒඵ幡浜駅ࠊࡾ࠾࡚ࢀ設置さࡀ㸰駅ඵ幡浜駅ᕷෆࠊࡾ

 ࠋࡿあ࡛ࡾ࠾

  特急㸦ୗࡾ㸧17 本  㸦ୖࡾ㸧16 本 

  普通㸦ୗࡾ㸧松山方 到着 16 本 宇和島方 出発 11 本 

    㸦ୖࡾ㸧松山方 出発 16 本 宇和島方 到着 11 本 

 路線バࠊࡣࢫ㸱業者㸵路線㸦伊予鉄道バࢫ㸯路線ࠊ伊予鉄༡予バࢫ㸱路線ࠊ宇和島バࢫ㸱

路線㸧ࡀ運行࡚ࡋいࠋࡿ 

ඵ幡浜港ࡽ四国九ᕞ間ࡢ航路ࠊࡀ船会社㸰社ࠊࡾࡼ別府航路㸴往復ࠊ臼杵航路 14 往復ࠊ

合計 「0 往復ࠊ毎日運航さ࡚ࢀいࡿ㸦臼杵航路ࡳࡢ土日各㸯便ࡀ休航㸧ࠋ 

結ぶࢆ対象地域ᕷ街地ࠊࡵࡓࡿࡍ確保ࢆ移動手段ࡢ高齢者等ࡿࡅ࠾交通不便地域ࠊࡓࡲ

予約制ࡿࡼ乗合ࡀ࣮ࢩࢡࢱඵ幡浜ᕷࡾࡼᖹ成 「5 ᖺ 11 月ࡽ運行࡚ࡋいࡿ㸦ࢲイ࣭ࣖ停留

所固定式ࠊ地域ࡾࡼ週㸰～㸱日各㸳便運行㸧ࠋ 

 ࠋࡿあࡀ࣮ࢩࢡࢱびࡼ࠾離島航路ࠊࡢࡑ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-18 බ共交通の運行ル࣮ト㸦鉄道࣭ࣂス࣭フ࣮࢙ࣜ㸧 

 

至 別府䞉臼杵 

JR 四国 

  用途地域 

 

乗合タクシ࣮ 

航路 

 民間の収益事業とし࡚のබ共交通ࡣ、人口減少に伴い成立しにくく࡞っ࡚いࠋࡿ市民の足を確

保すࡿ地域බ共交通ࡣ自治体ࡀ担うことࡀ期待さ࡚ࢀおࡾ、乗合タクシ࣮ࡣその実践といえࠋࡿ 
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ղ市民の交通行動の動向 

㹈Ｒ予讃線㸦ඵ幡浜駅㸧ࡢ乗降客数ࠊࡣᖹ成 17 ᖺ以降1ࠊ 日ࡢ利用客数ࡣ減少傾向あࠋࡿ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞い傾向ࡤ横ࡣ定期旅客数ࠊ減少ࡣ普通旅客数ࠊࡿࡳࢆ推移ࡢᖺ間旅客数ࠊࡓࡲ
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125,953 132,513 130,258 139,405 146,770 157,591 150,373 154,264 144,272
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図 ２-19 八幡浜駅 年間旅客乗車人数の推移 

 

 

 

 

 

資料：愛媛県統計書 

㸦人㸧 

㸦人㸧 

 定期旅客ࡀ横ࡤい࡛あࡿことࡽ、市域外にわたࡿ通勤通学の交通手段とし࡚鉄道の需要ࡣ堅

調とࡀࡿࢀࡽࡳ、普通旅客数ࡣ減少し࡚おࡾ、自⏤目的や業務目的࡛の移動ࡣ自動車に転換した

 ࠋࡿࢀわࡀうࡀことࡿし࡚いࡾ減少したࡀ需要自体ࡾ
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ճ航路の利用状況 

ඵ幡浜港ࡢ入港船舶数ࡣ近ᖺࡰࡣ横ࡤい࡛ࠊ乗降人員総数ࣇェ࣮ࣜ利用自動車ྎ数ࡣわ

 ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆ増加傾向ࡎ
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図 ２-2《 八幡浜港 航路の利用状況の推移 
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資料：愛媛県統計書 

ࢀ続的に運航さ⥅ࡀ定期航路ࡾࡼのの、大型化した船舶にࡶ減少したࡣ入港船舶数ࡾࡼ࡚ࡘ 

࡚いࡿことにࡾࡼ、利用すࡿ自動車台数ࡣ堅調に推移し࡚いࠋࡿ 
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Ტ4Უ経済活動 

ձ事業所の分ᕸ状況 

業所࣭企業統計調査ࡼ࠾び経済センサࡿࡼࢫᖹ成 1」 ᖺࡽ 「4 ᖺࡢ࡚ࡅ全産業ࡢ

業所数増減ࢆ図示࡚ࡋいࠋࡿ 

全体減少傾向あࡿࢀࡽࡳࡿ中࡛ࠊඵ幡浜中心部ࡿࡅ࠾減少ࡀ目立ࠊࡘᕝ之石地

༊や喜木地༊࡛ࡶ減少ࡿࢀࡽࡳࡀ一方ࠊ宮ෆ地༊࡛ࡢ増加ࡀ目立࡚ࡗいࠋࡿ 

 ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆ推移ࡢ指標ࡢ小売業࡞経ᖺ的ࡿࡼ商業統計ࡣࣇࣛࢢ

小売業所数ࡢ近ᖺࡢ落ࡕ込ࡿࢀࡽࡳࡀࡳ一方ࠊ売ࡾ場面積ࡣ維持ࠊࡾ࠾࡚ࡋ大規模店舗ࡢ

新規立地小規模小売店舗ࡢ閉店ࡢ流ࡀࢀうࡀわࠋࡿࢀ商品販売額ࡣୗ落傾向࡛あࠊࡾ床効

率ࡣపୗ࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-21 メッシュ事業所数増減医住13→住24) 
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10 未満減少 

10 未満増加 
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50 以ୖ増加 

100 以ୖ増加 

資料：経済センサス

及び国土数値情報 
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 中心市街地におけࡿ小売店舗の閉店と、大規模小売店舗への購買力の集中ࡀうࡀわࠋࡿࢀ売

 ࠋࡿప下し࡚いࡣ床効率、ࡾ下落し࡚おࡣいの中࡛商品販売㢠ࡤ横ࡣ場面積ࡾ
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ղ商業の推移及び施設の分ᕸ 

卸売業小売業ࢆ合わࡓࡏᖺ間商品販売額ࡶᖺ々減少࡚ࡋいࠋࡿ特ᖹ成 「」 ᖺ大ࡃࡁ落ࡕ

込ࢆࡳ見ࠊࡾ࠾࡚ࡏ東日本大震災ࡢ影響ࡀうࡀわࠋࡿࢀ 
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図 ２-22 年間商品販売㢠の推移 

 

 
図 ２-23 商業系施設の分ᕸ 
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資料：商業統計࣭経済センサス 

資料：都市計⏬基礎調査、i タウンࢪ࣮࣌ 

 卸売業࣭小売業とࡶに販売㢠ࡀ減少し࡚おࡾ、人口減少に伴う購買力のప下に加え࡚、事業所

の流出の影響ࡶうࡀわࠋࡿࢀ 
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ճ工業の推移及び施設の分ᕸ 

製造品出荷額等ࡶᖺ々減少࡚ࡋいࠋࡿᖹ成 「」 ᖺ大ࡃࡁ落ࡕ込ࢆࡳ見ࠊࡾ࠾࡚ࡏ東日本大震

災ࡢ影響ࡀうࡀわࠋࡿࢀ工業系土地利用ࠊࡣ大規模ࡣࡢࡶ࡞ඵ幡浜地༊࣭保ෆ地༊ࡶᾏ岸

沿いࢆ中心立地࡚ࡋいࡀࡇࡿ多いࠋ 
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図 ２-24 製造品出荷㢠等の推移 

 

図 ２-25 工業系施設の分ᕸ 

資料：工業統計 
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資料：都市計⏬基礎調査 

 事業所ࡣ年々大ࡁく減少したࡶのの製造品出荷㢠ࡣ持ち直しを見せ࡚おࡾ、生産性向ୖ努力の

成果とࡀࡿࢀࡽࡳ、近年ࡣ再び事業所数࣭出荷㢠とࡶ下落傾向にあࠋࡿ 
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մ施設の配置 

教育系施設ࡣ用途地域内均等立地し࡚いࠋࡿ小売ࡾ商業施設ࡣ幹線道路沿い分ᕸし࡚

いࠋࡿ 

 

図 ２-26 教育系施設の分ᕸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-27 商業施設の分ᕸ 

資料：国土数値情報 

資料：ｉタウンࢪ࣮࣌ 
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་療機関ࡣ幹線道路沿線ࢆ中心用途地域内多数分ᕸしࠊ高齢者福祉施設ࡵࡌࡣ福祉系施

設ࡣ用途地域内点在し࡚いࠊࡀࡿ幹線道路ࡣࡽやや離ࢀた置あࡀࡇࡿ多いࠋ 

  

図 ２-28 ་療系施設の分ᕸ 

 

 

図 ２-29 福祉施設㸦保育所、幼稚園を除く㸧の分ᕸ 

 

資料：国土数値情報 

資料：国土数値情報 

 教育施設ࡣ現状のࡼうに居住地域に均等に配置さ࡚ࢀいࡿことࡀ望ましく、商業࣭་療施設ࡣ

自然に幹線道路沿いに立地すࡿことࡀ多いࡀ、通所型介護施設等ࡣබ共交通࡛アクセス࡛ࡿࡁ都

市中心おࡼび副中心に誘導すࡿことࡀ望まࠋࡿࢀ 
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յ地域資源の分ᕸ 

ඵ幡浜市ホ࣮ࡢࢪ࣮࣒࣌観光࣭魅力欄掲載さ࡚ࢀいࡿ観光資源ࠊࡽ用途地域ࡼ࠾びそࡢ

近傍置すࢆࡢࡶࡿ次示すࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-30 地域資源の分ᕸ 

 

 

 

資料：八幡浜市役所ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

おさ䛛䛺牧場 

諏訪崎 

 

明治の街並䜏 

 

八幡浜䜏䛺っ䛸 

 

 八幡浜࡞ࡳっとを拠点に、市内の観光資源をネットワ࣮クにࡾࡼ結びࡘけࡿととࡶに、八幡浜

ちࢇࡱࢇࡷを始めとすࡿ地域の様々࡞取組ࡳへのアクセス性を高めࡿことࡀ望ましいࠋ 
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Ტ5Უ地価 

市内ࡢබ示地価ࡼ࠾び基準地価ࠊࡣ全体し࡚下落傾向ࡀ⥅⥆中࡛あࠋࡿ中心市街地࡛ࡣ下

落率ࡣ緩和したࡢࡢࡶ下ࡆ基調ࡣ⥆い࡚いࠋࡿ 

副中心周辺比べ都市中心周辺ࡢ方ࡀ下落幅ࡀ大ࡁく推移し࡚いࠊࡇࡿ絶対額ࡢ高い中心

部近い土地ࡢ方ࡾࡼࡀ下落幅ࡀ大ࡁいࢆࡇ考えࠊࡿ土地全体ࡢ全体価格ࡣ大ࡁく下落し

࡚いࡿ言えࠊ結果し࡚地価ࡢ下落伴う税収減ࡢ懸念ࡀ拡大し࡚いࠋࡿ 

 

表 ２-2 八幡浜市内のබ示地価及び基準地価 
人
口
集
中
地
区

用
途
地
域

用
途
地
域
外

都
市
中
心

副
中
心

㻞㻜㻜㻡年
䠄Ｈ㻝㻣䠅

㻞㻜㻝㻡年
䠄Ｈ㻞㻣䠅 価格差 変動率

中心市街地 ○ ○ ○
(H㻞㻝䜎䛷䠅䛀標準地䚷八幡浜㻡㻙㻝䛁八幡浜市字矢野⏫䠎１番１
(H㻞㻞以降䠅䛀標準地䚷八幡浜㻡㻙㻝䛁八幡浜市字川通１䠐䠒䠕番３３外

㻝㻜㻣,㻜㻜㻜 㻢㻣,㻤㻜㻜 㻙㻟㻥,㻞㻜㻜 㻙㻟㻣%

住宅地 ○ ○ ○ 䛀標準地䚷八幡浜㻙㻝䛁八幡浜市ྂ⏫䠎目㻢㻡㻝番㻠 㻝㻝㻟,㻜㻜㻜 㻣㻜,㻡㻜㻜 㻙㻠㻞,㻡㻜㻜 㻙㻟㻤%
住宅地 ○ ○ ○ 䛀基準地䚷八幡浜㻙㻝䛁八幡浜市字ྜྷ前１䠌５䠎番１ 㻝㻜㻢,㻜㻜㻜 㻢㻟,㻥㻜㻜 㻙㻠㻞,㻝㻜㻜 㻙㻠㻜%
路線商業地 ○ ○ ○ 䛀基準地䚷八幡浜㻡㻙㻠䛁八幡浜市反田１番耕地䠔䠌番１䚷 㻝㻜㻟,㻜㻜㻜 㻡㻤,㻞㻜㻜 㻙㻠㻠,㻤㻜㻜 㻙㻠㻟%
住宅地 ○ ○ ○ 䛀標準地䚷八幡浜㻙㻠䛁八幡浜市保内⏫川之石１番耕地䠎３䠒番１䠐䠒 㻢㻤,㻝㻜㻜 㻡㻞,㻥㻜㻜 㻙㻝㻡,㻞㻜㻜 㻙㻞㻞%
住宅地 ○ ○ ○ 䛀標準地䚷八幡浜㻙㻞䛁八幡浜市保内⏫川之石５番耕地䠐䠌番１ 㻟㻡,㻜㻜㻜 㻞㻟,㻝㻜㻜 㻙㻝㻝,㻥㻜㻜 㻙㻟㻠%
路線商業地 ○ ○ ○ 䛀基準地䚷八幡浜㻡㻙㻟䛁八幡浜市保内⏫宮内１番耕地３３䠌番１外１筆 㻝㻝㻞,㻜㻜㻜 㻤㻝,㻠㻜㻜 㻙㻟㻜,㻢㻜㻜 㻙㻞㻣%
住宅地 ○ 䛀基準地䚷八幡浜㻙㻟䛁八幡浜市合田１１䠕５番䚷 㻢㻢,㻡㻜㻜 㻟㻥,㻜㻜㻜 㻙㻞㻣,㻡㻜㻜 㻙㻠㻝%
住宅地 ○ 䛀基準地䚷八幡浜㻙㻣䛁八幡浜市保内⏫磯崎１䠐䠕䠕番３ 㻝㻡,㻜㻜㻜 㻝㻜,㻜㻜㻜 㻙㻡,㻜㻜㻜 㻙㻟㻟%  

 

㹆9 ࢆ 》.《  した指数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-31 区域別の地価の推移 

 
注㸧㹆9～㹆「7 㹆9ࠊ対象ࢆタ࣮ࢹ地点ࡿい࡚ࡗࢁそࡀタ࣮ࢹࠊ࡛ࡲ ࢆ 》.《 ࠋし࡚算出したᖹ均ࡢした指数

㸦たࡔしࠊ中心市街地ࡢ標準地ࠕඵ幡浜 ࡣࠖ《-5 住「》 年以前 住「「 年以降࡛地点ࡀ異ࠋࡿ࡞㸧 

資料䠖地価බ示䞉都道府県地価調査䠄国土交通省土地総合情報䝷イ䝤䝷䝸ー䠅 
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 中心市街地におけࡿ地価の下落ࡀ主導し࡚固定資産税収に影響し࡚いࡿことࡀ懸念さࢀ、人口

密度の維持と都市機能の集中にࡾࡼ地価を下支えࡿことࡀ望ましいࠋ 
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Ტ6Უ災害 

白浜地区࡛ࡣ 》9【《 年時点ࡢ人口集中地区土砂災害警戒区域࣭特別警戒区域ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ江

戸岡地区や千地区࡛9《ࠊࡣ【《 年ࡽ 「《》《 年け࡚拡大した人口集中地区土砂災害警戒区

域ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ 

松蔭地区࡞都市中心周辺ࠊࡣ程度ࡢ差ࡣあࠊࡢࡢࡶࡿほࡰすべ࡚ࡢ地域ࡀ千ᕝࡢ浸水想

定区域該当すࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-32 各種ࢻ࣮ࢨࣁ区域と ）I） の広ࡾࡀ㸦㸯㸷６㸮→２㸮㸯㸮㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-33 ࢻ࣮ࢨࣁ区域と人口増減分ᕸとの関係図㸦２㸮㸮㸮→２㸮㸯㸮㸧 

 

資料：国土数値情報 

資料：国勢調査及び

国土数値情報 

  用途地域 

 

  用途地域 

 

 
 

300 人以ୖ減少 

200 人以ୖ減少 

100 人以ୖ減少 

100 人未満減少 

50 人未満増加 

50 人以ୖ増加 

100 人以ୖ増加 

200 人以ୖ増加 

 後策定さࡿࢀ津波防災地域࡙くࡾに関すࡿ計⏬ࡶ含め、災害の種類に応ࡌた防災࣭減災対策

の実効性ࡶ踏まえ、居住や都市機能配置を誘導すࡿ地域を定めࡿことࡀ望ましいࠋ 
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Ტ7Უ財政 

ඵ幡浜市ࡢ歳入歳出規模ࠊࡣᖹ成 「「 年࣮ࣆク࡚ࡗ࡞いࠊࡀࡿ政策ࡿࡼ変動ࡀ大ࡁい

ࡀ地方交付税ࡣ歳入࡛ࠋい࡞ࡣ࡛ࡽ明ࡣ方向性ࡢ減少ࡤࢀ比較す減少傾向ࡢ人口ࠊࢀࡽࡳ

高い割合ࢆ占ࠊࡵ歳出࡛ࡣ費目ࡾࡼ変動ࡀ大ࡁいࠊࡀ民生費ࡣ漸増傾向あࠋࡿ 
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図 ２-34 八幡浜市の歳入࣭歳出の推移とその内訳 

 

歳入額㸦千㸧 

歳出額㸦千㸧 

資料：愛媛県市町振興課 

 コンパクト࡞まち࡙くࡾを通࡚ࡌ、固定資産税収等、限ࢀࡽた歳入を維持し、බ共施設等の再

配置や適ษ࡞サ࣮ビス水準の維持にࡼっ࡚歳出の効率化を図ࡿことにࡾࡼ、持続可能࡞都市経営

を実現すࡿことࡀ必要࡛あࠋࡿ 
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２-２ 人口の将来見通しに関すࡿ分析 

人口ࡢ将来予測ࢆ行うあたࠕࠊࡣ࡚ࡗ立地適正化計画作成ࡢ手引ࡁ㸦案㸧ࠖ 地区別ࠕࠊ従い

要ࡢそࠋ採用したࢆ方法ࠖࡿ予測すࢆ行い将来人口ࢆ推計ࢺ考慮したコ࣮ホ࣮ࡳࡢ自然増減

領ࡣ次࡛ࡾ࠾ࡢあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

した社人研㸦国立社会保㞀࣭人口問題研対象ࢆඵ幡浜市ࠊࡣし࡚封鎖系人口ࠖࠕ࡛ࡇࡇ

究所㸧５ࡢ歳階級別将来推計人口ࢆ用いたࡲࠋたメッࢩュ単ࡢ集計同様小地域㸦⏫Ꮠ㸧

単ࡢ集計ࢆ行ࡗたࠋ 

 

Ტ1Უ都市全体の人口動向の把握 

ඵ幡浜市全体し࡚ࠊࡣ総人口ࡣ 》9【《 年以降ࡣ一貫し࡚顕著࡞減少傾向あࡲࠋࡿた年齢階

層別ࠊࡣ高齢化率ࡀ増加ࡢ一途ࢆた4》」ࠊࡾ《 年ࡣ 5《財近く達すࡿ推計さ࡚ࢀいࠋࡿ

そࡢ一方ࠊ生産年齢人口した࡚ࡗࡀ子育࡚世代ࡶ減少すࡶࡿ少子化ࡶ進行し࡚いࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 35 総人口、年齢層別人口の推移 
資料：1980-2010 年ࡣ国勢調査、2015 年以降ࡣ日本の地域別将来人口推計㸦社人研㸧 

 

 

 

 

i.社人研ࡀ 「《4《 年࡛ࡲ 5 年刻࡛ࡳ値ࢆබ表し࡚いࡿ生Ꮡ率ࠊ子ࡶ女性比4-》ࠊ 歳性比ࢆ用

い࡚ࠊ対象メッࢩュࡢ男女別࣭5 歳階級別人口ࢆ 5 年刻࡛ࡳ計算ࠊ封鎖系人口࡛コンࣟࢺ

 ࠋ推計ࢆ将来人口ュ毎ࢩメッࠊ計算し࡛ࡲࡿ達す推計年次ࠊ実施しࢆタ࣮ࣝࢺ࣮ࣝ

ii.社人研ࡀ値ࢆබ表し࡚いࡿ将来推計人口値等ࢆ基市⏫村ࡀ設定し࡚いࡿ将来人口ࢆコ

ン࣮ࢺ࣮ࣝࣟࢺタࣝしࠊi.࡛推計したメッࢩュ単ࡢ推計結果ࡘい࡚補正ࠋ 
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6.7 万人            3.8 万人         2.2 万人 

高齢化率 

32.8％ 

高齢化率 

46.6％ 

 高度成長期以降、一貫し࡚総人口ࡣ減少し、少子化࣭高齢化ࡀ顕著࡛あ2040ࠋࡿ 年にࡣ高齢化

率ࡀ 50%近くに達すࡿと見込ま࡚ࢀいࠋࡿ 
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人口ࡢ将来見通しࡘい࡚ࠊࡣ「《》《 年比べࠊ現在ࡢ趨勢࡛ࡣ 「《【《 年ࡣ 【」％減少ࡢ見込

し࣭ち࣭ひࡲඵ幡浜市ࠕࠊ対しࢀࡇࠋඵ幡浜市推計㸧ࡶࢆ㸦社人研推計ࡿい࡚ࢀさࡳ

想45％減少ࠊࡣョン࡛ࢩミュ࣮ࣞࢩたࢀョン࡛採用さࢪ人口ビࡿけ࠾創生総合戦略ࠖࡈ

定し࡚いࠋࡿ 
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資料：1980-2010 年ࡣ国勢調査、2015 年以降ࡣ日本の地域別将来人口推計㸦社人研㸧 

 

図 ２- 36  将来人口の見通し 

人口㸦人㸧 世帯数㸦世帯㸧 

45%減少 

63%減少 

 現在の趨勢࡛ࡣ 2060 年ま࡛に人口 63％減少すࡿとこࢁ、高齢者࡛ࡶ出歩ࡁやすく健康࣭快適

都市全体の、࡞ことࡿまちにす࡞魅力的ࡶの若年層に࡞こと、子育࡚世代ࡿ生活を確保す࡞

構造を見直したコンパクト࡞まち࡙くࡾにࡾࡼ、人口減少を 45％ま࡛に抑えࡿ努力を払うことࡀ

重要࡛あࠋࡿ 
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人口ࣆラミッࢆࢻ作成し࡚ࠊࡿࡳ「《》《 年 【《 歳代前半࣮ࣆࡀク࡛あࡢࡿ対しࠊ」《 年後

ࡢ 「《4《 年ࡣ男性ࡢ人口࣮ࣆクࡣ大ࡁく変わ࡞ࡽいࠊࡀ女性࣮ࣆࡢクࡣ 9《 歳代ࡀࡇࡿ࡞

わࠋࡿ 
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資料：1980-2010 年ࡣ国勢調査、2015 年以降ࡣ日本の地域別将来人口推計㸦社人研㸧 

 

図 ２- 」7 人口ࣆラミッࡢࢻ推移 
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 高齢化の進展、特に女性の長寿命化にࡼࡿࢀࡽࡳうに、་療࣭福祉等の生活サ࣮ビスࡀ効率的

に提供さࡼࡿࢀうにすࡿことと、居住者ࡀこࡽࢀの生活サ࣮ビスを利用しやすくすࡿことࡀます

ます重要にࠋࡿ࡞ 
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Ტ2Უ用途地域内の人口見通し 

 都市計画区域࣐スタ࣮プラン࠾けࡿ用途地域内外࣭都市計画区域外区分した人口ࡢ推移

࡚ࡗࡲ収ࢺコンパクࡀ都市ࠊࡾ࠾示し࡚ࢆ高い人口密度࡚ࡗ際立ࡣ用途地域内ࠋ示す次ࢆ

いࡀࡇࡿ分ࠊࡀࡿ人口推移ࡣ過去 》《 年間減少ࠊ「《「《 年ࡶ減少ࡀ見込࡚ࢀࡲいࠋࡿ 
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用途地域内 㻞㻣.㻤 㻞㻟.㻢 㻞㻜.㻝 㻡㻜㻞 㻡㻡.㻟㻤 㻠㻣.㻜㻝 㻠㻜.㻜㻠
用途白地地域内 㻤.㻤 㻤.㻠 㻢.㻤 㻣,㻝㻝㻡 㻝.㻞㻠 㻝.㻝㻤 㻜.㻥㻢
都市計画区域外 㻣.㻢 㻢.㻠 㻡 㻡,㻢㻤㻢 㻝.㻟㻠 㻝.㻝㻟 㻜.㻤㻤  

資料：八幡浜都市計⏬区域マスタ࣮プラン㸦H19 年版、H28 年版㸧 

面積ࡣᖹ成 25 年度都市計⏬基礎調査 

行政区域面積ࡣ八幡浜市統計書 

図 ２- 38  用途地域内外の人口の推移 

 

人口㸦千人㸧 

人口密度㸦人／ha㸧 人口密度㸦人／ha㸧 

    㸦左軸㸧          㸦右軸㸧        㸦右軸㸧 
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Ტ3Უ町字別の人口見通し 

社人研ࡢ将来推計従ࡗた⏫Ꮠ別推計㸦現在ࡢ趨勢㸧࡛4》」ࠊࡣ《 年࡛ࡲほࡢࢇ⏫Ꮠ࡛

人口ࡀ減少すࠋࡿ特ඵ幡浜中心部࡛ࡢ人口減少ࡀ著しいࠋ 

 

Ƃ2010 年ƃ                   Ƃ2040 年ƃ 

 

図 ２- 39 将来人口の見通し㸦小地域単位㸧 

資料：2010 年ࡣ国勢調査、2040 年ࡣ日本の地域別将来人口推計㸦社人研㸧の手法に基࡙ࡁ町字別

推計を行ったࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の趨勢にのࡤࢀࡼࡳ、市内各地࡛人口密度ࡀ減少し、道路の維持や供給処理施設の管理࡞

生、ࡾࡼ特に中心市街地࡛の人口減少にࠋࡿあࡀࢀ恐ࡿప下すࡀ行政サ࣮ビスの効率性࡞必要

活サ࣮ビスの市場性ࡀప下し、サ࣮ビスを提供すࡿ事業の持続性ࡀ損࡞わࡿࢀことの懸念ࡀ大ࡁ

いࠋ 
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Ტ4Უ人口密度の分ࠋ動向Ტ自然増減のみ考慮Უ 

将来時点࠾けࡿ人口密度ప下ࡢ見通しࢆ行うࠊ都市中心周辺地区࡛人口密度ࡀ顕著ప

下しࠊ人口集中地区ࡢ目安࡛あࡿ 4《 人／ha 満たすࢆ 5《《ｍメッࢩュࡣ 「《4《 年࡞ࡣくࡿ࡞

 ࠋࡿࢀࡽࡳࡀప下ࡢ人口密度ࡶ副中心周辺地区࡛ࠋࡿࢀࡽࡳ

 

Ƃ2010 年ƃ                   Ƃ2040 年ƃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 4《  人口分ᕸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 41  5《《ｍメッシュ推計人口の増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧 

 

 

   用途地域 

 

   用途地域 

 

 
 

5 人／ha 未満 

5 人／ha 以ୖ 

10 人／ha 以ୖ 

20 人／ha 以ୖ 

30 人／ha 以ୖ 

40 人／ha 以ୖ 

50 人／ha 以ୖ 

60 人／ha 以ୖ 

 都市中心࣭副中心地区࡛、著しい人口密度のప下ࡀ見込ま࡚ࢀいࠋࡿ 
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図 ２- 42  5《ｍメッシュ人口分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 2010㸦H22㸧年時点࡛ࡣ、都市中心地域全体に 50ｍメッシュあたࡾ 10～50 人程度の人口ࡀ集積し、白浜小学校周辺をࡌࡣめ随所に 50 人以ୖのメッシ

ュࡀ認めࠋࡿࢀࡽ 
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図 ２- 43  5《ｍメッシュ人口分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 自然増減のࡳを考慮した将来人口推計結果に2040、ࡤࢀࡼ 年時点࡛ࡣ、都市中心地域全体に人口ࡀ減少し、商業地域࡛ࡶ 50ｍメッシュ当たࡾ 10 人以

下の人口࡛あࡿメッシュࡀ多く࡞っ࡚いࠋࡿ神山小学校区や千小学校区࡛ࡣほとࡀࢇ 1～5 人のメッシュ࡛占め࡚ࢀࡽおࡾ、人口分ᕸࡀ散漫に࡞っ࡚

いࡿと言えࠋࡿ 
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図 ２- 44  5《ｍメッシュ推計人口の増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減をࡿࡳと、都市中心地域全体࡛減少ࡀ明࡛ࡽ、特に商業地域に減少の大ࡁいメッシュࡀ分ᕸし࡚いࠋࡿ人口増加

を示すメッシュࡶ散発的に認めࢀࡽ、全体とし࡚ᨺ置し࡚い࡚ࡣ分散化ࡀ進ࡴことࡀ見࡚取ࠋࡿࢀ 
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図 ２- 45  5《ｍメッシュ人口分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 副中心地域の 2010㸦H22㸧年時点࡛ࡣ、用途地域内外にわたっ࡚広く

人口ࡀ分ᕸし࡚おࡾ、保内庁舎周辺࡛ࡶ 10～20 人程度の 50ｍメッシュ

 ࠋい࡞ࡣくࡁ都市中心に比べ࡚大ࡣ集積度、࡛ࢇほとࡀ



 67

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 46  5《ｍメッシュ人口分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 自然増減のࡳを考慮した将来人口推計結果に2040、ࡤࢀࡼ 年時

点࡛ࡣ、副中心地域全体に人口ࡀ減少し、ほとࡀࢇ 1～5 人のメ

ッシュ࡛占め࡚ࢀࡽおࡾ、人口分ᕸࡀ散漫に࡞っ࡚いࡿと言えࠋࡿ 
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図 ２- 47  5《ｍメッシュ推計人口の増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減をࡿࡳと、副中心地域にࡘい࡚ࡶ都市中心ࡼ

都市ࡀ人口増加を示すメッシュࠋࡿあ࡛ࡽ明ࡀ減少、ࡀい࡞ࡣ強くࡣ減少傾向ࡾ

中心ࡣࡾࡼ密度高く分ᕸし࡚いࡀࡿ、用途地域外にࡶ分散し࡚おࡾ、全体とし࡚の

分散化傾向ࡀ強いと言えࠋࡿ 
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Ტ5Უ高齢者数の分ࠋ動向Ტ自然増減のみ考慮Უ 

高齢者人口ࡶ都市中心地区࡛減少し࡚いࠊࡀࡿ総人口ࡢ減少ࡾࡼࡀ著しいたࠊࡵ高齢化率ࡣ

多くࡢ地点࡛現況ࡾࡼ高くࡀࡇࡿ࡞見込࡚ࢀࡲいࠋࡿ 

 

Ƃ2010 年ƃ                   Ƃ2040 年ƃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 48  高齢者人口分ᕸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 49 -1 高齢者人口増減㸦2《1《～2《4《 年㸧 

 

 

 

 

   用途地域 

 

 

   用途地域 

 

 

  人口集中地区 

㸦2010 年㸧 

 

現況の高齢化率㸦2《1《 年㸧 

将来の高齢化率㸦2《4《 年㸧 

 都市中心地区࡛高齢者人口ࡣ減少すࡀࡿ、総人

口の減少ࡀ著しく、結果とし࡚高齢化率ࡀ高まࡿ

箇所ࡀ多いࠋ 
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図 ２- 5《  5《ｍメッシュ高齢者人口分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 65 歳以ୖの高齢者の人口分ᕸをࡿࡳと、2010㸦H22㸧年時点࡛ࡣ、都市中心地域全体に人口ࡀ集積し、白浜小学校周辺をࡌࡣめ随所に 20 人以ୖのメッ

シュࡀ認めࠋࡿࢀࡽ 
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図 ２- 51  5《ｍメッシュ高齢者人口分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 自然増減のࡳを考慮した将来人口推計結果に2040、ࡤࢀࡼ 年時点の都市中心地域の高齢者人口分ᕸࡣ、全年齢の人口ࡀ減少し࡚いࡿことに比べࡿと、

大࡞ࡁ減少とࡣ言え࡞いࠋ 
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図 ２- 52  5《ｍメッシュ高齢者推計人口の増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の高齢者の人口増減をࡿࡳと、都市中心地域全体࡛減少ࡀ明࡛ࡽあࡶࡿのの、全年齢の人口減少傾向に比べࡿと減少の度合

いࡣపいといえࡀࡿ、高齢者人口ࡀ小幅に増加し࡚いࡿメッシュの分ᕸࡀ広ࡀっ࡚いࡿとࡶいえ、高齢者の人口分ᕸの分散化ࡣ一層顕著࡛あࡿといえࠋࡿ 
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図 ２- 53  5《ｍメッシュ高齢化率分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 2010㸦H22㸧年の高齢化率の分ᕸ࡛ࡣ、都市中心地域全体࡛、20～40％程度のメッシュࡀ分ᕸし࡚おࡾ、白浜小学校付近࡛ࡾࡼ高齢化率の高いメッシュ

 ࠋࡿ分ࡀ比較的多いことࡀ
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図 ２- 54  5《ｍメッシュ高齢化率分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ都市中心ࠔ 

 2040 年の高齢化率の分ᕸ࡛ࡣ、都市中心地域全体࡛ 60～100％のメッシュࡀ分ᕸし࡚おࡾ、白浜小学校付近の高さࡣ明࡞࡛ࡽく࡞っ࡚いࠋࡿ地域全

体の高齢化ࡀ顕著࡛あࡿと言えࠋࡿ 
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図 ２- 55 5《ｍメッシュ高齢者人口分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 副中心地域の 65 歳以ୖの高齢者の人口分ᕸをࡿࡳと、2010㸦H22㸧年

時点࡛ࡣ、用途地域内外にわたっ࡚広く分ᕸし࡚いࡿ点ࡣ、全年齢の分ᕸ

と大࡞ࡁ㐪い࡞ࢀࡽࡳࡣいࠋ 
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図 ２- 56  5《ｍメッシュ高齢者人口分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 自然増減のࡳを考慮した将来人口推計結果に2040、ࡤࢀࡼ 年時点

の副中心地域の高齢者人口分ᕸ2010、ࡣ 年時点と比べ࡚大࡞ࡁ㐪い

 ࠋい࡞ࢀࡽ見ࡣ
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図 ２- 57  5《ｍメッシュ高齢者推計人口の増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の高齢者の人口増減をࡿࡳと、副中心地域

全体࡛高齢者人口ࡀ小幅に増加し࡚いࡿメッシュの分ᕸࡀ広ࡀっ࡚

おࡾ、高齢者の人口分ᕸの分散化ࡣ顕著࡛あࡿといえࠋࡿ 
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図 ２- 58  5《ｍメッシュ高齢者率分ᕸ㸦2《1《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 2010㸦H22㸧年の高齢化率の分ᕸ࡛ࡣ、副中心地域全体

࡛、40％以下のメッシュࡀ広く分ᕸし࡚おࡾ、用途地域外

࡛高齢化率の高いメッシュࡀ多いと言えࠋࡿ 
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図 ２- 59  5《ｍメッシュ高齢者率分ᕸ㸦2《4《 年㸧ࠓ副中心ࠔ 

 2040 年の高齢化率の分ᕸ࡛ࡣ、都市中心地域全体࡛ 60～

100％のメッシュࡀ分ᕸし࡚おࡾ、特に用途地域外に高齢化率

の高いメッシュࡀ多く、用途地域外の高齢化ࡀ顕著࡛あࡿと言

えࠋࡿ 
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２-㸱 現状及び将来見通しにおけࡿ都市構造ୖの課題の分析 

 

Ტ1Უ人口密度ㆯ下、高齢者の分散居ㆰに伴う問題の整理 

一般ࠊ都市࠾けࡿ人口減少࣭人口密度ࡢప下ࠊ高齢者居ఫࡢప密度化࣭分散化ࠊࡾࡼ

次ࡼࡢう࡞問題ࡀ生ࡀࡇࡿࡌ懸念さ࡚ࢀいࠋࡿ 

人࣭口密度ࡀపくࠊࡿ࡞生活サ࣮ビスࡿ࡞ఫ民一人あたࡢࡾ行政コスࡀࢺ増大すࠋࡿ 

࣭拡散した市街地࡛ࡲࡲࡢ人口ࡀ減少し居ఫࡀప密度化すࠊࡤࢀ一定ࡢ人口密度支え࡚ࢀࡽ

 ࠋい࡞ࡡࡾ࡞将来困㞴ࡀ提供ࡢ生活サ࣮ビスࡢた་療࣭福祉࣭子育࡚支援࣭商業等ࡁ

࣭自動車利用ࢆ前提した郊外ࡢ居ఫࡢ分散化ࡢ結果ࠊ年齢ࢆ重࡚ࡡ自動車ࢆ㐠転࡛࡞ࡁく

ࡀ外出ࡢ高齢者ࠊࡣい場合࡞身近ࡀබ共交通ࡢし࡚移動手段ࡿ代替すࠊࡁたࡗ࡞

困㞴ࠊࡾ࡞社会隔絶した言わࠕࡤひࠖࡾࡶࡇࡁ状態ࢆ招ࡁやすくࠊ高齢者ࡢ健康࡛快適

 ࠋࡿࡲ高ࡀࢀ恐ࡿ࡞く࡞ࡁ維持࡛ࡀ生活࡞

࣭自動車ࡿࡼ個別輸㏦࣮ࣂ࢝ࡾࡼしࡼうすࠊࡿ移動距離ࡀ長くࠊࡾ࡞環境࣭エネࣝࢠ

࣮㈇荷ࡀ高ࠋࡿࡲ 

࣭空ࡁ家ࡀ目見え࡞い形࡛増大しࠊ地域ࡢ防犯࣭防災性ࢆ損࡞う恐ࡀࢀあࠋࡿ 

࣭コミュニティࡀ損࡞わ࡚ࢀ近隣ఫ民ࡀ࡞ࡎࡁࡢ失わࠊࢀ特災害時ࡢ互ຓ࣭ຓけ合いࡀ期待

 ࠋࡿ࡞く࡞ࡁ࡛

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 6《 市町村の人口密度と行政コスト 

 

 

 

出典：都市構造の評価に

関すࣁࡿンࢻブック 

人口密度ࡀ小さいほ行政コス

トࡣ増大すࡿ関係にあࡿ 

八幡浜中心部 

㻡.㻡 千人／k ㎡䠄㻞㻜㻝㻜䠅 

   ↓ 

㻞.㻤 千人／ｋ㎡䠄㻞㻜㻠㻜䠅 

副中心㸦保内町宮内㸧 

㻞.㻣 千人／k ㎡䠄㻞㻜㻝㻜䠅 

   ↓ 

㻝.㻡 千人／ｋ㎡䠄㻞㻜㻠㻜䠅 

注：八幡浜市の値ࡣ現在

の趨勢にࡿࡼ町字別推計 
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Ტ2Უ災害等に対する安全性 

都市中心周辺ࠊࡣ程度ࡢ差ࡣあࠊࡢࡢࡶࡿほࡰすべ࡚ࡢ地域ࡀ浸水想定区域該当すࠋࡿ 

土砂災害警戒区域当たࡿ地区࡛ࡣ人口減少傾向ࡀ大ࡁいࠊࡀ高齢者人口ࡣ増加し࡚いࡿ箇

所ࡶあࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 61 ࢻ࣮ࢨࣁ区域と人口増減分ᕸとの関係図㸦2《1《→2《4《㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 62 ࢻ࣮ࢨࣁ区域と高齢者人口増減分ᕸとの関係図㸦2《1《→2《4《㸧 

資料：国勢調査及び

国土数値情報、 

愛媛県洪水浸水

想定区域図 

資料：国勢調査及び

国土数値情報、 

愛媛県洪水浸水

想定区域図 
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図 ２- 【」 ࢻ࣮ࢨࣁ区域 5《ｍメッࢩュ人口増減㸦「《》《→「《4《㸧ࠓ旧ඵ幡浜ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減に土砂災害おࡼび千川の浸水区域のࢻ࣮ࢨࣁ情報を重ࡿࡳ࡚ࡡと、土砂災害警戒区域と浸水想定区域に該当すࡿ

地域࡛ࡣ人口減少ࡀ多いࡶのの、人口ࡀ増加し࡚いࡿメッシュࡶ見受けࠋࡿࢀࡽ土砂災害特別警戒区域ࡣ居住誘導区域に含めࡿべ࡞ࡣ࡛ࡁいࡀ、建築規

制࡞ࡽࡀい土砂災害警戒区域や浸水想定区域ࡣ、そࡔࢀけ࡛ࡣ居住を誘導すࡿことࡀ適当࡛࡞いとุࡣ断࡛࡞ࡁいࠋ 

資料：国勢調査及び国土数値情報 

愛媛県洪水浸水想定区域図 
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図 ２- 【4 ࢻ࣮ࢨࣁ区域 5《ｍメッࢩュ人口増減㸦「《》《→「《4《㸧ࠓ旧保内ࠔ 

 副中心地域にࡘい࡚2010、ࡶ 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減に土砂災害ࢻ࣮ࢨࣁ

情報を重ࡿࡳ࡚ࡡと、土砂災害警戒区域に該当すࡿ地域࡛ࡣ人口減少ࡀ多いࡶの

の、人口ࡀ増加し࡚いࡿメッシュࡶ見受けࠋࡿࢀࡽ土砂災害特別警戒区域ࡣ居住誘

導区域に含めࡿべ࡞ࡣ࡛ࡁいࡀ、建築規制࡞ࡽࡀい土砂災害警戒区域ࡣ、そࢀ

 ࠋい࡞ࡁ断ุ࡛ࡣいと࡞適当࡛ࡀことࡿ居住を誘導すࡣけ࡛ࡔ

資料：国勢調査及び国土数値情報 
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Ტ3Უ公共交通の利便性、持続可能性 

く縮減ࡁ大ࡀ市場ࡢ࡚ࡗスࣂ路線ࠊࡾࡼࡇࡿ減少すࡀ人口密度ࡢス路線沿線地域ࣂ

すࠊࡾ࡞ࡇࡿ既ప水準࡛あࡿサ࣮ビス水準ࡀさࡽప下しࠊ業者ࡢ撤㏥ࡢ恐ࡶࢀ高ࡲ

ࡿࡲ高ࡀ必要性ࡢࢀテコ入࡞政策的ࠊ࡞支援ᑟ入ࡢ㐠行ࡢබ共交通࡞新たࡢఫ民主体ࠋࡿ

 ࠋࡿࢀࡽࡳ

 

Ƃ2010 年ƃ                   Ƃ2040 年ƃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 65  現況බ共交通網及び人口密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ࠋࡿ࡞必要にࡀ著しく、බ共交通の維持確保のための対策ࡀス路線沿線地域の人口の減少ࣂ 
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図 ２- 66  現況බ共交通網及び 5《ｍメッシュ人口増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ旧八幡浜ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減と現況のබ共交通網を対比し࡚ࡿࡳと、都市中心地域全体࡛人口の減少ࡀ明࡛ࡽ、市民の生活サ࣮ビス施設への

アクセスを支えࡿබ共交通の利用者の減少に通ࡿࡌことにࡾ࡞、බ共交通の維持確保ࡀ困難にࡾ࡞、さࡽに市民の移動ࡀ困難にࡿ࡞㈇のスパイラルに陥

 ࠋࡿࢀࡽ求めࡀබ共交通の維持確保対策࡞の実現に適ษコンパクトシテࠋࡿあࡀࢀ恐ࡿ
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図 ２- 67  現況බ共交通網及び 5《ｍメッシュ人口増減㸦2《1《 年→2《4《 年㸧ࠓ旧保内ࠔ 

 2010 年ࡽ 2040 年ま࡛の人口増減をࡿࡳと、副中心地域

にࡘい࡚ࣂࡶス路線沿線におけࡿ人口の減少傾向ࡀ明ࡽ

࡛、市民の移動に不可Ḟのබ共交通の維持確保ࡀ困難に࡞

 ࠋࡿࢀ予想さࡀことࡿ
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２-㸲 都市構造評価指標の整理と全国値との比較 

コンパク࡞ࢺ都市構造ࢆ目指すうえ࡛ࠊ現況及び将来ࡢ都市構造ࢆ数値的評価すࡿ手法ࢆ

整理したࠕ都市構造ࡢ評価関すࣁࡿンࢻブック 㸦ࠖᖹ成 「【 年 8 月国土交通省都市局都市計画

課㸧ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

ࡼ࠾全国ᖹ均値ࠊ整理しࢆ都市構造評価指標ࡿけ࠾ඵ幡浜市ࠊ参考ࢆブックࢻンࣁࡢࡇ

び地方都市圏ࡢうち人口 》《 万人以下ࡢ規模ࡢ都市ࡢᖹ均値ࡢ比率ࢆ求ࢳ࣮ࢲ࣮ࣞࠊࡵャ࣮ࢺ

࡛表したࠋ㸦注：ࣁンࢻブック࡛ࡣ偏差値ࡿࡼ整理手法ࡀ示さ࡚ࢀいࠊࡀࡿ全国値関すࡿ標

準偏差ࡀ不明ࡢたࡣ࡛ࡇࡇࠊࡵබ表さ࡚ࢀいࡿᖹ均値ࡢ比率ࢳ࣮ࢲ࣮ࣞࡾࡼャ࣮ࢆࢺ作成

したࠋ㸧 

■ඵ幡浜市ࡢ都市構造評価指標ࡢ現況値ࡢ整理 

表 ２-1 現況の都市構造評価指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࣭་療࣭福祉࣭商業の各生活サ࣮ビス施設のᚐ歩圏人口カ࣮ࣂ率ࡀᖹ均ࡾࡼపく、各サ࣮ビス

を合わせた日常生活サ࣮ビスのᚐ歩圏充足率ࡀపいࠋ各サ࣮ビスのᚐ歩圏の人口分ᕸࡀ少࡞

く、ᚐ歩圏外に相対的に多数人口ࡀ分ᕸし࡚いࡿことにࡿࡼと思わࠋࡿࢀබ共交通のᚐ歩圏

人口カ࣮ࣂ率ࡣᖹ均並࡛ࡳあࡀࡿ、各生活サ࣮ビス施設の利用圏人口密度ࡀపいことࡽ

 ࠋࡿわࡀ多いことࡀ課題ࡣを目指すうえ࡛散漫࡛、コンパクトシテࡀ人口分ᕸ、ࡶ

࣭高齢者のᚐ歩圏におけࡿ་療機関の存在や、高齢者福祉施設の人口カ࣮ࣂ率ࡣ全国ᖹ均並ࡳ

࡛あࠋࡿ保育所のᚐ歩圏人口カ࣮ࣂ率ࡶ同様࡛あࠋࡿしし、බ園の分ᕸࡣᖹ均を下回ࡾ、

交通事故危険度ࡶ高いと言えࠋࡿ 

࣭空ࡁ家㸦その他の住宅㸧率ࡀ高く、対応の必要性ࡀ高いと思わࠋࡿࢀ 

࣭小売商業床効率ࡶᖹ均ࡾࡼ下回っ࡚いࠋࡿ 

࣭全国ᖹ均ࡾࡼ良好࡞要素ࡣ、歩道整備率や最寄緊急避難場所ま࡛のᖹ均距㞳、従業者一人あ

たࡾ第୕次産業売ୖ高、市民一人あたࡾ自動車 CO2 排出量࡛あࠋࡿ 

࣭財政的にࡣ歳入歳出とࡶᖹ均を下回ࡾ、人口減少のために縮小均衡を余儀࡞くさ࡚ࢀいࡿこ

とࡀ推察さࠋࡿࢀ 

備考

ᖹ均値 ᖹ均値 全国 地方都市圏 䠄指標向上のた䜑䛻望䜎しい施策䠅

㻝 日常生活サービスのᚐ歩圏充足率 ＋ ％ 㻠㻟 㻙 㻝㻜 㻜.㻞㻟㻞 㻜.㻞㻟㻞
以ୗの全䛶のサービス䞉交通をᚐ歩圏䛷享受䛷䛝䜛
地域の居住促進

㻞 生活サービス施設のᚐ歩圏人口カバー率䠄་療䠅 ＋ ％ 㻤㻠 㻙 㻣㻠 㻜.㻤㻣㻢 㻜.㻤㻣㻢 ་療施設のサービス圏内への居住促進

㻟 生活サービス施設のᚐ歩圏人口カバー率䠄福祉䠅 ＋ ％ 㻣㻥 㻙 㻣㻜 㻜.㻤㻤㻣 㻜.㻤㻤㻣 福祉施設のサービス圏内への居住促進

㻠 生活サービス施設のᚐ歩圏人口カバー率䠄商業䠅 ＋ ％ 㻣㻡 㻙 㻢㻝 㻜.㻤㻝㻣 㻜.㻤㻝㻣 商業施設のサービス圏内への居住促進

㻡 基幹的බ共交通路線のᚐ歩圏人口カバー率 ＋ ％ 㻡㻡 㻙 㻡㻟 㻜.㻥㻢㻤 㻜.㻥㻢㻤 駅䞉路線バスのバス停のᚐ歩圏への居住促進

㻣 生活サービス施設の利用圏ᖹ均人口密度䠄་療䠅 ＋ 人㻛ha 㻟㻥 㻙 㻝㻡 㻜.㻟㻤㻥 㻜.㻟㻤㻥 人口密度の高い地域䛷の་療施設の立地促進

㻤 生活サービス施設の利用圏ᖹ均人口密度䠄福祉䠅 ＋ 人㻛ha 㻟㻤 㻙 㻝㻠 㻜.㻟㻣㻟 㻜.㻟㻣㻟 人口密度の高い地域䛷の福祉施設の立地促進

㻥 生活サービス施設の利用圏ᖹ均人口密度䠄商業䠅 ＋ 人㻛ha 㻠㻞 㻙 㻝㻥 㻜.㻠㻠㻥 㻜.㻠㻠㻥 人口密度の高い地域䛷の商業施設の立地促進

㻝㻞 බ共交通沿線地域の人口密度 ＋ 人㻛ha 㻟㻡 㻙 㻝㻢 㻜.㻠㻡㻥 㻜.㻠㻡㻥 人口密度の高い地域䛷のබ共交通サービス実施

㻝㻡 高齢者ᚐ歩圏䛻་療機関䛜䛺い住宅の割合 － ％ 㻡㻤 㻢㻢 㻡㻢 㻝.㻜㻠㻟 㻝.㻝㻡㻢
㻡㻜㻜ｍ以内䛻་療機関䛜あ䜛地域の住宅立地䞉居住
促進

㻝㻢 高齢者福祉施設の㻝㎞圏域高齢人口カバー率 ＋ ％ 㻣㻞 㻙 㻣㻟 㻝.㻜㻜㻥 㻝.㻜㻜㻥
䛂地域包括ケアシステム䛃の日常生活圏域内への高
齢者の居住を促進

㻝㻣 保育所のᚐ歩圏䠌～５歳人口カバー率 ＋ ％ 㻣㻠 㻙 㻣㻟 㻜.㻥㻤㻞 㻜.㻥㻤㻞 子育䛶世帯の保育所㻤㻜㻜ｍ圏への居住促進

㻞㻜 歩道整備率 ＋ ％ 㻠㻤 㻠㻠 㻢㻞 㻝.㻞㻥㻠 㻝.㻠㻝㻥 歩道や歩行者専用道路等の歩行環境の整備䞉充実

㻞㻝 高齢者ᚐ歩圏䛻බ園䛜䛺い住宅の割合 － ％ 㻡㻟 㻡㻤 㻤㻡 㻜.㻟㻤㻟 㻜.㻡㻞㻤
居住誘ᑟ区域内のබ園整備䛸䚸その㻡㻜㻜ｍ圏内の住
宅立地促進

㻞㻠 市民一万人あた䜚の交通事故死亡者数 － 人 㻜.㻡㻜 㻜.㻢㻟 㻜.㻣㻤 㻜.㻠㻟㻞 㻜.㻣㻢㻣 交通死亡事故の削減

㻞㻢 最寄䜚緊急避㞴場所䜎䛷のᖹ均距㞳 － m 㻢㻤㻝 㻣㻞㻟 㻞㻢㻜 㻝.㻢㻝㻤 㻝.㻢㻠㻜 緊急避㞴場所の設置䛸その近傍への居住促進

市街地荒廃化
の抑制

㻟㻜 空䛝家率 － ％ 㻢 㻣 㻝㻠 㻙㻜.㻟㻣㻞 㻜.㻜㻡㻟 空䛝家の再活用䜎た䛿除却

㻟㻝 ᚑ業者一人当た䜚第୕次産業売上高 ＋ 百万 㻥 㻤.㻠 㻝㻝.㻜 㻝.㻝㻥㻠 㻝.㻟㻜㻣 第୕次産業の生産性の向上

㻟㻟
都市全域のᑠ売商業床面積あた䜚の売上高
䠄ᑠ売商業床効率䠅

＋ 万㻛㎡ 㻤㻜 㻙 㻠㻥.㻢 㻜.㻢㻝㻣 㻜.㻢㻝㻣 ᑠ売売上高䞉床効率の向上

㻟㻣 市民一人当た䜚の歳出額 － 千 㻢㻞㻤 㻣㻞㻤 㻡㻠㻜 㻝.㻝㻠㻜 㻝.㻞㻡㻤
බ共施設配置䞉䛤䜏収集等サービス範囲の適正化等
䛻よ䜛行政経費の削減

㻟㻤 財政力指数 ＋ － 㻜.㻠㻥 㻜.㻟㻤 㻜.㻟㻠 㻜.㻢㻥㻠 㻜.㻤㻤㻣 税収の確保䜎た䛿財政支出の削減

安定的䛺税収
の確保 㻠㻜 市民一人当た䜚税収額䠄個人市民税䞉固定資産税䠅 ＋ 千 㻝㻝㻡 㻝㻜㻞.㻟㻜 㻤㻡 㻜.㻣㻟㻣 㻜.㻤㻟㻜 税収の確保
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財政力指数

市民一人当た䜚税収額䠄個人市民税䞉固定資産

税䠅

市民一人当た䜚䛾自動車ＣＯ₂排出量

ඵ幡浜市䛾現況都市構造評価

人口10万人以ୗ䛾都市䛸䛾比較
ඵ幡浜市 地方都市圏ᖹ均

䐟生活利便性

䐡安全䞉安心 䐠健康䞉福祉

䐢地域経済

䐣行政運営

䐤エネルギ䞊／ప炭素

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 68  八幡浜市の現況都市構造評価 
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２-㸳 都市構造ୖの課題の整理 

前項࡛࡛ࡲ整理した現状及び将来見通し࠾けࡿ都市構造ୖࡢ課題ࢆ整理すࡿ次ࡾ࠾ࡢ

࡛あࠋࡿ 

 

࠙人口動向見通しࠚ 

○高度成長期以降ࠊ一貫し࡚総人口ࡣ減少しࠊ少子化࣭高齢化ࡀ顕著࡛あ4》」ࠋࡿ《 年ࡣ高

齢化率ࡀ 5《財近く達すࡿ見込࡚ࢀࡲいࠋࡿ 

○中心市街地࠾い࡚人口減少高齢化ࡀ顕著࡛あࡿ一方ࠊ市街地外縁部࡛人口ࡀ微増ࠋ人口

集中地区ࡣ拡大し一層ప密度化ࢆ招く恐ࡀࢀあࠋࡿ 

○就業構造࡛ࡣ第次産業従業者ࡢ減少ࡀ大ࡁくࠊ全国ᖹ均比較し࡚ࠊ農林漁業ࡢほࠊ電

気࢞ス水道業ࠊ複合サ࣮ビス業特化し࡚いࠋࡿ 

○都市中心࣭副中心地区࡛ࠊ著しい人口密度ࡢప下ࡀ見込࡚ࢀࡲいࠋࡿ 

○都市中心地区࡛高齢者人口ࡣ減少すࠊࡀࡿ総人口ࡢ減少ࡀ著しくࠊ高齢化率ࡣ高ࡿࡲ箇所ࡀ

多いࠋ副中心地区࡛ࡶ高齢化率ࡣ高ࠊࡾࡲ特外縁部ࡢ用途地域外࡛高齢化ࡀ顕著࡛あࠋࡿ 

→総人口及び高齢人口の減少に伴い、་療、福祉、商業、බ共交通等の各種生活機能ࡀ市場性

のప下にࡾࡼ成立し࡞くࡾ࡞、市民生活を支えࡿ機能ࡀప下すࡿ懸念ࡀ高まࠋࡿ 

࠙土地利用ࠚ 

○昭和 5》 年ࡽᖹ成 「》 年け࡚ࠊ建物用地ࡀ拡大し࡚いࢇࡳࠋࡿ畑そࡢ他ࡢ農用地ࡣ概

ࡢࡇࠊࡀࡔ健在ࡡ 」《 年余࡛ࡾ水田࡛代表さࡿࢀ土地利用ࡢメッࢩュࡣほࢇ失わࢀたࠋ 

○近年ࡢ人口減少傾向ࡶわ࠾࡞ࠊࡎࡽ一定ࡢ郊外開発ᅽ力ࡀ見受けࠋࡿࢀࡽ 

→人口分ᕸや建物立地ࡀ広く薄く広ࡿࡀことにࡾࡼ、道路の維持管理、ୖ下水道やごࡳ収集࡞

家の増大に伴う防災ୖ、防ࡁ地空ࡁ空ࠋࡿ非効率に増大すࡀ行政経費ࡿの供給処理に要す

犯ୖの危険性の増大の懸念ࡶあࠋࡿ 

࠙地価ࡢ動向税収ࡢ見通しࠚ 

○全体し࡚下落傾向ࡀ⥅⥆中ࠋ中心市街地ࡣ下落率ࡣ緩和したࡢࡢࡶ下ࡆ基調ࡣ⥆くࠋ 

○地価ࡢ下落伴う税収減ࡢ懸念ࡣ拡大し࡚いࠋࡿ 

→固定資産税収の減少にࡾࡼ市の財政への悪影響ࡀ懸念さࠋࡿࢀ 

࠙㈈政ࡢ動向ࠚ 

○市ࡢ㈈政規模ࡣ年ࡾࡼ変動ࡣあࠊࡢࡢࡶࡿ人口ࡢ減少傾向比べ࡚減少ࡢ方向性ࡣ明ࡽ

 ࠋࡿあ漸増傾向ࡣ民生費ࢁしࡴࠋい࡞ࡣ࡛

→人口密度ప下にࡾࡼ社会保障費やබ共施設等の維持࣭管理࣭更新費࡞、一人当たࡾの行政

コストࡀ増大すࡿことにࡾࡼ市の財政への悪影響ࡀ懸念さࠋࡿࢀ 

࠙都市構造評価指標ࡢ全国ᖹ均ࡢ比較ࠚ 

○人口分ᕸࡀ散漫࡛ࠊ་療࣭福祉࣭商業ࡢ各生活サ࣮ビス施設ࡢᚐ歩圏ࡢ人口密度ࡀపくࣂ࢝

࣮さࡿࢀ人口ࡀ少࡞いࠋ 

○歩道緊急避㞴場所ࡣ充足度ࡀ高いࠊࡀ空家率ࡀ高くࠊ対策ࡀ必要ࠋࡿ࡞小売商業床効率

 ࠋࡿい࡚ࡗ下回ࡾࡼᖹ均ࡶ

○㈈政的ࡣ歳入歳出ࡶᖹ均ࢆ下回ࠊࡾ人口減少ࡢたࡵ縮小均衡ࢆ余儀࡞くさ࡚ࢀいࡇࡿ

高ࡀ必要性ࡢ向ୖࡢ持⥆可能性ࡢ㈈政面࡛࡚ࡵ進ࢆࡾち࡙くࡲ࡞ࢺコンパクࠊࢀ推察さࡀ

いࠋ 

→་療、福祉、商業等の生活サ࣮ビス産業の衰退ࡀ、関連産業の衰退や㞠用機会の減少をࡶた

ࡀ地域経済や地域活力、ࡌ生ࡀの悪循環࡞消費活動のప下を招くࡿ࡞更ࡀし、そのことࡽ

衰退すࡿことࡀ懸念さࠋࡿࢀ 
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以ୖࡢ課題対しࠊ立地適正化計画制度ࡢ理念ࡀ示し࡚いࠊࡾ࠾ࡿ後ࡲࡢち࡙く࠾ࡾ

い࡚ࠊࡣ人口減少下あࡶ࡚ࡗ市民生活ࠊ都市活動や㈈政㐠営ࡢ持⥆性ࡀ確保さࡿࢀ都市構造

 ࠋࡿ必要࡛あࡀࡇ目指し࡚いくࢆ

そࢆࡽࢀ踏ࡲえࠕࠊබ共交通ࡢ利便性ࠊ持⥆可能性 持⥆可能ࠊ利便性ࡢ生活サ࣮ビス施設ࠕࠖ

性 健康ࠊ福祉ࡢ高齢者ࠕࠖ 安全性ࡿ対す災害等ࠕࠖ 健全性ࡢ㈈政ࠕࠖ ࠊࡣし࡚着目した課題ࠖ

以下ࠋࡿ࡞ࡾ࠾ࡢ 

 

ϸ) බ共交通䛾利便性䚸持続可能性 

 ࠋࡿ࡞必要ࡀ対策ࡢࡵたࡢ維持確保ࡢබ共交通ࠊ著しくࡀ減少ࡢ人口ࡢス路線沿線地域ࣂ࣭

 

Ϲ) 生活サ䞊ビス施設䛾利便性䚸持続可能性 

࣭中心市街地࠾けࡿ小売店舗ࡢ閉店ࠊ大規模小売店舗ࡢ購買力ࡢ集中ࡀうࡀわࢀ

 ࠋࡿప下し࡚いࡣ床効率ࠊࡾ࠾下落し࡚ࡣ中࡛商品販売額ࡢいࡤ横ࡣ場面積ࡾ売ࠋࡿ

 

Ϻ) 高齢者䛾福祉䚸健康 

࣭新市建設計画࠾けࠕࡿ護ࡢ充実ࠖやࠕ高齢者福祉ࢆ中心した地域福祉ࡢ充実 高ࠕࠖ

齢者等ࡢ社会参加促進 必要ࡀࡇࡿい࡚実現す࠾立地࡞適正ࢆ業ࡿࢀࡽ置࡙けࠖ

 ࠋࡿ࡞

 

ϻ) 災害等䛻対す䜛安全性 

࣭都市中心周辺ࠊࡣ程度ࡢ差ࡣあࠊࡢࡢࡶࡿほࡰすべ࡚ࡢ地域ࡀ浸水想定区域該当すࠋࡿ 

࣭土砂災害警戒区域当たࡿ地区࡛ࡣ人口減少傾向ࡀ大ࡁいࠊࡀ高齢者人口ࡣ増加し࡚いࡿ

箇所ࡶあࠋࡿ 

࣭津波災害警戒区域ࡣ未指定ࠊࡀࡔ津波浸水想定ࢆ踏ࡲえࠊ対応ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

ϼ)財政䛾健全性 

࣭新市建設計画࡛ࠊࡣබ共施設等総合管理計画㸦ᖹ成２㸵年度～２㸶年度策定㸧ࢆ策定しࠊ

計画的බ共的施設ࡢ適正配置ດࡢࡶࡿࡵしࠊ利用度ࡢపい又ࡣ㐟休化し࡚いࡿ施設

බࡢࡾち࡙くࡲࠕࡿけ࠾立地適正化計画ࠊࡾ࠾し࡚ࡇࡿࡵ進ࢆ除却ࠊࡣい࡚ࡘ

的不動産ࡢ活用 ࢆ誘ᑟࡢ活用した民間機能ࢆ再配置やබ的不動産ࡢබ共施設ࠊ項目࡛ࡢࠖ

進ࡿࡵあたࠊࡣ࡚ࡗ整合ࢆ図ࠋࡿ 
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㸱．まち࡙くࡾ方針の検討 
立地適正化計画策定際し࡚ࠊࡣ現状及び将来見通し࠾けࡿ都市構造ୖࡢ課題ࡢ分析結果ࢆ

踏ࡲえࠊ長期ࢆ展望し２ࡘࡘ㸮年後ࡶ持⥆可能࡞都市し࡚ࡼࡢう࡞姿ࢆ目指すࢆࡢ分析ࠊ

検討しࠊ中長期的都市ࡢ生活ࢆ支えࡀࡇࡿ可能ࡼࡿ࡞うࡲ࡞ち࡙くࡢࡾ理念や目標ࠊ目指

すべࡁ都市像ࢆ設定すࡀࡇࡿ必要さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

ඵ幡浜市࠾い࡚ࠊࡣ特次ࡼࡢう࡞都市構造ୖࡢ課題着目すࡿ必要ࡀあࠋࡿ 

従ࠊ࡚ࡗ都市中心࣭副中心ࡢ居ఫ者対し࡚生活利便性ࢆ確保すࡾࡼࡇࡿ定ఫ促進ࢆ図ࡿ

ちࡲしやすいࡽ暮健康ࡶ人ࡿ検討し࡚いࢆ㹇タ࣮ン࣭Ｕタ࣮ンࠊ区域外居ఫ者ࠊ加えࡇ

歩い誘ᑟ施設ࡢ࡞生活サ࣮ビス施設や福祉施設ࠊࡶࡿすうࡼࡿࡁ࡛࣮ࣝࣆし࡚

࡚利用すࡀࡇࡿ可能࡞本市ࡢ立地条件㸦地理条件㸧ࢆ活し࡚ࠊ高齢者࡚ࡗ健康ࡢ維持増

進効果的さࡿࢀ歩く࡚ࡗࡼࡇ生活ࡀしやすいࡼうࡲ࡞ち࡙くࢆࡾ目指すࡀࡇ望ࢀࡲ

 ࠋࡿ

 ࠋࡿ設定すうࡼࡢ次ࢆ将来像ࡢちࡲࡢし࡚立地適正化計画ࠊえࡲ踏ࢆࡇࡢࡽࢀࡇ

 

 

 

 

 

 ࠋࡿ設定すうࡼࡢ次ࠊ即し基本理念ࡢࡘ㸲ࡢ新市建設計画主ࠊࢆ方針ࡢࡾち࡙くࡲࠊたࡲ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
歩い䛶暮䜙䛫䜛䜎ち䛵く䜚䛻䜘䜚䚸人口密度を維持した持続
可能䛺コン䝟ク䝖シテ䜱䛾実現 

●市民䛾参加䛻䜘䜛計⏬䛾策定䞉管理䞉運用 

→市⏫村都市再生協議会䛻䛚け䜛議論や䚸市民意見䛾尊重 
 

●自然䛾営䜏䛸都市䛾活性化䛾両立 

→土地䛾ポテンシャル䛾尊重䛻䜘䜛効率的土地利用 

→䝝䝄䞊䝗情報䛺䛹䛾負䛾ポテンシャルを直視す䜛こ䛸䜒含䜐 
 

●市民䛸行政䛾協働䛻䜘䜛効率的䛺䜎ち䛵く䜚 

→歩い䛶行け䜛範囲䜈䛾都市機能䛾適正配置及び広域䛛䜙䛾アクセス性

䛾確保 
 

●広域調整䛻䜘䜛役割分担䛸協調 

→ඵ西地域全体䛷調整した機能分担 

࣭都市ࡀ用途地域内にコンパクトに収まっ࡚いࡶࡿのの、特に顕著࡞人口の急激࡞減少と

高齢化、ప密度化への歯Ṇめ 

࣭中心市街地の床効率のప下に対応した、生活サ࣮ビス施設の利便性、持続性確保 

࣭高齢化率の高まࡾに対応し、福祉施設の充実とアクセス性の確保を通ࡌた高齢者の健康

の維持 
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㸲．目指すべࡁ都市の骨格構造の検討、誘導方針の検討 
立地適正化࡛࣮ࣝࢶࡢあࡿ誘ᑟ区域࣭誘ᑟ施設ࡢ設定ඛ立ちࠊ関連すࡿ計画࣭施策等ࡢ整

合性やࡊࡵすべࡲࡁち࡙くࡢࡾ方向性等ࢆ見据えࠊࡽࡀ࡞都市ࡢ骨格構造ࢆ検討しࠊ都市機能ࡢ

誘ᑟ方針ࢆ検討すࠋࡿ 
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表 㸲-1 目指す䜉䛝都市䛾骨格構造䛾検討䚸誘ᑟ方針䛾検討 

 
ୖ計画基࡙く方針 現状ࡢ都市構造ࡢ課題ࢆ踏ࡲえた考え方 立地適正化計画制度ࡢ趣᪨従ࡗた考え方 

趣 ᪨ 

ୖ計画ࡢ記述従ࠊ࡚ࡗ都市ࡢ骨格構

造ࠊ都市機能ࡢ誘ᑟ方針ࢆ決定すࠋࡿ 

市街地ࡢ外延化ࠊప密度化対しࠊ人口

密度ࡔࡿࡁ࡛ࢆけ高く維持すࡿたࡁ࡛ࠊࡵ

 ࠋࡿ志向すࢆ都市࡞ࢺコンパクࡾ限ࡿ

緩や࡞誘ᑟࡿࡼ居ఫ࣭都市機能ࡢ集

約ࢆ図ࠊࡾ持⥆可能࡞コンパクࢩࢺティࢆ

 ࠋすࡊࡵ

都
市
ࡢ
骨
格
構
造 

各ᣐⅬ地༊

 ࢪ࣮࣓ࡢ

○ 都市中心㸦ᪧඵ幡浜中心部㸧 

○ 副中心㸦ᪧ保内中心部㸧 

○ 生活中心㸦磯崎ࠊ日土ࠊ舌田ࠊᕝୖࠊ真

穴ࠊ双岩等ࡢ各ᣐⅬ㞟落㸧 

○ 都市中心㸦ᪧඵ幡浜中心部㸧 

○ 副中心㸦ᪧ保内中心部㸧 

࣭用途地域内居ఫ㞟約ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ生活

中心ࡢᣐⅬࡢ除外 

○ 都市中心㸦ᪧඵ幡浜中心部㸧 

○ 副中心㸦ᪧ保内中心部㸧 

○ 生活中心㸦磯崎ࠊ舌田㸧 

࣭都市計⏬༊域外㸦立地適ṇ計⏬༊域外㸧

双岩㸧ࠊ真穴ࠊᕝୖࠊᣐⅬ㞟落㸦日土ࡢ

 除外ࡢ

基幹的࡞බ

共交通軸ࡢ

 ࢪ࣮࣓

構造ᅗ࡛࡞示ࡿࢀࡉ都市軸ࢆ置࡙ࡅ

 ࠋࡿ

࣭鉄道軸 

࣭国道 197 号軸 

࣭国道 」78 号軸 

࣭医主)ඵ幡浜宇和線軸  

人ཱྀࡀ㞟積ࡿࡍ用途地域内ࡢ現Ꮡࢫࣂࡿࡍ

 ࠋࡿࡅ置࡙ࢆࢺ࣮ࣝ

࣭鉄道軸 

࣭国道 197 号軸㸦主用途地域内ࢆ㐠行ࡍ

 㸧ࢺ࣮ࣝࢫࣂ既Ꮡࡿ

 

現Ꮡࡿࡍබ共交通㸦路線ࢫࣂ㸧ࡢ通࣮ࣝࡿ

 ࠋࡿࡅ置࡙ࢆ結ぶ軸ࢆᣐⅬ㞟落ࠊ࡛ࢺ

࣭鉄道軸࣭航路軸 

࣭国道 197 号軸 

࣭国道 」78 号軸 

࣭医主)ඵ幡浜宇和線軸 

誘
ᑟ
方
針 

生活サ࣮ビ

配ࡢ施設ࢫ

置 

都市中心ࠊ副中心ࠊ生活中心㸦各拠点集落㸧

 施設整備ࡿࡅ࠾

都市中心ࡧࡼ࠾副中心ࡿࡅ࠾施設整備 都市中心ࠊ副中心ࡿࡅ࠾歩い࡚行ࡿࡅ範

ᅖࡢ施設整備ࡧࡼ࠾生活中心ࡿࡅ࠾施設

整備 

බ共施設࣭

行政施設ࡢ

配置 

都市中心ࠊ副中心ࠊ生活中心㸦各拠点集落㸧

 施設整備ࡿࡅ࠾

都市中心ࡧࡼ࠾副中心ࡿࡅ࠾施設整備 都市中心ࠊ副中心ࡿࡅ࠾施設整備ࡧࡼ࠾

බ共交通ࡿࡼ市内各地ࡢࢫࢭࢡࡢࡽ

確保 

基幹的࡞බ

共交通路線 

࣭ＪＲ予讃本線 

࣭ୖ記骨格構造ࡿࡅ࠾බ共交通軸 

࣭ＪＲ予讃本線 

࣭国道 19】 号軸ࡿࡅ࠾බ共交通軸 

࣭ＪＲ予讃本線ࠊ四国～九ᕞ航路 

࣭既存ࢺ࣮ࣝࢫࣂ 

地༊別人口 ୖ位計⏬࠾い࡚位置࡙ࡓࢀࡽࡅ中心拠

点࣭生活中心ࡿࡅ࠾人口ࡢ定着ࢆᅗࠋࡿ 

用途地域内࡞周辺地༊比࡚ࡋ人口ࡢ集

積࡚ࡋいࡿ地༊限ࡾ人口ࡢ定着ࢆᅗࠋࡿ 

 

災害ࡿࡼ危険ࡅࡔࡿࡁ࡛ࢆ回避ࠊࡋ人口

い࡚人口࠾地༊ࡿい࡚ࡋ一定程度集積ࡀ

 ࠋࡿᅗࢆ定着ࡢ
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㸲-㸯 都市の骨格構造の検討 

現状࡛人口ࡀ集積࡚ࡋいࡿඵ幡浜中心地༊及ࡧ保内地༊ࢆඵ幡浜市都市計⏬ࢫ࣐タ࣮ࣛࣉン

副中心ࠕࡧ都市中心ࠖ及ࠕ従い  ࠋࡿࡅ位置࡙生活中心ࠖࠕࢆ拠点集落ࡢ都市計⏬༊域内ࠊࠖ

広域බ共交通࡛あࡿ鉄道軸航路軸ࢆ骨格ࠊࡋ都市中心࣭副中心࣭生活中心等ࢆ有機的結

ぶ地域交通ネࢺࢵワ࣮࡛ࢡ連携ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

ᅗ 㸲-1 ඵ幡浜市ࡢ骨格構造 

 

 

 

副中心 

都市中心 

八幡浜市域 

都市計⏬区域 

＝立地適正化計⏬区域 

生活中心 

㸦区域外の拠点㸧 
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㸲-２ 誘導方針の検討 

 

立地適ṇ計⏬ࡢࡕࡲࡢ࡚ࡋ将来像ࠕ歩い࡚暮࡙ࡕࡲࡿࡏࡽくࠊࡾࡼࡾ人口密度ࢆ維持ࡋ

設うࡼࡢ次ࢆ誘ᑟ方針ࠊえࡲ踏ࢆ方針ࡢࡾく࡙ࡕࡲ実現ࠖࡢテࢩࢺࢡࣃコン࡞持⥆可能ࡓ

定ࠋࡿࡍ㸦以ୗ࡛ࠕ具体的࡞施策取組ࠖࠕࡣඵ幡浜市ࡈࡋ࣭ࡦ࣭ࡕࡲ創生総合戦略ࠖ࠾

 㸧ࠋࡍ示ࢆࡳ取組施策ࡿࡅ

 

課題認識    ඵ幡浜市䛷䛿人口䛾急激䛺減少䛸高齢化䛜進䜣䛷䛚䜚䚸持続可能

䛷あ䜛た䜑䛻䛿ప密度化䛻歯Ṇ䜑を䛛け䚸高齢者䛜健康ᑑ命を延伸

しやすい環境を整備す䜛必要䛜あ䜛䚹 

方針䠍   都市䛾核䛸䛺䜛都市中心及び副中心䛻䛚い䛶次䛾䜘う䛺ᣐ点的施設䛾

整備を推進す䜛䚹 

 䞉既存ス䝖䝑ク䛾有効利用やබ共サ䞊ビス䛾集約をᅗ䜛施設 

࣭具体的࡞施策取組：保育サ࣮ビࡢࢫ充実ࠊ老朽ࡓࡋ施設ࢆ統廃合ࡓࡋ新

 整備ࡢ施設࡞総合的࡞ࡓ

 䞉土地䛾ポテンシャル䛻あった効率的䛷持続性䛾あ䜛生活サ䞊ビス施設䞉福祉

施設 

࣭具体的࡞施策取組：ࡕࡲ人ࡀや࡚ࡗくࡿ組࡙ࡳくࡾ医ඵ幡浜中心地༊ࡲ

基࡙くඵ幡浜駅前広場整備事業㸭ඵ幡浜市温浴施設整備事業⏬計ࡾく࡙ࡕ

㸭市民会館跡地活用 等)ࠕࠊඵ幡浜ࢆࠖࡗ࡞ࡳ拠点ࡓࡋ観ග推進ࠊ地域

防災ࡢ充実 

 䞉特䛻高齢者䛾健康増進䛻貢献す䜛䜘う䛻歩い䛶行け䜛範囲䠄バス停利用圏：

㻟㻜㻜ｍ䛸す䜛䚹䠅䛾施設 

࣭具体的࡞施策取組：温浴施設ࡢ整備㸦ඵ幡浜市温浴施設整備事業㸧ࠊ保内地

༊ࡿࡅ࠾地域交流拠点施設ࡢ整備ࠊඵ幡浜ࢩニタウン構想ࡢ実現向ࡅ

 検討ࡓ

方針䠎   ᣐ点的施設䜈䛾市域内䛚䜘び広域䛛䜙䛾アクセス利便性を確保す䜛䚹 

 䞉高齢者䛜健康䛾維持䛾た䜑䛻自動車䛻依存䛫䛪䛻歩い䛶行け䜛環境を確保

す䜛䚹 

࣭具体的࡞施策取組：活動的࡞ 8』 ṓࢆ目指ࡍ取ࡾ組ࡳ㸦ウ࣮࢛キンࢢコ࣮ࢫ

整備事業 等㸧 

 䞉広域的䛺බ共交通䛾利便性及び地域交通ネ䝑䝖ワ䞊ク䛾充実をᅗ䜛 

地域බ共交通䛾確保䛸交通弱者対策 

࣭具体的࡞施策取組：地域බ共交通事業ࠊබ共交通空白地有償遀送ࡢ遀行⥅

 高齢者外出支援事業 等ࠊ支援ࡿࡍ対⥆

方針３   ఫ宅立地䛿䚸都市中心䛚䜘び副中心周辺䛾一定䛾範囲䛻誘ᑟす䜛䚹 

࣭具体的࡞施策取組：定住ಁ進ࡢࡵࡓࡢ住宅情報ࡢ提供ࠊ整備ࡢ支援及ࡧ

移住情報ࡢ提供㸦空ࡁ家ࣂンࡢࢡ創設㸭住宅等࣒࣮࢛ࣜࣇ補ຓ金 等㸧 

方針䠐   他方䚸ᣑ散型開発䛿䛷䛝䜛䛰け抑制をᅗ䜛䚹 
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㸳．誘導区域の設定 
 

㸳-㸯 居住誘導区域の設定 

居住誘ᑟ༊域ࠊࡣ人口減少ࡢ中あࡶ࡚ࡗ一定࠾࢚ࣜࡢい࡚人口密度を維持ࡼࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ༊域࡛あࡁࡍ誘ᑟࢆ居住ࠊうࡼࡿࢀࡉ確保持⥆的ࡀュニテ࣑やコࢫ生活サ࣮ビࠊࡾ

居住誘ᑟ༊域ࡢ設定ࡾࡼ次ࡢ効果ࡀ発生ࠋࡿࡍ 

 

◎居住誘導区域指定の効果 

 

ࡢ将来ࡧ現状及ࡢ交通や財政ࠊ人口や土地利用ࡿࡅ࠾都市全体ࠊࡣ居住誘ᑟ༊域ࠊࡵࡓࡢࡇ

見通຺ࢆࡋ案ࠊࡘࡘࡋ居住誘ᑟ༊域内外わࡿࡓ良好࡞居住環境ࢆ確保ࠊࡋ地域ࡿࡅ࠾බ共投

資やබ共බ益施設ࡢ維持遀営ࡢ࡞都市経営ࡀ効率的行わࡼࡿࢀう定࡚ࢀࡉࡁࡿࡵいࠋࡿ

㸦都市計⏬遀用指針㸧 

 

ඵ幡浜市ࡿࡅ࠾居住誘ᑟ༊域ࠊࡣ現況࡛人口密度ࡀ際立࡚ࡗ高く都市ࡀコンࢺࢡࣃ収ࡗࡲ

࡚いࡿ用途地域内࠾い࡚ࠊ次ࡢ条件ࢆ満ࡍࡓ༊域ࠋࡿࡍ 

ձ災害ࡢ危険ࡢ高い༊域࡛࡞いࡇ 

 ձ－㸯㸧法௧等ࡾࡼ除外ࡿࡍ༊域 

法௧ࠕࡾࡼ居住誘ᑟ༊域含࡞ࡲい༊域ࠖ規定࡚ࢀࡉいࡿ༊域ࡧࡼ࠾ࠊ都市計⏬遀用指

針ࡗࡼ ࡁࡍࡇい࡞ࡲ含居住誘ᑟ༊域࡚ࡋ原則ࠕ࡚ ࠊࡣい࡚ࡘ༊域ࡿい࡚ࢀࡉࠖ

居住誘ᑟ༊域含࡞ࡲいࠋࡿࡍࡇ 

従ࠊ࡚ࡗ以ୗ該当ࡿࡍ༊域ࡣ除外ࠋࡿࡍ 

 土砂災害特別警戒༊域 

 津波災害特別警戒༊域 

ウ 災害危険༊域 

 防Ṇ༊域ࡾࡍ地 ࢚

 急傾斜地崩壊危険༊域 ࢜

ձ－㸰㸧個別ุ断ࡿࡍ場合ࡢ基準 

い࠾都市計⏬遀用指針ࠊࡓࡲ ࠊࡣ場合ࡿࢀࡉ断ุい࡞ࡣ適当࡛ࡀࡇࡿࡍ誘ᑟࢆ居住ࠕ࡚

 居住誘ᑟ༊域外࡛以ୗࡢ行Ⅽ際࡚ࡋ届出義ົࡀ生ࠊࡌ市ࡣ必要࡞勧告ࡀࡇࡿࡍࢆ

㸦法第ࠋࡿࡵうດࡼࡿࡎ講ࢆ措置ࡢ等ࢇࡏࡗあࠊࡁ࡛ 88 条ࠊ௧第 「『 条࡞㸧 

○開発行Ⅽ  

࣭㸱戸以ୖࡢ住宅ࡢ建築目的ࡢ開発行Ⅽࠋ  

࣭㸯戸又ࡣ㸰戸ࡢ住宅ࡢ建築目的ࡢ開発行Ⅽ࡛ࠊそࡢ規模ࡀ 1,000 ㎡以ୖࠋࡢࡶࡢ  

࣭住宅以外࡛ࠊ人ࡢ居住ࡢ用供ࡿࡍ建築物࡚ࡋ条例࡛定ࡢࡢࡶࡓࢀࡽࡵ建築目的

࡛行う開発行Ⅽࠋ  

○建築等行Ⅽ  

࣭㸱戸以ୖࡢ住宅ࢆ新築ࡼࡋうࡿࡍ場合ࠋ  

࣭人ࡢ居住ࡢ用供ࡿࡍ建築物࡚ࡋ条例࡛定ࢆࡢࡶࡓࢀࡽࡵ新築ࡼࡋうࡿࡍ場

合ࠋ 

࣭建築物ࢆ改築ࠊࡋ又ࡣ建築物ࡢ用途ࢆ変更࡚ࡋ住宅等ࡿࡍ場合ࠋ 
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原則ࠊ࡚ࡋ居住誘ᑟ༊域含࡞ࡲいࡿࢀࡉࠖࡁࡍࡇ以ୗ該当ࡿࡍ༊域ࠊࡣそࡒࢀ

 ࠋࡿࡍ断ุうࡼࡍ示ࢀ

 土砂災害警戒༊域 

ࡀࢀそ࠾ࡿࡌ生ࡀ危害身体ࡣ生命又ࡢ住民等ࠊ場合ࡓࡋ発生ࡀ崩壊等ࡢ急傾斜地ࠕ

あࡿ認ࡿࢀࡽࡵ༊域࡛ࠖ あࠊࡀࡿ特別警戒༊域ࡼࡢう構造規制や移転ࡢ勧告ࡢ対象

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ含༊域ࡿࡍ誘ᑟࢆ居住ࠊࡵࡓい࡞ࡽ࡞ࡣ

 津波災害警戒༊域 

愛媛県࠾い࡚最大ࡢࢫࣛࢡ津波㸦Ｌ㸰津波㸧対応ࡓࡋ津波ᾐ水想定ࢆ行࡚ࡗいࠊࡀࡿ

現状࠾い࡚津波災害警戒༊域ࡢ指定ࡣ行わ࡚ࢀい࡞いࠊࡵࡓ現時点࡛ࡣ考慮࡞ࡋいࠋ今

後ࠊ津波防災地域࡙くࡾ法基࡙く津波災害警戒༊域等ࡢ指定手⥆ࡢࡁ中࡛ࠊ危険度評価

ࡣ居住誘ᑟ༊域内࡛ࠊࡣ当面ࠋࡿࡍ検討ࢆࡇいく࡚ࡋ除外ࡽえ࡚居住誘ᑟ༊域ࡲ踏ࢆ

あࡀࡿ災害ࣜࡀࢡࢫあࢆࡇࡿ住民対࡚ࡋ周知ࡿࡍ等ࡢ措置ࢆ検討ࠋࡿࡍ 

ウ ᾐ水想定༊域 

都市中心付近ࡢ࡚ࡍࡰࠊࡣ地域ࡀ千丈川ࡢᾐ水想定༊域該当ࠊࡀࡿࡍ最大ᾐ水深

ࢀࡽ考え回避可能ࡣ危険࡞致命的ࡾࡼ整備ࡢ建物構造や避㞴体制ࠊࡾあ࡛࡛ࡲ㸰ｍࡀ

い࡞࡛ࡁࡍࡣࡇࡿࡍ除外ࡽ居住誘ᑟ༊域࡚ࡗࡶࢆࡇࡿᾐ水想定༊域࡛あࠊ࡛ࡢࡿ

 ࠋࡿࡍ断ุ

 都市ᾐ水想定༊域 ࢚

ඵ幡浜市ࡣ該当࡞ࡋいࠋ 

 ༊域ࡿあࡢࢀそ࠾ࡢ発生ࡢ災害ࡓࡋ明ุࡾࡼ調査結果等 ࢜

以ୖࡢ他ࠊඵ幡浜市࡛ࡣ高潮やࡵࡓ池ࡢ決壊ࡿࡼ災害ࡢ発生ࡢ恐ࡀࢀあࡿ༊域ࡀあࡿ

ࠊ࡛ࡢくい考えࡣࡍࡽࡓࡶࢆ被害࡞ࡁ大ࡾࡼ危険ࡓࡋ示土地࡛以ୖࡢ用途地域内ࠊࡀ

周࡚ࡋ対住民ࡶい࡚ࡘࢡࢫ災害ࣜࡢࡽࢀࡇࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡇい࡞ࡋ考慮ࡣ࡛ࡇࡇ

知ࡿࡍ等ࡢ措置ࢆ検討ࠋࡿࡍ 

 

ղ人口減少ࡢ著ࡋい༊域࡛࡞いࡇ 

居住誘ᑟ༊域ࠊࡣ都市ࡢ持⥆可能性ࢆ確保ࢆ࢚ࣜࡵࡓࡿࡍ༊ษ࡚ࡗ人口密度ࢆ維持ࡇࡿࡍ

ࠊࡾあ࡛ࡁࡿࢀࡉ設定範ᅖ࡞適ษࡓえࡲ踏ࢆࡋ見通ࡢ人口等ࡢ将来ࠊࡽࡇࡿࡍ目的ࢆ

用途地域ࡢ全域ࢆそࡲࡲࡢ居住誘ᑟ༊域ࡣࡇࡿࡍ適ษ࡛࡞ࡣいࠋ 

将来予測࡛ࠊࡣඵ幡浜市全体࡛人口ࡣ顕著࡞減少傾向あࠊࡾ都市中心や副中心࡛ࡢ人口密度

 ࠋࡿ࡞必要ࡀࡇࡴ込ࡾ絞相当ࢆ࢚ࣜࠊࡽࡇࡿ顕著࡛あࡀ減少傾向ࡶ

⏫Ꮠ別ࡢ将来人口予測࠾い࡚010」ࠊ 年ࡽ 「0『0 年࡚ࡅ人口密度ࡢ減少ࡀ著ࡋいࠊ千丈

川ᕥ岸側ࡢ広瀬㸯࣭㸰目ࠊ大谷口㸯目ྂࠊ⏫㸯目ࡢ地域ࠊࡣ居住誘ᑟ༊域含࡞ࡲいࡇ

 ࠋࡿࢀࡽ考えࡶ

ࡢࡿࡍ༊域ࡢそࢆࡳࡢ中心部࡞主要ࡢ市⏫村ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当設定ࡢ居住誘ᑟ༊域ࠕࠊࡋࡔࡔ

㸦都市計⏬遀用ࠋいࡋࡲ望ࡀࡇࡿࡵ定࡚ࡋ十ศ留意ࡶ経緯等ࡢṔ史や合併ࡢ地域ࠊく࡞ࡣ࡛

指針㸧ࠖ  ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ留意ࡶࡇࡿい࡚ࢀࡉ

 

ճ現住居ࡀ立地࡚ࡋい࡞いᕤ業用地࡛࡞いࡇ 

 用途地域࡚ࡋᕤ業地域指定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ現ᕤ業用地࡚ࡋ利用ࢀࡉ住居ࡀ立地࡚ࡋい࡞
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い地域ࡣ居住ࡢ誘ᑟࢆᅗ࡞ࡣ࡛ࡁࡿいุ断ࠊࢀࡉ居住誘ᑟ༊域ࡣࡽ除外ࠋࡿࡍࡇࡿࡍ 

 

մඵ幡浜市景観計⏬ࡿࡅ࠾ᾏ࣭山景観保全地域࡛࡞いࡇ 

権現山斜面ࢇࡳࡢ畑࣭次林等ࡿࡼ景観ࢆ保全ࠊࡵࡓࡿࡍ居住誘ᑟ༊域含࡞ࡲいࡇ

࡚ࡗ景観保全地域࡛あࡣ地域ࡿい࡚ࢀࡉ指定第一種࣭第種中高層住居専用地域ࠊࡋ但ࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡵ含居住誘ᑟ༊域ࡶ

対象外࡛あࡢ届出制度ࡣ開発行Ⅽ等ࡿಀ住宅ࡢ者ࡴ営ࢆ農林漁業ࡶ居住誘ᑟ༊域外࡛ࠊ࠾࡞

㸦௧第ࡿ 「』 条㸧 

 

図 㸳-1 ガイࢻライン適用の地域区分㸦八幡浜市景観計⏬㸧 

 

յ༊域設定࣮ࣝࣝࡢ 

以ୖࡢ条件ࢆ満ࡍࡓ用途地域ࠊࡽ࡞ࡢ都市中心࣭副中心そࡢࡾࡲࡲࢀࡒࢀあࡿ༊域ࢆ

居住誘ᑟ༊域ࠋࡿࡍ 

臨港地༊ࡣ集客性ࡢあࡿ施設࡞都市機能ࡢ立地適ࡿࡍ場合ࡀあࠊୖࡽࡇࡿ 記ࡢ除外要

件該当࡞ࡋい限ࡾ居住誘ᑟ༊域含ࠋࡿࡍࡢࡶࡴ 

 

ն生活中心ࡘい࡚ 

立地適ṇ༊域㸦＝都市計⏬༊域㸧内ࡢ生活中心㸦磯崎ࠊ舌田㸧ࡘい࡚ࠊࡣ以ୖࡢ༊域設定

従事農林漁業主࡚ࡋ拠点集落ࡣ生活中心ࠋࡿ࡞ࡇい࡞ࢀࡲ含居住誘ᑟ༊域ࠊ結果ࡢ

ࡿࡍ従事農林漁業ࠊࡶい場合࡛࡞ࡲ含居住誘ᑟ༊域ࠊࡾ拠点࡛あࡢࡵࡓ支えあうࡀ市民ࡿࡍ

人ࡢ開発行Ⅽࡘい࡚ࡣ届出勧告ࡢ対象࡞ࡽ࡞ࡣいࠊ࡛ࡢ矛盾࡞ࡣࡇࡿࡍいࠋ 
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㸳-２ 都市機能誘導区域おࡼび誘導施設の設定 

Ტ1Უ都市機能誘導区域の設定 

都市機能誘ᑟ༊域ࠊࡣ居住誘ᑟ༊域内࠾い࡚ࠊ一定࢚ࣜࡢ誘ᑟࡓࡋい機能ࠊ当該࢚ࣜ

内࠾い࡚講ࡿࢀࡽࡌ支援措置ࢆ事前明示ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ当該࢚ࣜ内ࡢ具体的࡞場所ࡣ問わ

 㸦都市計⏬遀用指針㸧ࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡿ生活サ࣮ビス施設の誘導を図ࠊࡎ

都市機能誘ᑟ༊域ࡢ設定ࡾࡼ次ࡢ効果ࡀ発生ࠋࡿࡍ 

 

◎都市機能誘導区域指定の効果 

 

都市機能誘ᑟ༊域ࠊࡣ各拠点地༊ࡿࡅ࠾土地利用ࡢ実態やබ共交通施設ࠊ都市機能施設ࠊබ

共施設ࡢ配置ࢆ踏ࡲえࠊᚐ歩等ࡢ移動手段ࡿࡼ各種都市サ࣮ビࡢࢫ回逿性࡞地域ࡢ࡚ࡋ一

体性等ࡢ観点ࡽ検討࡚ࢀࡉࡇࡿࡍいࠋࡿ㸦立地適ṇ計⏬策定ࡢ手引ࡁ㸧 

ඵ幡浜市࠾い࡚ࠊࡣ市民ࠊ来訪者対ࡢࡕࡲࡿࡍ魅力ࢆ再生ࡵࡓࡿࡍ都市機能強ࡣࢆ

ࡆ掲誘ᑟ方針ࠊ基本ࢆ保内地༊ࡧࡼ࠾ඵ幡浜中心地༊ࡢ⏬都市再生整備計ࡿい࡚ࡋࡇࡿ

施設ࠖ等ࡿࡍ㈉献健康増進ࡢ高齢者特ࠊ拠点的施設ࡢ࡞施設࣭福祉施設ࢫ生活サ࣮ビࠕࡓ

観点ࡿᅗࢆ誘ᑟい位置ࡍやࡋࢫࢭࢡ࡚ࡋ利用ࢆබ共交通ࡽ市域内外ࠊࢆ誘ᑟ施設ࡿ࡞ࡽ

 ࠋࡿࡍ設定ࢆ༊域ࡽ

半ᚄࡣᚐ歩圏ࠖࠕࠊࡤࢀࡼࠖࢡࢵࣈࢻンࣁࡿࡍ関評価ࡢ都市構造ࠕ 800ｍࢫࣂࠊ停誘致距㞳

ࡣ 」00mࠕࠊ高齢者ᚐ歩圏ࠖࡣ半ᚄ 』00ｍࢆ採用࡚ࡋいࠋࡿ次ペ࣮ࡢࢪᅗ示ࡼࡍうඵ幡浜地༊

及ࡧ保内地༊࡛ࢫࣂࠊࡣ停 」00ｍ圏ࡀ都市再生整備計⏬༊域ࢆ包括࡚ࡋいࠊࡽࡇࡿ都市再生

整備計⏬༊域ࢆ都市機能誘ᑟ༊域࡚ࡋ採用ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ誘ᑟ施設ࡣ同༊域内ࡢ配置ಁࡀ

進ࢆࢫࣂࠊࢀࡉ利用࡚ࡋ高齢者ࡶ無理࡞くࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࢫࢭࢡうࠋࡿ࡞ 

 

 

 

 

 

○都市機能誘ᑟ༊域外ࡿࡅ࠾誘導施設ࡢ立地際ࡢ࡚ࡋ届出࣭勧告制度㸦法第 108 条㸧 

○都市機能誘ᑟ༊域誘ᑟ施設ࡢ立地ಁࢆ進ࡢࡵࡓࡿࡍ様々࡞特例措置࣭税制措置㸦特定

用途誘ᑟ地༊ࡢ設定ࡿࡼ用途規制緩和ࠊ駐車場立地適ṇ༊域ࡿࡼ附置義ົ駐車施

設ࡢ集約࣭大規模࡞駐車場設置ࡢ届出㸧 
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図 㸳-2 ࣂス停 3《《ｍ圏と都市再生整備計⏬区域ࠓ都市中心ࠔ 

 

 

 
図 㸳-3 ࣂス停 3《《ｍ圏と都市再生整備計⏬区域ࠓ副中心ࠔ 
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Ტ2Უ誘導施設の設定 

誘ᑟ施設ࠊࡣ居ఫ者ࡢ共同ࡢ福祉や利便ࡢ向ୖࢆᅗࡿいう観Ⅼࠊࡽ都市機能誘ᑟ༊域ࡈ

ࡀ施設ࡢ次ࡣ都市計⏬㐠用指針࡛ࠊࡾあ࡛ࡢࡶࡿࡍ設定ࢆ都市機能増進施設ࡁࡍ誘ᑟࢆ立地

例示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

 

誘ᑟ施設ࡀ都市機能誘ᑟ༊域内࡛充足࡚ࡋいࡿ場合等ࠊࡣ必要応࡚ࡌ誘ᑟ施設ࡢ設定ࢆ見直

ࠊࡣ場合ࡿあࡀࢀう恐ࡲࡋ࡚ࡋ転出都市機能誘ᑟ༊域外ࡀ誘ᑟ施設ࠊࡓࡲࠋいࡋࡲ望ࡀࡇࡍ

必要応࡚ࡌ誘ᑟ施設࡚ࡋ定ࡶࡇࡿࡵ考えࠋࡿࢀࡽ㸦都市計⏬㐠用指針㸧 

 

་療施設ࡘい࡚ࠊࡣඵ幡浜市࡛ࠊࡣ計⏬༊域ࡢ端市立ඵ幡浜総合病院ࡀ立地ࠊࡾ࠾࡚ࡋ

地域ࡢ中核病院ࡢ࡚ࡋ機能ࡣ充足࡚ࡋいࡿ言えࠊࡀࡿ後ࠊ高齢ࡀ進展ࡿࡍ中࡛引ࡁ⥆ࡁ

病院㸦患者ࠊࡵࡓࡿࢀࡽࡵ求ࡀࡇࡿࡍ維持࣭確保ࢆ機能ࡢࡑ 20 人௨ୖࡢ入院施設ࢆ有ࡶࡿࡍ

ࡿࡍ該当་ࠖࡅࡘࡾࠕࠋࡿࡍ検討ࢆ必要性ࡢ༊域内外࡛ࠊࡅ置࡙࡚ࡋ誘ᑟ施設ࢆ㸧ࡢ

身近୍࡞般診療所ࠊࡣ都市機能誘ᑟ༊域内ࡅࡔ㞟中ࡀࡇࡿࡍ望ࡋࡲく࡞いุ断ࠊࡋ誘ᑟ施

設ࡣ置࡙࡞ࡅいࠋ 

高齢ࡢ中࡛必要性ࡢ高ࡿࡲ施設ࡘい࡚ࠊࡣඵ幡浜市࡛ࠊࡣ健康࡛生ࡀࡁい満ࡓࡕ高齢社

会ࡢ実現向ࠊ࡚ࡅ地域包括ࢣ体制ࡢᣑ充ࠊࡵࡌࡣ多様࡞ニ࣮ࢬ応ࡓࡌ護サ࣮ࢫࣅ等ࡢ支

援ࢆᅗ࡚ࡋࡿいࠊࡀࡿ༊域外࡛ࡢ立地ࡢ必要性ࡶ検討ุࡁࡍ断ࠊࡋ老人福祉施設ࡣ誘ᑟ施

設ࡣ置࡙࡞ࡅいࠋ高齢社会ࡿࡅ࠾護等ࡢ活動ࡢᣐⅬࡿ࡞地域包括支援ࢭンタ࣮や保

健福祉ࢭンタ࣮ࠊサ࣮ࢫࣅ付ࡁ高齢者向ࡅఫ宅ࠊࡣ利用者ࡎࡽ࡞ࡳࡢ㐠営者࣭ᚑ業者ࡢ利便ࢆᅗ

 ࠋࡿࡅ置࡙誘ᑟ施設࡚ࡋ期ᚅࡶ賑わい創出効果ࡿࡼ㞟散ࡢࡑࡶࡿ

子育࡚࣭教育施設ࡘい࡚ࠊࡣඵ幡浜市࡛ࠊࡣ児童福祉࣭少子対策ࡢ推進ࠊࡵࡓࡢ施設ࡢ

㞟約ࡿࡼ地域ࡢ子育࡚支援機能ࡢ充実ࢆ通ࠊ࡚ࡌ子ࢆࡶ生ࡳ育࡚やࡍい環境࡙くࡾດࡿࡵ

 ࠋࡿࡅ置࡙誘ᑟ施設ࢆ教育࣭子育࡚支援関連施設࡞多様ࠊࡾ࠾࡚ࡋࡇ

㞟客力ࡀあࡢࡕࡲࠊࡾ賑わいࢆ生ࡳ出ࡍ文施設࣭商業施設㸦健康増進施設ࢆ含ࡴ㸧ࠊࡣ中心

市街地ࡢ空洞対抗࡚ࡋ市内外ࡢࡽ誘客ࢆᅗࡶࡿ㞠用ࡢ創出ࡿࡀ࡞ࡘࡶ産業振興

振ࡢ商業ࡓࢀࡢࢫンࣛࣂࡿࡍ共Ꮡ共栄ࡀ地元業所大型店ࡘࠊࡾ施設࡛あࡿ得ࡾ࡞核ࡢ

興ࢆᅗࠊࡓࡲࠊ࡛ୖࡿ市民ࡢ健康࡙くࢆࡾ支援ࡶࡿࡍ日常ࡢ買い物不便ࢆ感࡚ࡌいࡿ高

齢者ࡢ࡞買い物弱者ࡢ問題ࡶ対応ࠊࡶࡵࡓࡿࡍ広域ࢫࢭࢡࡢࡽ性ࡢ確保合わ࡚ࡏ都

市機能誘ᑟ༊域内㞟中ࡀࡇࡿࡍ望ࡋࡲくࠊ誘ᑟ施設置࡙ࡽࡉࠋࡿࡅඵ幡浜市࡛ࠊࡣ農

産物ࢆ活用６ࡓࡋ次産業ࡿࡼ地域産品ࡢ製造販売施設ࠊ࡞地域ࡢ高齢者ࡢ社会参加あわࡏ

࣭病院࣭診療所等ࡢ་療施設ࠊ老人ࢹサ࣮ࢭࢫࣅンタ࣮等ࡢ社会福祉施設ࠊᑠ規模多

機能型居宅護業所ࠊ地域包括支援ࢭンタ࣮ࡢࡑࡢ高齢ࡢ中࡛必要性ࡢ高ࡿࡲ施

設 

࣭子育࡚世௦࡚ࡗ居ఫ場所ࢆ決ࡿࡵ際ࡢ重要࡞要素ࡿ࡞幼稚園や保育所等ࡢ子育

࡚支援施設ࠊᑠ学校等ࡢ教育施設 

࣭㞟客力ࡀあࡢࡕࡲࡾ賑わいࢆ生ࡳ出ࡍᅗ書館ࠊ博物館等ࡢ文施設や࣮࣐࣮ࣃ࣮ࢫࠊ

 商業施設ࡢ等ࢺࢵࢣ

࣭行政サ࣮ࡢࢫࣅ窓ཱྀ機能ࢆ有ࡿࡍ市役所支所等ࡢ行政施設 
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 ࠋࡿࡍ検討ࢆࡇࡴ含誘ᑟ施設ࢆ施設ࡢࡵࡓࡿᅗࢆ地域活性ࡿࡼ展開ࡢ地場産業ࡓ

行政施設関ࠊࡣ࡚ࡋ現在ࡢࠊ施設(支所)ࡶ生活中心ࡢ地域コ࣑ュニࡢࢸᣐⅬ࡛あࠊࡾ誘

ᑟ施設ࡣ置࡙࡞ࡅいࠊࡀ施設(支所)ࢆ廃Ṇࡿࡍ場合ࡶ地域コ࣑ュニࡢࢸ活性ࠊ産業振興

⏬බ共施設等総合管理計ࠊࡵࡓࡿあࡀいく必要࡚ࡋ検討ࢆ利活用࡞効果的ࡢ施設念頭ࢆ観Ⅼࡢ

 ࠋࡿࡍࡢࡶいく࡚ࡗ行ࢆ資産管理適ษ࡚ࡋ策定ࢆ

ンタ࣮やࢭ地域交流ࡿ࡞ᣐⅬࡢ地域活性ࠊࡋ目的ࢆ相互交流ࡢ地域ఫ民ࠊ࡚ࡋࡢࡑ

地༊ࢆ訪ࡿࢀ観ග客ࡢ観ග案内や観ග客地域ఫ民ࡢ交流ࢆ目的ࡿࡍ観ග交流ࢭンタ࣮

 ࠋࡿࡅ置࡙誘ᑟ施設ࢆ

 

◎八幡浜市࠾けࡿ誘導施設と都市機能誘導区域内ࡢ立地状況 

 誘ᑟ施設 ༊域内 ༊域外 備考 

་
療
施
設 

病院䠄救急告示病院䠅 1 0 
 

患者 20人以上䛾入

院施設䜢有䛩䜛䜒䛾 

 
病院䠄そ䛾他䠅 2 3 

社
会
福
祉
施
設 

保健福祉センタ䞊 1 1 
 
 

地域包括支援センタ䞊 0 1 
 
 

䝃䞊ビス付䛝高齢者向けఫ宅 0 1 
 
 

保育所 3 9 
 
 

教
育
・文
化
施
設 

幼稚園 2 3  

認定こ䛹䜒園 0 0 市内䛻該当䛺し 

児童センタ䞊 0 1  

博物館䚸美術館 0 0 市内䛻該当䛺し 

ᅗ書館 2 0  

スポ䞊䝒センタ䞊 1 0  

බ立文化施設 2 0 市民会館等 

商
業
施
設 

大規模ᑠ売店舗 11 4 
敷地面積 

1,500㎡以上 

健康増進施設 0 0 温浴施設等 

行
政
施
設 

誘ᑟ施設䛺し    

そ
の
他 

地域交流センタ䞊 1 0  

観光交流センタ䞊 0 0 市内䛻該当䛺し 

 

௨ୖࡢ条件ࡾࡼ設定ࡓࡋ誘ᑟ༊域ࢆ次ペ࣮ࢪ௨ୗ示ࠋࡍ 
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図 㸳-4 誘ᑟ༊域䛾設定䛀都市中心䛁 

 

居ఫ誘ᑟ༊域  ：用途地域ࡢ定࡚ࢀࡽࡵいࡿ༊域ࠊࡽ土砂災害特ู警戒༊域ࢆ除外ࠊࡋඵ幡浜市景観計⏬ࡿࡅ࠾ᾏ࣭山景観保全地

域定࡚ࢀࡽࡵいࡿ権現山南麓ࡢ向灘地༊ࡧࡼ࠾ࠊᕤ業地域ࢆ除外ࡓࡋ༊域ࠋࡿࡍ 

都市機能誘ᑟ༊域：居ఫ誘ᑟ༊域ࡢうࠊࡕ原則࡚ࡋ都市再生整備計⏬༊域定࡚ࢀࡽࡵいࡿ༊域ࠋࡿࡍ居ఫ誘ᑟ༊域ࡽ除外ࡿࢀࡉ

土砂災害特ู警戒༊域抵触ࡿࡍ部ศࡣ当然除外ࡿࢀࡉ㸦ᕥࡢᣑ大ᅗ㸧ࠋ 

他䛾用途地域䛿着色省略 
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図 㸳-5 誘ᑟ༊域䛾設定䛀副中心䛁 

 

居ఫ誘ᑟ༊域  ：用途地域ࡢ定࡚ࢀࡽࡵいࡿ༊域ࠊࡽ土砂災害

特ู警戒༊域ࡧࡼ࠾ᕤ業地域ࢆ除外ࡓࡋ༊域

 ࠋࡿࡍ

都市機能誘ᑟ༊域：居ఫ誘ᑟ༊域ࡢうࠊࡕ原則࡚ࡋ都市再生整備

計⏬༊域定࡚ࢀࡽࡵいࡿ༊域ࠋࡿࡍ居ఫ誘

ᑟ༊域ࡽ除外ࡿࢀࡉ土砂災害特ู警戒༊域

ᣑ大ࡢ㸦ୖࡿࢀࡉ除外当然ࡣ部ศࡿࡍ抵触

ᅗ㸧ࠋ 

他䛾用途地域䛿着色省略 
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以ୖࡢ居住誘ᑟ༊域ࡧࡼ࠾都市機能誘ᑟ༊域ࡢ面積ࡧࡼ࠾推計人口ࡣ次࡛ࡾ࠾ࡢあࠋࡿ 

   ඵ幡浜地༊ 保内地༊ 合計 

  単 都市機能 

誘ᑟ༊域 

居ఫ 

誘ᑟ༊域 

都市機能 

誘ᑟ༊域 

居ఫ 

誘ᑟ༊域 

都市機能 

誘ᑟ༊域 

居ఫ 

誘ᑟ༊域 

 

㻞㻜㻝㻜年人口 

 

(人䠅 
㻠,㻞㻢㻟 㻝㻜,㻥㻝㻥 㻞,㻣㻤㻜 㻡,㻥㻢㻢 㻣,㻜㻠㻟 㻝㻢,㻤㻤㻡 

 

㻞㻜㻠㻜年人口 

 

(人䠅 
㻞,㻟㻞㻢 㻢,㻝㻠㻟 㻝,㻤㻤㻥 㻠,㻝㻡㻜 㻠,㻞㻝㻡 㻝㻜,㻞㻥㻟 

        
 

㻞㻜㻝㻜年高齢人口 

 

(人䠅 
㻝,㻡㻟㻟 㻟,㻣㻠㻜 㻣㻜㻠 㻝,㻟㻥㻞 㻞,㻞㻟㻣 㻡,㻝㻟㻞 

 

㻞㻜㻠㻜年高齢人口 

 

(人䠅 
㻝,㻝㻢㻟 㻟,㻜㻝㻝 㻣㻟㻣 㻝,㻢㻜㻣 㻝,㻥㻜㻜 㻠,㻢㻝㻤 

        
 

面積 

 

䠄ha䠅 
㻝㻜㻢.㻢㻜 㻟㻜㻞.㻢㻞 㻡㻣.㻜㻠 㻝㻠㻢.㻡㻠 㻝㻢㻟.㻢㻠 㻠㻠㻥.㻝㻡 

参考㸧非可住地

除外後 

 

䠄ha䠅 㻤㻜.㻡㻞 㻞㻠㻞.㻤㻡 㻠㻠.㻤㻠 㻝㻞㻝.㻠㻝 㻝㻞㻡.㻟㻢 㻟㻢㻠.㻞㻢 

 

㻞㻜㻝㻜年人口密度 

 

䠄人／ha䠅 
㻠㻜.㻜 㻟㻢.㻝 㻠㻤.㻣 㻠㻜.㻣 㻠㻟.㻜 㻟㻣.㻢 

 

㻞㻜㻠㻜年人口密度 

 

䠄人／ha䠅 
㻞㻝.㻤 㻞㻜.㻟 㻟㻟.㻝 㻞㻤.㻟 㻞㻡.㻤 㻞㻞.㻥 

注㸧人口ࡣ町字別人口ࡽの按分にࡿࡼ概算2010ࠋ 年町字別人口ࡣ国勢調査結果2040ࠋ 年推計人

口ࡣ社人研の手法にࡾࡼ推計した結果にࠋࡿࡼ居住誘導区域人口にࡣ都市機能誘導区域人口を

含ࠋࡴ 

 

施策ࡢ次章以降ࠊࡵࡓࡿࡍ進行ࡀ減少ࡢ人口密度ࠊࡣ場合ࡓࡋ推移ࡲࡲࡢ現状ࠊうࡼࡢࡇ

 ࠋࡿあࡀいく必要࡚ࡗᅗࢆ実現ࡢテࢩࢺࢡࣃコン࡞持⥆可能ࡓࡋ維持ࢆ人口密度ࠊࡾࡼ実施ࡢ
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６．誘導施策の検討 
 

６-㸯 居住誘導区域内に居住を誘導すࡿ施策 

居住誘ᑟ༊域関ࠊࡋ立地適ṇ計⏬ࠊࡣ居住環境ࡢ向ୖࠊබ共交通ࡢ確保そࡢ他ࡢ当該

居住誘ᑟ༊域都市ࡢ居住者ࡢ居住ࢆ誘ᑟࡵࡓࡿࡍ市⏫村ࡀ講ࡁࡎ施策関ࡿࡍ事項ࢆ記

載࡚ࢀࡉࡢࡶࡿࡍいࠋࡿ㸦法第 81 条第 「 項第 「 号㸧 

࡞ࡇࡿࢀࡉ活用有効ࡀ建築物ࡣ土地又ࡿࡍ所有ࡢ市⏫村ࠊࡣい࡚࠾施策ࡢそࠊࡓࡲ

㸦同法同条第ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡢࡶࡿࡵうດࡼࡿ 1」 項㸧 

 

Ტ1Უ国の支援を受けて八幡浜市が行う施策 

㸦都市計⏬遀用指針ࡿࡅ࠾例示㸧 

࣭居住環境ࡢ向ୖࢆᅗࡢࡵࡓࡿ居住者ࡢ利便ࡢ用供ࡿࡍ施設ࡢ整備 

࣭බ共交通ࡢ確保ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ交通結節機能ࡢ強࣭向ୖ 

 

ඵ幡浜市࡛ࡶ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ国ࡢ社会資本整備総合交付金ࡿࡼ࡞財政支援ࡲࡉࠊ࡚ࡅཷࢆ

 ࠋࡓࡁ࡛ࢇ組ࡾ取施設整備や地域活性࡞ࡲࡊ

今後ࡶඵ幡浜市ࡢ居住誘ᑟ༊域࠾い࡚ࠊࡣ居住環境ࡢ向ୖࠊබ共交通ࡢ利便性ࡢ向ୖࡓࡢ

 ࠋࡿࡍࡇࡴ組ࡾ取優先的施策ࡢ以ୗࠊࡵ

 

●居住環境ࡢ向ୖࢆᅗࡢࡵࡓࡿ利便施設整備࠙方針㸰対応ࠚ 

࣭県ࡀ推進ࠕࡿࡍ愛媛ࢺࢦ࣐ࣝ自転車道ࠖ協調ࡓࡋ自転車道整備 

࣭ඵ幡浜市健康࡙くࡾ計⏬ࡢ方針ࠕ࡚ࡅཷࢆ健康࡙くࡾ支援ࡢࡵࡓࡢ環境࡙くࡢ࡚ࡋࠖࡾ

ウ࣮࢛キンࢢコ࣮ࡢࢫ整備 

࣭地域ࡢ防災機能ࢆ高ࡢࡵࡓࡿࡵＰＲＥ㸦බ的不動産㸧ࢆ活用ࡓࡋ防災倉庫ࡢ整備 

●බ共交通ࡢ維持ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ交通結節機能ࡢ強ࡿࡼ利便性ࡢ向ୖ࠙方針㸰対応ࠚ 

࣭JR ඵ幡浜駅前広場ࢩࢵࣞࣇࣜࡢュࡿࡼ機能強ࠊ利便性࣭快適性ࡢ向ୖ 

●居住環境ࡢ向ୖ 

࣭空ࡁ家再生推進事業ࢆ活用ࡓࡋ生活環境ࡢ整備 

࣭主要道路ࡿࡅ࠾無電柱ࡢ推進 

 

Ტ2Უ八幡浜市が独自に講じる施策 

㸦都市計⏬遀用指針ࡿࡅ࠾例示㸧 

࣭居住誘ᑟ༊域内ࡢ住宅ࡢ立地対ࡿࡍ支援措置 

࣭基幹的࡞බ共交通網ࡢサ࣮ビࣞࢫベࣝࡢ確保ࡢࡵࡓࡢ施策 

࣭居住誘ᑟ༊域外ࡢ災害ࡢ発生࠾ࡢそࡢࢀあࡿ༊域ࡘい࡚ࠊࡣ災害ࣜࢆࢡࢫわࡾやࡍく

提示ࡿࡍ等ࠊ当該༊域ࡢ居住者ࢆ居住誘ᑟ༊域誘ᑟࡢࡵࡓࡿࡍ所要ࡢ措置 

 

●居住環境ࡢ維持࣭向ୖ࠙方針㸱対応ࠚ 

࣭自然共生活ࡿࡍ快適࡙ࡕࡲ࡞く࣭ࢇࡳࠊࡾ魚ࡿࡍࡵࡌࡣࢆ新鮮࣭安心࡞自然ࡢ
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恵ࢆࡳ伝えࡿ食彩博物館࡙ࡕࡲࡢくࢆࡾᅗࠊࡾࡼࡇࡿ安心࡚ࡋ暮ࡿࡏࡽ快適࡞定住

環境ࢆ確保ࡶࡿࡍ地域コ࣑ュニテࡢ活性ࠊࡾࡼ人口ࡢ維持ࢆᅗࠋࡿ 

 

●防災性ࡢ確保࠙方針㸯࣭㸱対応ࠚ 

࣭居住誘ᑟ༊域ࡽ外ࡿࢀ༊域ࡢうࠊࡕ土砂災害ࡢ࡞危険性ࡢ高い地域対ࠊࡣ࡚ࡋ防災

ࡗあࡀ更新ࡢ情報ࠊ再配ᕸ࡞全戸配ᕸ㸦定期的ࡢ池㸧ࡵࡓࠊ洪水ࠊ㸦津波ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ

行うࢆ周知啓発ࡿࡅ࠾࡞ࡾࡲ集ࡢ㸧自治会ࠋ行うࢆ再配ᕸࡢ対象地域ࡣࡁࡓ

 ࠋࡿᅗࢆ誘ᑟࡢ居住誘ᑟ༊域ࠊࡶ

࣭増え⥆ࡿࡅ空ࡁ家ࡢ所有者対ࠊࡋ適ษ࡞管理ࢆ啓発ࠊࡶࡿࡍ老朽ࡾࡼ倒壊ࡍ

ࠊࡋಁࢆ除却ࡣ࡚ࡋ対家ࡁ高い空ࡢ危険性ࡍࡰ及ࢆ被害࡚ࡋ対周ᅖࠊࡾあࡀࢀそ࠾ࡿ

倒壊ࡿࡼ被害ࡢ未然防Ṇ及ࡧ住環境ࡢ改善ࢆᅗࠋࡿ 

 

●生活中心ࢆ拠点ࡓࡋ良好࡞居住環境ࡢ確保࠙方針㸯対応ࠚ 

立࣭地適ṇ༊域࡛ࠕࠊࡣ農業等ࡢ従事者ࡀᪧ来ࡢ集落居住ࡶࡇࡿࡅ⥆ࡋ当然࡛ࠖ あࠕࡾ居

住誘ᑟ༊域内外わࡿࡓ良好࡞居住環境ࡢ確保ࠖࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡿ㸦都市計⏬遀用指針㸧ࠋ

ඵ幡浜市ࡢ立地適ṇ༊域࠾い࡚ࠊࡣ生活中心ࢆ拠点࡚ࡋ生活サ࣮ビࢫ機能ࡢ計⏬的

配置やබ共交通ࡢ充実ࢆ通࡚ࡌබ共投資やබ共බ益施設ࡢ維持遀営ࡢ࡞都市経営ࡢ効率

ࢆᅗࠋࡿ 
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６-２ 都市機能の誘導のための施策 

都市機能誘ᑟ༊域関ࠊࡣ࡚ࡋ都市機能誘ᑟ༊域内都市機能ࡢ誘ᑟࢆᅗࠊࡵࡓࡿ財政ୖࠊ

金融ୖࠊ税制ୖࡢ支援施策等ࢆ記載ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㸦都市計⏬遀用指針㸧 

Ტ1Უ国等が直接行う施策 

㸦都市計⏬遀用指針ࡿࡅ࠾例示㸧 

࣭誘ᑟ施設対ࡿࡍ税制ୖࡢ特例措置 

࣭都市再生法࠾い࡚規定࡚ࢀࡉいࡿ民間都市開発推進機構ࡿࡼ金融ୖࡢ支援措置 

 

࠙誘ᑟ施設対ࡿࡍ税制ୖࡢ特例措置㸦ᖹ成 「】 年度ࠚ㸧  

Ӑ移転ࢆ誘ᑟࡵࡓࡿࡍӑ࠙方針㸯対応ࠚ 

●都市機能ࢆ誘ᑟࡁࡍ༊域ࡢ外ࡽ内ࡢ事業用資産ࡢ買換特例 㸦㸱年間㸧 

→譲渡資産ࡢ譲渡益ࡢ  ࠋ㸦損金算入㸧延ࡾ繰ࢆい࡚課税ࡘ80％

Ӑ都市機能ࢆ誘ᑟࡿࡍ事業ಁࡢ進㸦事業協力者㸧ӑ࠙方針㸯対応ࠚ 

●誘ᑟࡁࡍ都市機能ࡢ整備ࡢ用供ࡿࡍ土地等ࢆ譲渡ࡓࡋ場合ࡢ特例 

ձ居住用資産ࢆ譲渡ࠊࡋ整備ࡓࢀࡉ建築物ࢆ取得ࡿࡍ場合㸦恒久措置㸧 

→買換特例㸦100％繰延㸧 

ղ居住用資産ࢆ譲渡ࠊࡋ特別ࡢ事情ࡾࡼ整備ࡓࢀࡉ建築物ࢆ取得࡞ࡋい場合ࡢ所得税

医個人住民税)ࡢ軽減税率 㸦恒久措置㸧 

→【,000 以ୗࡢ部ศࡁࡘ所得税：1』％→10％ࠊ個人住民税：』％→『％ 

ճ長期保有㸦』 年超㸧ࡢ土地等ࢆ譲渡ࡿࡍ場合ࡢ軽減税率等 㸦㸱年間㸧 

→㸦個人㸧「,000 以ୗࡢ部ศࡁࡘ所得税：1』％→10％ࠊ個人住民税：』％→『％ 

 㸦法人㸧㸳％㔜課ࡢ適用除外 

●都市再生推進法人土地等ࢆ譲渡ࡓࡋ場合ࡢ特例 

ձ長期保有㸦』 年超㸧ࡢ土地等ࢆ譲渡ࡿࡍ場合ࡢ軽減税率等㸦㸱年間㸧 

→㸦個人㸧 「,000 以ୗ部ศ 所得税：1』％→10％ 個人住民税：㸳％→㸲％ 

 㸦法人㸧 㸳％㔜課適用除外 

ղ当該法人ࡢ行う都市機能ࡢ整備等ࡵࡓࡢ土地等ࢆ譲渡ࡿࡍ場合ࡢ譲渡所得等ࡢ特

別᥍除㸦恒久措置㸧 

→1,』00 特別᥍除 

Ӑ都市機能ࢆ誘ᑟࡿࡍ事業ಁࡢ進㸦事業者㸧ӑ࠙方針㸯対応ࠚ 

●都市機能あわ࡚ࡏ整備ࡿࢀࡉබ共施設ࠊ都市利便施設ࡢ固定資産税等ࡢ課税標準ࡢ

特例 

→』 年間 『/』  軽減

 

Ტ2Უ国の支援を受けて八幡浜市が行う施策 

㸦都市計⏬遀用指針ࡿࡅ࠾例示㸧 

࣭市⏫村ࡿࡼ誘ᑟ施設ࡢ整備や歩行空間ࡢ整備 

࣭民間事業者ࡿࡼ誘ᑟ施設ࡢ整備対ࡿࡍ支援施策 
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国ࡢ社会資本整備総合交付金ࡢ࡞財政支援ࢆ活用ࠊ࡚ࡋ今後ࠊඵ幡浜市ࡢ都市機能誘ᑟ༊

域࠾い࡚ࠊࡣ誘ᑟ施設ࡢ整備࣭誘ᑟࠊ並ࡧそࡢ有効活用ࡿࡼ地域活性居住誘ᑟ༊域

 ࠋࡿࡍࡇࡴ組ࡾ取優先的施策ࡢ以ୗࠊࡵࡓࡿᅗࢆ維持ࡢ人口密度ࡿࡅ࠾

 

●ඵ幡浜市ࡿࡼ誘ᑟ施設ࡢ整備࠙方針㸯対応ࠚ 

㸦ඵ幡浜中心地༊㸧 

࣭健康࡙くࡀࡾ気楽実践࡛ࡿࡁ環境࡙くࢆࡾ推進ࠕࡿࡍ健康࡙くࡾ支援ࡢࡵࡓࡢ環境࡙く

ンタ࣮機ࢭࢶ࣮࣏ࢫ市民浜温浴施設建設事業ࡓࡋ利用ࢆ民間活力ࠊ基本方針ࢆࠖࡾ

能向ୖ事業ࡢ相乗効果ࠊࡾࡼ市民ࡢ健康増進ࢆᅗࠋࡿ 

࣭市民会館敷地博物館相当ࡢ文財展示及ࡧ先人ࡢ偉業ࢆ顕ᙲࡿࡍ新࡞ࡓ教育文施設ࢆ

整備 

建࣭造物ࡢ࡚ࡋ価値ࡀ高いᪧᅗ書館ࢆ移築࣭ 保存ࡋ中心部ࣛࡢンࠊࡶࡿࡍࢡ࣮࣐ࢻ

新設ࡿࡍ教育文施設一体整備ࢆᅗࠋࡿ 

࣭ＪＲඵ幡浜駅前広場ࡿࡅ࠾来訪者ࡢ回逿性ࡍಁࢆ情報板ࡢ設置ࠋ 

㸦保内地༊㸧 

࣭統合保育所ࠊ児童ࢭンタ࣮ࢆ併ࡓࡏ複合福祉施設及ࡧ子育࡚支援機能ࡢ整備 

࣭無料駐車場ࡢ整備 

࣭交流拠点施設及ࡧ広場ࡢ整備 

࣭地༊内新࡞ࡓ情報案内板ࢆ設置 

 

Ტ3Უ八幡浜市が独自に講じる施策 

㸦都市計⏬遀用指針ࡿࡅ࠾例示㸧 

࣭民間事業者対ࡿࡍ誘ᑟ施設ࡢ遀営費用ࡢ支援施策 

࣭බ共施設ࡢ再⦅やබ有地ࡢ誘ᑟ施設整備ࡢ活用࡞市⏫村ࡀ保有ࡿࡍ不動産㸦බ的不動

産㸧ࡢ有効活用施策 

 

●市民࡙ࡕࡲࡢくࡾ活動ࡢ支援࠙方針㸯対応ࠚ 

࢞並散策⏫ࡿあ中心市街地ࡿࡍ対来訪者ࡢࠖࡗ࡞ࡳඵ幡浜ࠕࡿࡼンテ࣭ࣛ࣎

 支援ࡢ活動ࢻ

࣭子供ࡽ高齢者࡛ࡲ参加ࡿࡍ清掃作業や花植え事業ࡢ支援 

࣭健康࡙くࡾ活動ࡢ関ಀ機関࡛࡞構成ࠕࡓࢀࡉඵ幡浜市健康࡙くࡾ推進協議会ࠖࡢ支援 

●民間事業者対ࡿࡍ誘ᑟ施設ࡢ遀営費用ࡢ支援施策࠙方針㸯対応ࠚ 

࣭浜࢚ࣜ整備ࡓࢀࡉ民間活力ࢆ利用ࡓࡋ温浴施設対ࡿࡍ税ࡢ減免措置㸦ඵ幡浜中心

地༊㸧 

●市有不動産㸦බ的不動産㸧ࡢ有効活用施策࠙方針㸯対応ࠚ 

࣭බ共施設࣐ࡢネࢪメンࢺ方針則࡚ࡗ既存施設ࣇࣛࡢサࣝࢡコࢺࢫ㸦１（（㸧ࡢ最適ࢆ

ᅗࡘࡘࡾ都市ࡢ集約資ࡿࡍ施設࡞活用࡚ࡋいくࠋ 

࣭安全安心࡙ࡕࡲࡢくࡢࡾ基礎調査ࠊࡢ࡚ࡋබ的不動産ࠊ人口動態ࠊ経済活動等ࡢ現況調

査及ࡧ将来予測 
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都市構造ୖ䛾課題 

࠙人口動向と見通しࠚ 

○高度成長期以降、総人口ࡣ減少し、少子化࣭高齢化

2040ࠋ顕著ࡀ 年高齢化率 50%の見込ࠋࡳ 

○中心市街地の人口減少と高齢化ࡀ顕著࡛、市街地外

縁部࡛人口ࡀ微増ࠋますますప密度化すࡿ傾向ࠋ 

○第次産業従業者の減少ࡀ大ࠋ 

○都市中心࣭副中心地区࡛、著しい人口密度のప下ࡀ

見込まࠋࡿࢀ 

○都市中心地区࣭副中心地区࡛ࡶ高齢化率ࡀ高まࠋࡿ 

→総人口及び高齢人口の減少に伴い、་療、福祉、商

業、බ共交通等の各種生活機能ࡀ市場性のప下にࡼ

ప下すࡀ機能ࡿ市民生活を支え、ࡾ࡞く࡞成立しࡾ

 ࠋࡿ高まࡀ懸念ࡿ

࠙土地利用ࠚ 

○昭和 51 年ࡽᖹ成 21 年にけ࡚、建物用地ࡀᣑ大 

→道路の維持管理、供給処理経費ࡀ非効率に増大ࠋ空

家の増大に伴う防災ୖ、防犯ୖの危険性のࡁ地空ࡁ

増大の懸念ࠋࡶ 

࠙地価の動向と税収の見通しࠚ 

○下落傾向ࡀ⥅続中 

→固定資産税収減少にࡿࡼ市財政への影響懸念 

࠙財政の動向ࠚ 

○市の財政規模ࡣ年にࡾࡼ変動ࠋ民生費ࡣ漸増傾向ࠋ 

→一人当たࡾの行政コストࡀ増大ࠋ 

࠙都市構造評価指標の全国ᖹ均との比較ࠚ 

○人口分ᕸ散漫のため、་療、福祉、商業等の生活サ

࣮ビス産業の衰退、関連産業の衰退や㞠用機会の減

少、更ࡿ࡞消費活動のప下といった悪循環࡛、地域

活力衰退の懸念ࠋ 

都市䛜抱え䜛課題䛾分析及び解決す䜉䛝課題 

ϸ) බ共交通の利便性、持続可能性 

 ࠋ顕著ࡀス路線沿線地域の人口の減少ࣂ࣭

Ϲ) 生活サ࣮ビス施設の利便性、持続可能性 

࣭中心市街地ࡽ大規模小売店舗へ購買力の移転ࠋ床

効率ప下ࠋ 

Ϻ) 高齢者の福祉、健康 

高齢ࠕ高齢者࣭地域福祉の充実ࠖࠕ介護の充実ࠖࠕ࣭

者等の社会参加促進 にࠖ関すࡿ事業の適正࡞立地࡛

の実現ࡀ必要ࠋ 

ϻ) 災害等に対すࡿ安全性 

࣭都市中心周辺ほࡰすべ࡚の地域ࡀ浸水想定区域ࠋ 

࣭土砂災害警戒区域࡛ࡣ、人口減少傾向、高齢者人口

増加ࠋࡶ 

࣭津波浸水想定を踏まえた対応ࡀ必要ࠋ 

ϼ)財政の健全性 

࣭計⏬的にබ共的施設の適正配置に努め、බ共施設の

再配置やබ的不動産を活用した民間機能の誘導と

の整合ࡀ必要ࠋ 

特䛻着目す䜉䛝都市構造ୖ䛾課題 

࣭都市ࡀ用途地域内にコンパクトに収まっ࡚いࡿ

減少と高齢࡞人口の急激࡞のの、特に顕著ࡶ

化、ప密度化への歯Ṇめ 

࣭中心市街地の床効率のప下に対応した、生活サ

࣮ビス施設の利便性、持続性確保 

࣭高齢化率の高まࡾに対応し、福祉施設の充実と

アクセス性の確保を通ࡌた高齢者の健康の維持 

誘ᑟ方針 

方針㸯 

都市中心及び副中心におけࡿ拠点的施設の整備推進 

࣭既存ストックの有効利用やබ共サ࣮ビスの集約を図ࡿ施

設 

࣭土地のポテンシャルにあった効率的࡛持続性のあࡿ生活

サ࣮ビス施設࣭福祉施設 

࣭特に高齢者の健康増進に㈉献すࡼࡿうに歩い࡚行けࡿ範

ᅖ㸦高齢者のᚐ歩圏：500ｍとすࠋࡿ㸧の施設 

方針２ 

拠点的施設への市域内外ࡽのアクセス利便性確保 

࣭高齢者ࡀ健康の維持のために自動車に依存せࡎに歩い࡚

行けࡿ環境を確保 

࣭広域的࡞බ共交通の利便性及び地域交通ネットワ࣮クの

充実 

方針㸱 

住宅立地ࡣ、都市中心࣭副中心周辺の一定の範ᅖに誘導 

方針㸲 

他方、ᣑ散型開発ࡔࡿࡁ࡛ࡣけ抑制 

誘ᑟ施策䛾検討 

●居住誘導区域内に居住を誘導すࡿ施策 

●国支援㸧利便施設整備 

࣭自転車道整備 

࣭ウォ࣮キンࢢコ࣮スの整備 

࣭防災倉庫の整備 

●国支援㸧交通結節機能の強化 

࣭JR 八幡浜駅前広場のࣜフࣞッシュ 

●国支援㸧居住環境ࡢ維持࣭向ୖ 

࣭自然ࢆ生活ࡿࡍ快適࡙ࡕࡲ࡞くࠊࡾ食彩博物館ࡢ

 ࡾく࡙ࡕࡲ

→安心࡚ࡋ暮ࡿࡏࡽ快適࡞定住環境ࢆ確保ࠊ地域コ࣑ュ

ニテࡢ活性 

→人口ࡢ維持 

●市独自㸧防災性ࡢ確保 

࣭防災ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ㸦津波ࠊ洪水ࡵࡓࠊ池㸧ࡢ全戸配

ᕸ 

࣭自治会ࡢ集ࡿࡅ࠾࡞ࡾࡲ周知啓発 

●市独自㸧生活中心ࢆ拠点ࡓࡋ良好࡞居住環境ࡢ確保 

ࡶࡇࡿࡅ⥆ࡋ居住集落ࡢᪧ来ࡀ従事者ࡢ農業等ࠕ࣭

当然࡛ࠖ あࠊࡽࡇࡿ生活中心ࢆ拠点ࡓࡋ生活サ

࣮ビࢫ機能ࡢ計⏬的配置やබ共交通ࡢ充実 

●都市機能の誘導のための施策 

࠙誘導施設に対すࡿ税制ୖの特例措置㸦国直接㸧ࠚ 

Ӑ移転を誘導すࡿためӑ 

●都市機能誘導区域の外ࡽ内への事業用資産の買

換特例 

Ӑ都市機能を誘導すࡿ事業の促進㸦事業協力者㸧ӑ 

●都市機能整備用地等を譲渡した場合の特例 

ձ居住用資産譲渡し、建築物取得→買換特例㸦100％

繰延㸧 

ղ居住用資産譲渡し、建築物を取得し࡞い→軽減税率  

ճ長期保有地等譲渡の軽減税率等 

●都市再生推進法人に土地等を譲渡した場合の特例 

ձ長期保有地等譲渡の軽減税率等 

ղ都市機能整備用地譲渡の譲渡所得等の 1,500 万特

別᥍除 

Ӑ都市機能を誘導すࡿ事業の促進㸦事業者㸧ӑ 

●බ共施設、都市利便施設への固定資産税等の課税標

準の特例 

࠙八幡浜市ࡀ行う施策㸦国支援㸧ࠚ 

●八幡浜市にࡿࡼ誘導施設の整備 

㸦八幡浜中心地区㸧 

࣭浜温浴施設建設事業と市民スポ࣮ࢶセンタ࣮機能

向ୖ事業 

→相乗効果にࡾࡼ、市民の健康増進を図ࠋࡿ 

࣭市民会館敷地の新た࡞教育文化施設を整備 

࣭旧図書館の移築࣭保存、新設教育文化施設との一体

整備 

࣭ＪＲ八幡浜駅前広場の情報板設置ࠋ 

㸦保内地区㸧 

࣭複合児童福祉施設及び子育࡚支援機能の整備 

࣭無料駐車場の整備 

࣭交流拠点施設及び広場の整備 

࣭地区内に新た࡞情報案内板を設置 

誘ᑟ༊域䞉誘ᑟ施設䛾設定 

●居住誘導区域の設定 

→す࡛にコンパクト࡞用途地域のうち次の条件

を満たす地域 

ձ災害の危険の高い区域࡛࡞いこと 

 ձ㸫㸯㸧法௧等にࡾࡼ除外すࡿ区域 

  ձ㸫２㸧個別にุ断すࡿ場合の基準 

ղ人口減少の著しい区域࡛࡞いこと 

ճ現に住居ࡀ立地し࡚い࡞い工業用地࡛࡞いこ

と 

մ八幡浜市景観計⏬におけࡿ海࣭山景観保全地

域࡛࡞いこと 等 

●都市機能誘導区域おࡼび誘導施設の

設定 

㸦1㸧都市機能誘導区域の設定 

 市域内外ࡽබ共交通を利用し࡚アクセス

しやすい位置に誘導を図ࡿ観点ࡽ区域を

設定すࡿ→都市再生整備計⏬区域ࡀ該当 

㸦2㸧誘導施設の設定 

○་療施設 

࣭病院㸦20 人以ୖの入院施設を有すࡶࡿの㸧 

○社会福祉施設 

࣭保健福祉センタ࣮ 

࣭地域包括支援センタ࣮ 

࣭サ࣮ビス付ࡁ高齢者向け住宅 

࣭保育所 

○教育施設 

࣭幼稚園 

࣭認定こࡶ園 

࣭児童センタ࣮㸦子育࡚支援施設㸧 

○文化施設 

࣭博物館 、美術館 

࣭図書館 

࣭スポ࣮ࢶセンタ࣮ 

࣭බ立文化施設㸦市民会館等㸧 

○商業施設 

࣭大規模小売店舗㸦敷地面積 1,500 ㎡以ୖ㸧 

࣭健康増進施設 

○その他 

࣭地域交流センタ࣮ 

࣭観光交流センタ࣮ 

䜎ち䛵く䜚方針 

立地適正化計⏬とし࡚の࠙まちの将来像ࠚ 

 歩い࡚暮ࡽせࡿまち࡙くࡾにࡾࡼ、人口密度を維

持した持続可能࡞コンパクトシテの実現 

࠙まち࡙くࡾの方針ࠚ 

●市民の参加にࡿࡼ計⏬の策定࣭管理࣭運用 

→市町村都市再生協議会におけࡿ議論や、市民意見の尊重 

●自然の営ࡳと都市の活性化の両立 

→土地のポテンシャルの尊重にࡿࡼ効率的土地利用 

ことࡿの㈇のポテンシャルを直視す࡞情報ࢻ࣮ࢨࣁ→

 ࡴ含ࡶ

●市民と行政の協働にࡿࡼ効率的࡞まち࡙くࡾ 

→歩い࡚行けࡿ範ᅖへの都市機能の適正配置 

●広域調整にࡿࡼ役割分担と協調 

→八西地域全体࡛調整した機能分担 
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６-㸱 බ共交通のあࡾ方にࡘい࡚ 

交通ࡘい࡚ࡣ従来ࠗࡽ交通拠点都市拠点ࠊ交流拠点ࢆ有機的結ࠊࡧ各拠点間ࡢ回逿

性ࢆ高ࠊࡾࡼࡇࡿࡵ地༊全体ࡢ魅力度ࢆ向ୖࡕࡲ࡞ࡳ͆ࡀࡇࡿࡏࡉඵ幡浜͇再生ࡢ最

㔜要課題࡛あ࠘ࡿ認識ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ歩い࡚暮ࡿࡏࡽコンࢩࢺࢡࣃテࢆ推進ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ

設定ࡓࢀࡉ居住誘ᑟ༊域及ࡧ都市機能誘ᑟ༊域ࢆ踏ࡲえࠊ居住誘ᑟ༊域内外居住ࡿࡍ人々ࡢ

都市機能ࡢ自動車依存࡞ࡋい交通ࢆࢫࢭࢡ確保ࡀࡇࡿࡍ㔜要࡛あࠊࡽࡇࡿඵ幡浜

市ࡣ࡚ࡋ以ୗࡢ考え方ࠊࡶࡢ交通事業者働ࠊࡅࡁ取組ࢆࡳ進ࠋࡿࡍࡇࡿࡵ 

 

立地適ṇ計⏬ࡿࡅ࠾都市機能誘ᑟ༊域居住誘ᑟ༊域ࡢ設定ࡢ趣᪨ࢆ踏ࡲえࠊࡿ 

࣭居住誘ᑟ༊域内࠾い࡚都市機能誘ᑟ༊域ࢆ貫く基幹的࡞බ共交通軸ࡢ形成 

࣭居住誘ᑟ༊域ࡽ都市機能誘ᑟ༊域内ࡢ都市機能ࢫࢭࢡࡢ 

࣭都市機能誘ᑟ༊域内ࡿࡅ࠾බ共交通軸ࡽ都市機能ࢫࢭࢡࡢ 

ࡶい࡚࠾都市計⏬༊域㸦立地適ṇ計⏬༊域㸧外ࠊࡿ࡞必要ࡀ確保ࡢ機能ࡓࡗい

いう支線ࠖࠕ結ぶࢆ都市機能誘ᑟ༊域ࡽࢀそࠊࡣඵ幡浜市࡛ࡿい࡚ࡅ位置࡙ࢆ生活中心ࠖࠕ

 ࠋࡿࡍ検討ࢆ充実ࡢ施策ࡢ確保等ࡢබ共交通ࠊ࡚ࡵ含ࢆබ共交通ࡁ

理想的ࠊࡣ特基幹路線位置࡙ࡿࢀࡽࡅ路線ࡣ市民ࡢࡵࡓࡢンࣛࣇ考えࠊそࡢ市内

༊間ࢆ市民ࡀ利用ࡿࡍ場合ࡣ市ࡢ補ຓࡾࡼ無料ࠊ࡞ࡿࡍඵ幡浜市ࡿࡼ強力࡞支援策

 ࠋࡿࢀࡽ考え有効ࡵࡓࡿࡍ発揮ࢆ効果ࡢ⏬立地適ṇ計ࡤࢀあࡀࡇࡿࢀࡽࡌ講ࡀ

ࡁ引ࢆ活力ࡢ民間事業者ࠊࡾあࡀ必要ࡿࡍ考慮ࢇࢁࡕࡶࡣ制約ࡢ財政ୖࠊࡣ現実的ࡋࡋ

出ࡴࡣࡵࡓࡍやࡳḞ損補填ࡢ࡞措置ࢆ講ࡣࡇࡿࡌ望ࡋࡲく࡞いࠋそࠊࡵࡓࡢ既存ࡢ民

間ࡢࢫࣂ維持࣭⥅⥆ࡎࡲࡀ必要࡛あࢀࡇࠊࡾ都市機能施設ࢫࢭࢡࡢ性向ୖࡵࡓࡢ必要

 ࠋࡿ࡞必要ࡀࡇ加え࡚いくࢆ向ୖ策ࢫサ࣮ビ࡞

具体的ࡣ以ୗࡢ路線ࡢ確保࣭維持ࢆᅗࢆࡇࡿ基本ࠊ鉄道࣭航路ࡢ乗ࡂ⥅ࡾ利便性確

保やࢆࢫࣂ利用ࡓࡋ市民活動ࡢ利便性向ୖࡢࡵࡓࡢ路線࣭ࡢࣖࢲ再⦅加えࠊ高齢者優待

ࡍ関利用ಁ進ࢫࣂࡓࡵ含ࢆࡽࢀそࠊ改善ࡢ環境ࡕ待ࢫࣂࠊࣖࢲタ࣮ンࣃࠊ支援措置ࡢ

 ࠋࡿࡍ検討ࢆࡇ行うࢆ周知࣭広報ࡿ
 

●都市機能誘ᑟ༊域ࢆ連携ࠊࡋ居住誘ᑟ༊域ࡢ軸ࡿ࡞基幹路線 

࣭伊予鉄南予ࡢࢫࣂඵ幡浜駅～ඵ幡浜港～市立病院～喜木～川之石間 

࣭宇和島ࡢࢫࣂඵ幡浜市内線㸦川之内～千丈駅～ඵ幡浜駅～ඵ幡浜港～市立病院～ᑠ長᪩㸧 

●居住誘ᑟ༊域内外都市機能誘ᑟ༊域ࢆ連絡ࡿࡍ路線 

  ○都市中心生活中心ࡢ連絡ࢆᅗࡿ準幹線 

  ࣭宇和島ࡢࢫࣂඵ幡浜～穴井間㸦ᾏ岸回ࡾ㸧 

 ○都市中心そࡢ他ࡢ地域ࡢ連絡ࢆᅗࡿ 

 ࣭ඵ幡浜～୕瓶࣭周木࣭ୗ泊間㸦山手回ࡾ㸹市内༊間限ࡿ㸧 
 

路線や遀行計⏬ࡢ変更等ࡾࡼ地域බ共交通ࢆ再⦅ࡿࡍ場合ࠊࡣ地域බ共交通再⦅実施計

有ࡀࡇࡿࡍ利用ࢆࡳ枠組ࡢ法ᚊࡿࡍ関再生ࡧ活性及ࡢ地域බ共交通ࠊ࡞ࡿࡍ作成ࢆ⏬

効࡛あࠋࡿそࠊࡣࡵࡓࡢ同法規定ࠕࡿࡍ地域බ共交通網形成計⏬ࠖࢆ策定ࡀࡇࡿࡍ必要

立地適࡞設定ࡢ都市機能誘ᑟ༊域ࡧ居住誘ᑟ༊域及ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当計⏬策定ࡢそࠊࡀࡿ࡞

ṇ計⏬ࡢ内容බ共交通ࡢ充実ࡀ整合࡚ࡗࡶࢆ定ࡀࡇࡿࢀࡽࡵ必要࡛あࠋࡿ 
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図 ６-1 地域交通ネットワ࣮クの構成 
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㸵．目標値の設定 
立地適ṇ計⏬ࢆ策定ࡓࡋ場合ࡡࡴ࠾࠾ࠊ㸳年毎計⏬記載ࡓࢀࡉ施策࣭事業ࡢ実施状況

ࡗࡓ当策定ࡢ⏬立地適ṇ計ࡵࡓࡢそࠊくࡋࡲ望ࡀࡇࡿࡍ評価ࡧศ析及ࠊい࡚調査ࡘ

࡚あࠊࡵࡌࡽ計⏬ࡢ必要性や妥当性ࢆ市民等ࡢ関ಀ者客観的ࡘ定㔞的提示ࡿࡍ観点

ࠊࡣ目標値ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉࡇࡿࡍ設定ࢆ目標値ࡿࡍうࡼࡋ実現ࡾࡼ遂行ࡢ⏬計ࠊࡽ

生活利便性ࠊ健康福祉ࠊ行政遀営等ࡢ観点ࡽ設定࡛ࡢࡶࡿࡍあࠕࠊࡾ居住誘ᑟ༊域内ࡢ人口密

度等ࠖࡀ例示࡚ࢀࡉいࡿ㸦都市計⏬遀用指針㸧ࠋ 

立地適ṇ計⏬ࡢ目的ࠊࡣ急速࡞人口減少ࡀ見込࡚ࢀࡲいࡿ中࡛ࠊコン࡙ࡕࡲ࡞ࢺࢡࣃくࡾ

་療࣭福祉࣭子育࡚支援࣭ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ形成ࢆࢡワ࣮ࢺࢵネࡢබ共交通ࡓࡋ連携ࢀそ

商業等ࡢ生活サ࣮ビࡉࡉࢆࢫえࡿ人口密度ࢆ維持ࡇࡿࡍあࠋࡿそࢆࢀ通࡚ࡌ高齢者や女性

相乗ࡶョンࢩベ࣮ࣀࡿࢀࡉ出ࡳ生ࡓ新ࠊ政策やテࢩ࣭ࢫネ࢙ࣝいウࡍやࡋ⏬社会参ࡢ

的実現ࡿࢀࡉ地域活性ࠊ財政面࡛ࡢ持⥆可能性ࡢ向ୖࡦࠊい࡚ࡣ持⥆可能࡞都市経営ࡘ

人々ࡾࡼ手法࣮ࣝࣟࢺコン࡞緩やࠊ࡚ࡋ第㸯歩ࡢ実現ࡢそࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡿࡍうࡼࡆ࡞

ࢆ人口密度ࡿࡅ࠾居住誘ᑟ༊域ࠊࡽࡇࡿ㔜要࡛あࡀࡇࡿࡍ誘ᑟ༊域ࡢ一定ࢆ居住ࡢ

定㔞的把握ࠊࡋ効果ࢆ評価࡚ࡋ必要応࡚ࡌ計⏬ࡢ見直ࢆࡋ講ࡣࡇࡿࡌ㔜要࡛あࠋࡿ 

一方ࠕࠊඵ幡浜市ࡈࡋ࣭ࡦ࣭ࡕࡲ創生総合戦略ࠖ第㸯章示ࡿࢀࡉ人口ビࢪョン࡛ࠊࡣ社

人研ࡢ推計値࡛あࣃࡿタ࣮ン㸯対ࠊࡋ市民生活や社会経済ࡢᙳ響ࢆ回避ࠊࡵࡓࡿࡍ高齢

者や女性ࡢ社会進出ಁࢆ進や生産性ࡢ向ୖ等ࢆ通ࠊ࡚ࡋ活力あ࡙ࡕࡲࡿくࡢࡾ実現ࢆ期待ࡓࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡋࡇࡿࡍ採択ࢆョン㸱ࢩュ࣮࣑ࣞࢩ

ࡲࠕࠊく࡞࡛ࡅࡔ⏬ඵ幡浜市立地適ṇ計ࡢࡇࠊࡣ人口維持ࡢベࣝࣞࡢョン㸱ࢩュ࣮࣑ࣞࢩ

࡞前提ࡀ発現ࡢ効果ࡢそ実現ࡢ施策࡞様々ࡿࢀࡽࡆ掲創生総合戦略ࠖࡈࡋ࣭ࡦ࣭ࡕ

ࢀそࠊࡀい࡞ࡽ限ࡣࡿࢀ立地適ṇ計⏬༊域や居住誘ᑟ༊域内࡛行わࡀ࡚ࡍࡣࡽࢀそࠊࡾ

タ࣮ンࣃࠊࡾࡼ連携ࡢ⏬本計ࡿࡍ誘ᑟ居住誘ᑟ༊域ࢆ地域ࡿࡍ定着ࡢ人口ࠊ施策ࡢࡽ

㸯対࣑ࢩࡿࡍュ࣮ࣞࢩョン㸱ࡢ差ศ㸦ࢫࣛࣉ成ศ㸧ࡘい࡚ࠊࡣ居住誘ᑟ༊域࠾い࡚発生

0」0」ࠊ࡛ࡇそࠋࡿࢀࡲ望ࡀࡇࡿࡍ 年以降㸳年毎ࡢ差ศࡘい࡚居住誘ᑟ༊域ࡢ人口加えࡓ

場合ࡢ居住誘導区域の人口を指標㸦定量的目標値㸧ࠊ࡚ࡋ今後計⏬ࡢ遉成状況ࢆ評価࡚ࡋい

く࡚ࡋࡇいࠋࡿ 

 

 㻞㻜㻝㻜年 

(H㻞㻞) 

㻞㻜㻝㻡年 

(H㻞㻣) 

㻞㻜㻞㻜年 

(H㻟㻞) 

㻞㻜㻞㻡年 

(H㻟㻣) 

㻞㻜㻟㻜年 

(H㻠㻞) 

㻞㻜㻟㻡年 

(H㻠㻣) 

㻞㻜㻠㻜年 

(H㻡㻞) 

㻞㻜㻠㻡年 

(H㻡㻣) 

㻞㻜㻡㻜年 

(H㻢㻞) 

㻞㻜㻡㻡年 

(H㻢㻣) 

㻞㻜㻢㻜年 

(H㻣㻞) 

䝟タ䞊ン㻝 㻟㻤,㻟㻣㻜 㻟㻡,㻡㻜㻞 㻟㻞,㻣㻥㻠 㻟㻜,㻜㻡㻡 㻞㻣,㻟㻤㻤 㻞㻠,㻤㻡㻜 㻞㻞,㻠㻟㻤 㻞㻜,㻝㻠㻝 㻝㻤,㻜㻝㻜 㻝㻢,㻜㻠㻥 㻝㻠,㻞㻡㻟 

シ䝭ュ䝺䞊ション３ 㻟㻤,㻟㻣㻜 㻟㻡,㻞㻤㻞 㻟㻞,㻠㻤㻥 㻞㻥,㻥㻞㻡 㻞㻣,㻢㻟㻣 㻞㻡,㻢㻟㻝 㻞㻟,㻥㻣㻡 㻞㻞,㻢㻝㻡 㻞㻝,㻢㻝㻥 㻞㻝,㻜㻠㻡 㻞㻜,㻥㻠㻤 

差分 㻜 㻙㻞㻞㻜 㻙㻟㻜㻡 㻙㻝㻟㻜 㻞㻠㻥 㻣㻤㻝 㻝,㻡㻟㻣 㻞,㻠㻣㻠 㻟,㻢㻜㻥 㻠,㻥㻥㻢 㻢,㻢㻥㻡 

 

 㻞㻜㻝㻜年 

(H㻞㻞) 

㻞㻜㻝㻡年 

(H㻞㻣) 

㻞㻜㻞㻜年 

(H㻟㻞) 

㻞㻜㻞㻡年 

(H㻟㻣) 

㻞㻜㻟㻜年 

(H㻠㻞) 

㻞㻜㻟㻡年 

(H㻠㻣) 

㻞㻜㻠㻜年 

(H㻡㻞) 

㻞㻜㻠㻡年 

(H㻡㻣) 

㻞㻜㻡㻜年 

(H㻢㻞) 

㻞㻜㻡㻡年 

(H㻢㻣) 

㻞㻜㻢㻜年 

(H㻣㻞) 

居ఫ誘ᑟ༊域䛾

人口䠄社人研䝕䞊

タ䛾伸び率適用䠅 

㻝㻢,㻤㻤㻡 㻝㻡,㻢㻞㻟 㻝㻠,㻠㻟㻝 㻝㻟,㻞㻞㻢 㻝㻞,㻜㻡㻞 㻝㻜,㻥㻟㻡 㻥,㻤㻣㻠 㻤,㻤㻢㻟 㻣,㻥㻞㻡 㻣,㻜㻢㻞 㻢,㻞㻣㻞 

差分䛻䜘䜛増分 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞㻠㻥 㻣㻤㻝 㻝,㻡㻟㻣 㻞,㻠㻣㻠 㻟,㻢㻜㻥 㻠,㻥㻥㻢 㻢,㻢㻥㻡 

目標値 － 㻝㻡,㻢㻞㻟 㻝㻠,㻠㻟㻝 㻝㻟,㻞㻞㻢 㻝㻞,㻟㻜㻝 㻝㻝,㻣㻝㻢 㻝㻝,㻠㻝㻝 㻝㻝,㻟㻟㻣 㻝㻝,㻡㻟㻠 㻝㻞,㻜㻡㻤 㻝㻞,㻥㻢㻣 
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図 㸵-1 八幡浜市人口ビࢪョン㸦八幡浜市まち࣭ࡦと࣭しごと創生総合戦略ࡾࡼ㸧 

 

 

各年の増分ࡀ居住誘導区域内࡛発生すࡿこ

とを目標とすࠋࡿ 
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８．施策の達成状況に関すࡿ評価方法の検討 
立地適ṇ計⏬ࡘい࡚ࡡࡴ࠾࠾ࠊࡣ㸳年毎計⏬記載ࡓࢀࡉ施策࣭事業ࡢ実施状況ࡘ

い࡚調査ࠊศ析及ࡧ評価ࢆ行いࠊ計⏬ࡢ進捗状況や妥当性等ࢆ精査ࠊ検討ࠊࡓࡲࠊࡋそࡢ結果

や市都市計⏬審議会ࡿࡅ࠾意見ࢆ踏ࡲえࠊ施策ࡢ充実ࠊ強等ࡘい࡚検討ࢆ行うࠊࡶ

必要応ࠊ࡚ࡌ適ษ立地適ṇ計⏬や関連ࡿࡍ都市計⏬ࡢ見直ࡋ等ࢆ行うࡀࡇ望ࡋࡲい

 ࠋ㸦遀用方針㸧ࡿい࡚ࢀࡉ

ඵ幡浜市࠾い࡚７ࠕࠊࡣ．目標値ࡢ設定࡛ࠖ設定ࡓࡋ居住誘ᑟ༊域ࡢ人口目標値ࡢ遉成状況

⏬ඵ幡浜市都市計ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ実施ࢆ評価等機会ࢆබ表ࡢ国勢調査結果ࡢ㸳年毎ࠊい࡚ࡘ

審議会ࡶ評価結果ࢆ報告ࠊࡋ意見聴取ࢆ行うࠋ 

ࠊ࡚ࡋ設定ࢆ目標値うࡼࡢ次ࡶい࡚ࡘ各種都市構造評価指標ࡓࡋ整理ࢆ現況値ࠊࡽࡉ

人口目標値同様㸳年毎評価ࢆ実施ࠊࡋそࡢ結果応࡚ࡌ都市機能誘ᑟ༊域内誘ᑟ施設

都市ࡽ居住誘ᑟ༊域内外ࠊ施策ࡿࡍ維持ࢆ人口密度ࡢ居住誘ᑟ༊域ࠊ施策ࡿࡍ維持࣭確保ࢆ

機能誘ᑟ༊域ࡢࡵࡓࡢࢫࢭࢡࡢබ共交通ࡢ充実策等ࡘい࡚ࠊ既存施策ࡢ更新や新規施策

 ࠋࡿࡍࡇいく࡚ࡋ検討ࢆᑟ入ࡢ

 

表 ８-1 都市構造評価指標と目標値 
備考

ᖹ均値 ᖹ均値 䠄指標向ୖ䛾た䜑䛻望䜎しい施策䠅

㻝 日常生活サ䞊ビス䛾ᚐ歩圏充足率 ＋ ％ 㻠㻟 㻙 㻝㻜 㻠㻟
以ୗ䛾全䛶䛾サ䞊ビス䞉交通をᚐ歩圏䛷享受䛷䛝䜛
地域䛾居ఫ促進

㻞 生活サ䞊ビス施設䛾ᚐ歩圏人口カバ䞊率䠄་療䠅 ＋ ％ 㻤㻠 㻙 㻣㻠 㻤㻠 ་療施設䛾サ䞊ビス圏内䜈䛾居ఫ促進

㻟 生活サ䞊ビス施設䛾ᚐ歩圏人口カバ䞊率䠄福祉䠅 ＋ ％ 㻣㻥 㻙 㻣㻜 㻣㻥 福祉施設䛾サ䞊ビス圏内䜈䛾居ఫ促進

㻠 生活サ䞊ビス施設䛾ᚐ歩圏人口カバ䞊率䠄商業䠅 ＋ ％ 㻣㻡 㻙 㻢㻝 㻣㻡 商業施設䛾サ䞊ビス圏内䜈䛾居ఫ促進

㻡 基幹的බ共交通路線䛾ᚐ歩圏人口カバ䞊率 ＋ ％ 㻡㻡 㻙 㻡㻟 㻡㻡 駅䞉路線バス䛾バス停䛾ᚐ歩圏䜈䛾居ఫ促進

㻣 生活サ䞊ビス施設䛾利用圏ᖹ均人口密度䠄་療䠅 ＋ 人㻛ha 㻟㻥 㻙 㻝㻡 㻟㻥 人口密度䛾高い地域䛷䛾་療施設䛾立地促進

㻤 生活サ䞊ビス施設䛾利用圏ᖹ均人口密度䠄福祉䠅 ＋ 人㻛ha 㻟㻤 㻙 㻝㻠 㻟㻤 人口密度䛾高い地域䛷䛾福祉施設䛾立地促進

㻥 生活サ䞊ビス施設䛾利用圏ᖹ均人口密度䠄商業䠅 ＋ 人㻛ha 㻠㻞 㻙 㻝㻥 㻠㻞 人口密度䛾高い地域䛷䛾商業施設䛾立地促進

㻝㻞 බ共交通沿線地域䛾人口密度 ＋ 人㻛ha 㻟㻡 㻙 㻝㻢 㻟㻡 人口密度䛾高い地域䛷䛾බ共交通サ䞊ビス実施

㻝㻡 高齢者ᚐ歩圏䛻་療機関䛜䛺いఫ宅䛾割合 － ％ 㻡㻤 㻢㻢 㻡㻢 維持
㻡㻜㻜ｍ以内䛻་療機関䛜あ䜛地域䛾ఫ宅立地䞉居ఫ
促進

㻝㻢 高齢者福祉施設䛾㻝㎞圏域高齢人口カバ䞊率 ＋ ％ 㻣㻞 㻙 㻣㻟 維持
䛂地域包括䜿アシステ䝮䛃䛾日常生活圏域内䜈䛾高
齢者䛾居ఫを促進

㻝㻣 保育所䛾ᚐ歩圏䠌～５歳人口カバ䞊率 ＋ ％ 㻣㻠 㻙 㻣㻟 㻣㻠 子育䛶世帯䛾保育所㻤㻜㻜ｍ圏䜈䛾居ఫ促進

㻞㻜 歩道整備率 ＋ ％ 㻠㻤 㻠㻠 㻢㻞 維持 歩道や歩行者専用道路等䛾歩行環境䛾整備䞉充実

独自指標䠅整備後䛾ウ䜷䞊䜻ン䜾コ䞊ス等䛾歩行量 ＋ 人 㻙 㻙 㻙 向ୖ
ウ䜷䞊䜻ン䜾コ䞊ス䛾整備䚸都市中心䞉副中心䛾居ఫ
環境䛾向ୖ䚸බ共交通利便性䛾向ୖ

㻞㻝 高齢者ᚐ歩圏䛻බ園䛜䛺いఫ宅䛾割合 － ％ 㻡㻟 㻡㻤 㻤㻡 㻡㻤
居ఫ誘ᑟ༊域内䛾බ園整備䛸䚸そ䛾㻡㻜㻜ｍ圏内䛾ఫ
宅立地促進

㻞㻠 市民一万人あた䜚䛾交通事故死亡者数 － 人 㻜.㻡㻜 㻜.㻢㻟 㻜.㻣㻤 㻜.㻢㻟 交通死亡事故䛾削減

㻞㻢 最寄䜚緊急避㞴場所䜎䛷䛾ᖹ均距㞳 － m 㻢㻤㻝 㻣㻞㻟 㻞㻢㻜 維持 緊急避㞴場所䛾設置䛸そ䛾近傍䜈䛾居ఫ促進

市街地荒廃化
䛾抑制

㻟㻜 空䛝家率 － ％ 㻢 㻣 㻝㻠 㻣 空䛝家䛾再活用䜎た䛿除却

㻟㻝 ᚑ業者一人当た䜚第୕次産業売ୖ高 ＋ 百万 㻥 㻤.㻠 㻝㻝.㻜 維持 第୕次産業䛾生産性䛾向ୖ

㻟㻟
都市全域䛾ᑠ売商業床面積あた䜚䛾売ୖ高
䠄ᑠ売商業床効率䠅

＋ 万㻛㎡ 㻤㻜 㻙 㻠㻥.㻢 㻤㻜 ᑠ売売ୖ高䞉床効率䛾向ୖ

㻟㻣 市民一人当た䜚䛾歳出額 － 千 㻢㻞㻤 㻣㻞㻤 㻡㻠㻜 㻣㻞㻤
බ共施設配置䞉䛤䜏収集等サ䞊ビス範囲䛾適正化等
䛻䜘䜛行政経費䛾削減

㻟㻤 財政力指数 ＋ － 㻜.㻠㻥 㻜.㻟㻤 㻜.㻟㻠 㻜.㻟㻤 税収䛾確保䜎た䛿財政支出䛾削減

安定的䛺税収
䛾確保 㻠㻜 市民一人当た䜚税収額䠄個人市民税䞉固定資産税䠅 ＋ 千 㻝㻝㻡 㻝㻜㻞.㻟㻜 㻤㻡 㻝㻜㻞.㻟㻜 税収䛾確保

䐤

エ

ネ

ル

ギ
ー

䠋

ప

酸

素

運輸部門䛾省
䜶ネ䞉ప炭素
化

㻠㻝 市民一人当た䜚䛾自動車ＣＯ₂排出量 －
ｔ㻙C㻻㻞㻛

ᖺ
㻝㻚㻝㻝 㻝㻚㻞㻤 㻜㻚㻥㻟 維持

都市機能配置䛾適正化及びබ共交通利用ಁ進䛻䜘
䜛自動車交通量䛾削減

 注：䛂評価䛾方法䛃欄䛿䚸大䛝い方䛜望䜎しい指標を䛂＋䛃䚸ᑠ䛥い方䛜望䜎しい指標を䛂－䛃䛷表し䛶い䜛䚹䚷䚷地方都市圏䛾ᖹ均値䛜得䜙䜜䛶い䛺い指標䛿䚸地方都市圏欄䜒全国ᖹ均値䛸䛾比率を表示し䛶い䜛䚹

䚷䚷䛂ᖹ均値䛸䛾比率䛃欄䛿䚸評価䛾方法䛾＋－䛻ᚑい䚸ᖹ均䛸䛾優劣を緑䠄優䠅～赤䠄劣䠅䛾色ศけ䛷示し䛶い䜛䚹

䐢
地
域
経

済
サ䞊ビス産業
䛾活性化

䐣
行
政
運
営

都市経営䛾効
率化

䐠
健
康
䞉
福
祉

都市生活䛾利
便性向ୖ

歩䛝やすい環
境䛾形成

䐡
安
全
䞉
安

心

市街地䛾安全
性䛾確保

ඵ幡浜市
䛾
値

目標値

䐟
生
活
利
便
性

居ఫ機能䛾適
ษ䛺誘ᑟ

都市機能䛾適
正配置

㻺㻻 評価指標 ༢
全国

地方都市圏

䠄㻝㻜万人以ୗ䠅評価䛾
方向

 
目標値䛿䚸地方都市圏䠄㻝㻜 万人以ୗ䠅䛾ᖹ均値䛜得䜙䜜䛶い䜛指標䛿そ䛾値䚸䛺い場合䛿全国ᖹ均値䛸し䚸す䛷䛻ୖ回っ

䛶い䜛場合䛿数値䛾維持䚸今後計測し䛶いく独自指標䛿経ᖺ的䛻向ୖす䜛䛣䛸を目標䛻設定した䚹 
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